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　気がついた時には、涙なみだが溢あふれていた。




　音楽と共に出演者が次々と舞ぶ台たい上へ現れ、観客に向かって一礼をする。その度たびに沸わき上がる大きな拍はく手しゆと笑え顔がおに胸が弾はずむ。いいものを観みた。感動した。そんな高こう揚よう感かんで胸が膨ふくらんで苦しいほど、ただひたすらに幸せだと感じる。

（こんな感覚、もう二度と味わえないと思ってたのに……）

　拍手でジンジンと熱を持つ手に涙が落ち、仁に科しな明あか流るははじめて自分が泣いていると気づいた。

　演劇集団アルファの旗はた揚あげ公演、『エンカウント』の千秋楽。殺陣たての迫はく力りよく、活いき活きと動き回る役者の芝しば居い、観客を興奮させるストーリー。旗揚げ公演とは思えない素す晴ばらしい舞台に感動し、涙している者は明流だけではない。だが、明流は芝居で泣けたことが嬉うれしかった。

　観劇は好きだった。映画やドラマも、本を読むことだって好きだった。でも、その全すべてが明流にとっては過去形。自分にはもう、純じゆん粋すいに何かを観て楽しむことは出来ないと思っていた。

　それなのに、拍手の音を聞くその瞬しゆん間かんまで、明流は余計な事を一いつ切さい考えることなく、舞台の世界に没ぼつ頭とうしていた。

（観てよかった……）

　心からそう思った。

　本当は、舞台を観ようと思えるような気持ちの余よ裕ゆうも金もなかった。それでも、この舞台を観ると決めたのは、一つの賭かけをしたからだ。

　──この舞台を観ても面おも白しろいと思えなかったら、もう作家を辞やめよう

　明流は元々この劇団の代表である柊ひいらぎ亮りよう司じという役者のファンだ。公演は初日から評判が良く、当日券も即そく完売。実力も知名度もある役者が多く出演していることもあって、観る前から期待値は高かった。

　だからこそ、覚かく悟ごを決めた。この舞台を観ても楽しむことができなければ、もう自分は作家として何も書けないだろう。諦あきらめる理由には十分だ。そう思っていたのに──。

（賭けに、勝っちゃったよ……）

　予想外すぎる、嬉しい誤算だ。

　止まらない涙を腕うでで拭ぬぐい、この光景を目に焼き付けようと明流は舞台を見つめた。

　舞台上に出演者全員が揃そろい、一ひと際きわ大きな拍手に会場が包まれる。感謝の想おもいを込めて一人一人の役者に拍手を贈おくり、明流は柊を見つめた。

　敵役を演じていたためほとんど笑顔を見せることがなかった柊が、今は満ち足りた表情を浮うかべ、観客席を見つめている。少し長めの髪かみを束ね、シャープな目を優やさしげに細めた彼は、舞台上で大おお槍やりを振ふり上げ圧あつ倒とう的な強さと威い圧あつ感かんを放っていた役とはまるで別人だ。

　高揚感と達成感に満ちた役者達の表情を見つめ、明流は胸が締しめ付けられた。

　──やっぱ、明流の書いた脚きやく本ほんすごく面白いって！　またいい舞台創つくろうぜ

　思い浮かぶのは高校の時、同じ演劇部だった仲間の笑顔。あの時、自分が演劇部に入ったきっかけも、柊亮司という役者のファンになったからだった。

　思い返すとまた目め頭がしらが熱くなり、明流は慌あわてて両目を拭う。

　千秋楽ということもあって主要な役者が一言ずつ感謝の言葉を述べていく。

　柊の順番が来た瞬間、明流は思わず息を吞のんだ。

「本日はご来場いただき本当にありがとうございました。新しい演劇集団アルファとしての出発。こうして役者、関係者一同が一丸となって取り組み、多くのお客様に足を運んでいただけた事、心から嬉しく思います」

　柊が頭を下げると、他ほかの出演者も一いつ斉せいに一礼する。顔を上げた役者たちの表情は皆みな晴れやかで、柊の言葉に噓うそがないことを感じ、明流は思わず胸を押さえた。

　一丸となる。よく聞く言葉だが、それが口で言うほど簡単じゃない事を明流は知っている。でも、本当に一丸となるその瞬間が好きで、その瞬間を迎むかえたくて、今までたくさんの脚本を書いて、書き続けてきた。

「アルファはまだはじまったばかりです。これからどんな劇団、役者に成長していくか、今後も見守っていただけると幸いです」

　代表者らしい、真っ直すぐ丁てい寧ねいな言葉。最後にもう一度大きく頭を下げ、会場が温かな拍手で満たされた。

　舞台上から役者が居なくなり、客電が入ると観客は徐じよ々じよに席を立ち始める。

　そんな周囲から顔を隠かくすように、明流は俯うつむいた。

（悔くやしい、羨うらやましい……。俺も書きたい。創りたい！）

　少しでも唇くちびるを緩ゆるめれば叫さけんでしまいそうで、ぐっと歯を食いしばる。

　自分だって、こんな風に仲間と一つになって作品を創り出したい。観た人を感動させるような舞台を創りたい。

　自分だったらこのシーンはもっと早く切る。場展のタイミングがいい。台詞せりふが長すぎる。そんな余計な思考が邪じや魔まをするせいで、脚本家の仕事をはじめてから純粋に舞台を楽しめなくなった。観ることも仕事。そう考える度たび、息苦しさで頭がおかしくなりそうだった。

　でも、今日の舞台は本当に心から感動した。

　何も考えず観て楽しむ。そんな感覚を自分が失っていなかった事が嬉しい。でも、それと同時に、羨ましくてたまらない。

　こんな舞台を、自分も創りたい。

　明流はカバンの中から使い込んだ手帳を取り出し、そこに挟はさんでいる一枚の紙を取り出した。小さく折り畳たたみ常に持ち歩いている、明流にとっての大切なお守り。

『脚本は非常に良かった。この脚本家が他の劇団と創る舞台を観てみたい』

　それは、明流が脚本家になってから唯ゆい一いつ舞台の脚本を書く機会を得られた時に、観客が書いてくれたアンケート用紙。その舞台はあまり評判が良いとは言えず、その時の劇団からも、他の劇団からも、二度と自分に脚本の依い頼らいは来なかった。

　自分はもう必要ない。必要とされないなら作家は続けられない。数え切れないぐらい辞めたいと思った。でも、その度にこの一言に救われてきた。

（一人でも、観たいと言ってくれる人がいるなら……）

　だったら、もう少し頑がん張ばってみよう。そう自分に言い聞かせ、明流はこれまで作家という職業にしがみついてきた。

　それでも、こんなにも心から感情が溢れるように『書きたい』と思ったのははじめてだ。

　まだ会場を出るのが惜おしくて、手元のフライヤーを眺ながめる。その中に書かれていた一言に、明流は目を見開いた。

『新規劇団員・座付き作家募ぼ集しゆう』

　その文字を見た瞬間、明流は心を決めた。
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「……な、なんとかなりませんかね」

「そう言われましても、その条件と予算ではかなり厳しいとしか……」

　何度も繰くり返した問答に、担当者の彼は苦く笑しようを浮かべた。

　物件を探しはじめて三日目。明流がこの不動産屋を訪おとずれてから、すでに一時間以上が経過している。出されたコーヒーはすでに飲みきってしまったが、おかわりが注がれる気配はない。自分と向かい合って座る担当者はかろうじて営業スマイルを維い持じしているが、腹の中では「そろそろ諦めてくれ」と叫んでいるに違ちがいない。それでも、明流も簡単には引き下がれない。

（都会の家賃、馬ば鹿か高たかすぎるって……）

　思わず頭を抱かかえたくなってしまう。

　別に高望みなんかしていない。築年数が三十年を超こえていようが、駅から離はなれていようがかまわない。最低限、風ふ呂ろとトイレが付いていればそれでいい。それでも、明流の予算に合う物件はなかなか見つからない。

（今まで俺って、結構いい所に住んでたんだな……）

　駅から徒歩十分、築年数二十年未満の２ＬＤＫ賃ちん貸たいマンション。そんな物件に月四万で住んでいられたのは、一いつ般ぱん企き業ぎように正社員として就職し住宅補助金も出ている高校からの友人、村むら岡おか智とも希きとルームシェアしているおかげだ。

　普ふ通つうに一人で住むとなると、今の物件は月々十三万の家賃らしい。アルバイトの収入に加えたまに臨時収入を得ているとは言っても、明流の月収は十九万以下。手取りはもっと低い。

　とてもではないが、明流一人で今の家に住み続けるのは不可能だ。

　──明流さ。そろそろ実家に帰るか、普通に就職した方がいいんじゃないのか

　言いづらそうに眉まゆを寄せながら、それでも自分の事を案じてくれる智希の言葉が頭をよぎる。

　大学生の頃ころからルームシェアをはじめ、智希と一いつ緒しよに住んだ期間は今年で六年目。脚本家としてデビューしてからこれまでの事を全すべて知っている智希に、どれだけ心配と迷めい惑わくをかけてきたか、明流自身も良く分かっている。

　智希の転勤が決まったのは先週の事。辞令による異動の智希は、当然ながら引ひつ越こし費用は会社から支給される。だが、明流はそうはいかない。

　引越し費用、敷しき金きん礼金、その他の必要経費。貯金もほとんどない明流にとって、支し払はらい能力はないも同然だ。

「今の家には来週までしか住めないんです。すぐに引越し先を決めないと……。あ、あの、ルームシェア相手を募集している人とか居ませんか？」

「……そういった紹しよう介かいはうちでは行っていませんので」

　藁わらにも縋すがるような明流の言葉に、担当者はあからさまに息を吐はいた。

　担当者が用意してくれた物件資料に視線を落とし、明流は眉を寄せる。すると、彼は「他の駅の物件も調べてみますね」と言って席を立った。

（管理費込みで四万以下……。やっぱり、下しも北きた沢ざわでは無理か……）

　思い入れの強い街なので離れたくはなかったが、そうも言ってられない。かと言って離れすぎてはアルバイト先も変えなくてはいけなくなる。諦あきらめるタイミングなのか、そんな想いが頭をよぎる。

（でも、あと少し。せめて、結果が出るまでは……）

　俯いたまま唇を嚙かむと、ふっと笑う声が聞こえた。

「必死だね」

「……え？」

　自分に向かって言われているような響ひびきをもった声に、思わず顔を上げた。

　観葉植物に仕切られただけの隣となりのテーブル。隣でも物件を探している客が担当者と話しているのは気づいていたが、特に意識はしていなかった。だが、視線を向けた瞬しゆん間かん、胸が跳はねた。

　長い脚あしを持て余すように優ゆう雅がに組んで座った男は、明流を見ることなく視線を前に向けたまま僅わずかに口元をつり上げた。

　少し長めの髪を耳にかけたシャープな輪りん郭かく。綺き麗れいな顔立ちの横顔とさっきの声。それが、頭の中である人物と重なって目を瞠みはる。

「でも、そうか。ルームシェアっていう選せん択たく肢しもあるんだ」

　男は自分を見ているわけではない。でも、言っている言葉はおそらく自分に向けられている。

「あ、あの……」

「すいません、お客様。お待たせいたしました」

　明流の言葉を遮さえぎるように女性の声が響き、慌てて視線を男から外す。

　隣の席の担当者が戻もどってきたようで、男は何事もなかったかのようにその女性に向き合った。そんな二人の会話に思わず意識が向いてしまう。

「候補に挙がった三つの物件全てに確かく認にんを取りましたが、二件はやはり難しいようで。あともう一件の方は来月末からならという回答だったのですが」

「そうですか。やはり即そく日じつとなると難しいですね」

「お役に立てず申し訳ありません。こちらでももう少し他ほかの物件を探してみます」

「いえ、こちらも無理なお願いをしているのは分かっていますから」

　どうやら隣も希望する物件が見つからず苦労しているようだ。だが、担当者の態度が自分とはまるで違う。自分ほど無理なお願いをしているわけではないのだろう。

　そう思いつつ、もう一度隣に視線を向ける。

（この声、まさか……）

　そんなはずはない。あの人が、こんな所に居るわけがない。そう思うのに、見れば見るほど、声こわ音ねも横顔も体格も、ある人物との共通点が多すぎて、予感が確信に変わっていく。

　すると、突とつ然ぜん隣の男がこっちを見た。

（う、わ……）

　視線が絡からみ、息を吞のむ。今度こそはっきりと隣に座っていた人物が誰だれなのか分かってしまった。それなのに、夢じゃないかと思ってしまう。

　彼は自分に向かって不自然なほどにっこりと微笑ほほえむと、視線を外した。

「またお伺うかがいします。ありがとうございました」

「はい。また条件に合う物件が見つかりましたら、ご連れん絡らくさせていただきます。ありがとうございました」

　ゆったりと立ち上がると、男はそのまま不動産屋を出て行った。その後ろ姿を目で追いながら、鼓こ動どうがドクドクと速度を上げていくのを感じ、思わず深呼吸を繰り返す。

（見み間ま違ちがい、じゃないよな。まさか、本当に……）

　確かめたい。声をかけたい。湧わき上がる想おもいを抑おさえきれず、慌あわてて立ち上がった。

「あ、あの。また来ます」

　そう言って頭を下げると、明流は男の後を追うように外へと飛び出した。

（どっちに行った……？）

　外へ出て左右を見回す。すると、すぐ側そばで笑い声が聞こえた。

「もしかしたら、と思ってはいたけど、ほんとに追いかけてくるなんてね」

　不動産屋を出てすぐ横に立っていた男は、明流を見てにっこりと笑った。

　思わず呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていると、長い脚でゆっくりと近づいてきた男が明流の正面で立ち止まり、一層笑えみを深くする。

「一応確認するけど、俺が誰なのか知ってる？」

　問いかけられ、指先が震ふるえた。

　まっすぐに見つめてくる顔も、声も、体格も、すべてが記き憶おくの中にある彼の姿と一いつ致ちする。知人、なんて呼べる間あいだ柄がらではない。単に自分が一方的に知っているだけの存在だ。

　そのはずなのに、今目の前にあの人が居て、しかも自分に声をかけている。

　現実感のなさに心臓が早はや鐘がねを打ち、足の力も抜ぬけていく。それでも、聞かずにはいられない。

「……柊亮司さん、ですか」

「あ、やっぱり知ってた。驚おどろいた顔してたから、そうかなとは思ったけど」

　知らないはずない。十年前、柊が出演している舞ぶ台たいを観みて以来、明流は柊のファンなのだ。彼が出演している舞台はほとんど観ているし、彼が代表を務める演劇集団アルファの旗はた揚あげ公演の千秋楽も二ヶ月前に観劇したばかりだ。

　そんな彼が今目の前にいる、自分と話している。

　信じられない光景に言葉が出てこず、ただ立ち尽くす。

「ところで、今少し時間ある？」

「え、あ、あります！　あります！」

　慌てて返事をすると、一いつ瞬しゆんだけ目を見開いた柊がまたすぐに笑う。

「じゃあ、ちょっと話を聞かせてよ」







（……これは、たぶん夢だ）

　心の中でそう繰くり返しながら、冷たくて甘いキャラメルフラペチーノをごくりと飲み込み、明流は恐おそる恐る視線を上げる。

　そこには当然のように柊が居て、また心臓が飛び上がる。慌てて視線を外すと、柊がくすりと笑った。

「そんなに緊きん張ちようしないでよ。話しづらいじゃないか」

「む、無理です。緊張します……」

　正直に言うと、また柊が笑う。

　話をしようと言われ、柊に促うながされるまま近くにあったカフェに移動した。

　甘いものは好きかとか、あったかいのと冷たいのどっちがいいかとか聞かれ、夢ゆめ心ごこ地ちのまま応じていると、気づけば飲み物を奢おごってもらい、テーブル席で向かい合っていた。

　もう、どこから夢で何が現実なのか、訳が分からない。

「俺のこと知ってるって事は、舞台とか好きなのかな」

「は、はい」

「だろうね。俺、テレビ関係の仕事はほとんどしてないから、そんなに知名度高くないんだよ。俺を知ってるって人に偶ぐう然ぜん会うのも、これで三度目ぐらいかな」

　芸歴は二十年以上あるのにね、なんて笑って言われてもどう返していいか分からない。曖あい昧まいな相あい槌づちだけ返し、明流はますます俯うつむく。

（そういえばテレビ嫌ぎらいなんじゃないかって、噂うわさがあったよな……）

　彼自身が言ったように、柊は十代前半から児童劇団に所属し、舞台演劇をメインに活動を行っている俳優だ。

　大学在学中に別の有名劇団に所属。大学卒業後は自身が代表となり劇団「三しや味み庵あん」を旗揚げ。東とう京きようのみならず地方公演も行い、劇団の名前を広めていった。だが、なぜか人気絶頂と言われていたにもかかわらず三味庵は突とつ然ぜん解散。そして新たに旗揚げしたのが演劇集団アルファだ。

　柊のファンになってから調べ、追いかけてきた彼の経歴を反はん芻すうしながら、明流はちらりと視線を上げ、柊を見た。

　自分のような観劇ファンの中では、柊は有名だし知名度もある。それでも、なぜか柊はテレビ関係の仕事はほとんど受けずメディアへの露ろ出しゆつも少ないことから、一いつ般ぱん層にはあまり知られていない。学生時代、好きな芸能人を聞かれ柊亮司だと答えても、彼の事を知っていた人は片手で数えられる程度しか居なかった。

　メディアに出れば人気も上がるだろうし、それだけの実力がある役者だと言われている。

　それなのに、メディア露出が少ないため「柊亮司はテレビが嫌いなんじゃないか」という推測がファンの中では定着していた。

　すらりと長い手足とバランスの良い長身、近づき難がたいと感じるほど綺麗に整った容姿は穏おだやかな笑みを浮うかべている事が多く、温和な雰ふん囲い気きを作り出している。だが、その笑みも何を考えているか分からないミステリアスさがあり、それが却かえって柊の魅み力りよくだと言うファンも多い。

「ところで、君の名前は？　若く見えるけど、大学生とかじゃないよね？」

「えっと、仁科明流といいます。今年で二十五歳です」

　一瞬迷ったが、素す直なおに名前を言って頭を下げた。

　若く見えるというのは良い言い方で、悪く言えば幼く見える童顔だと、明流は自覚している。

　一度も染めた事のない真っ黒な髪かみと、母親譲ゆずりの大きな目。おまけに、両親共に日本人の平均身長を下回るというチビの遺伝子を受け継ついだおかげで、明流の身長も一六〇で成長を止めてしまい、見事な童顔チビとなってしまった。

　柊と並ぶと子供のようだと、益ます々ます萎い縮しゆくしてしまう。

「仁科、明流……？」

「は、はい」

　何を思ったのか、柊が眉まゆを寄せた。少し考えるように口元に手を当て、もう一度口を開く。

「ごめん。一応聞くけど、業界関係の仕事経験はある？」

「業界関係というと……」

「例えば、脚きやく本ほん家とか」

　真しん剣けんな眼まな差ざしを向けられ、ぎくりと肩かたが強こわ張ばった。

（正直に、言うべき……？　いや、でもそれはまずいだろっ）

　一瞬の動どう揺ようを押し殺し、明流は慌てて首を振ふった。

「ぜ、全然です。下北沢のラーメン屋でアルバイトをしてて……」

「ラーメン屋ってどこの？」

「桜さくら吹雪ふぶきっていうお店です。知ってますか？」

「ああ、あそこ。俺も何度か行ったことあるよ」

　そう言うと、先さき程ほど見せた真剣な目がいつもの穏やかな目つきに変わる。

「悪かったね。名前に聞き覚えがあったような気がしてさ」

　柊の言葉に、また肩に力が入る。

（俺の事知ってる……？　まさか、そんなはずないよな）

　自分の知名度なんてないも同然。もし柊と一瞬でも仕事で関かかわったことがあるなら、自分がそれを忘れるはずがない。きっと勘かん違ちがいだろうと、明流はひっそりと息を吐はく。

（それに、今知られるのはまずい。いろいろまずい）

　動揺を悟さとられまいと抑え込み、明流は顔を上げる。

「あの、それで。俺に話ってなんですか？」

　なぜ自分に声をかけてきたのか。まさか自分が柊の事を知っていたから、なんて理由で声をかけてくるとは思えない。

「そうそう、肝かん心じんな話をしないとね」

　柊はそれまでの笑みを消して、明流に向き直る。

「悪いけど、不動産屋でのやり取りを聞かせてもらったよ。それで確かく認にんなんだけど」

「は、はい」

「今君は友人とルームシェアをしていて、その友人が転勤で家を離はなれることになったから、早そう急きゆうに引ひつ越こすか、またはルームシェアを続けていける相手が必要。そういう状じよう況きようで間ま違ちがいないかな？」

「……その通りです」

　驚く、を通り越こして少しだけ怖こわい。どうして自分の状況をそこまで把は握あくするほど不動産屋での会話を聞いていたのか。思わず顔を引きつらせると、それを見み抜ぬいたように柊は続ける。

「驚かせて悪いね。実は俺も早急に住める場所を見つける必要があってさ。ついつい君の会話が気になったんだよね」

「柊さんも引越し先を探してるんですか」

「うーん、引越すのとは少し違ってね。今住んでいる家はそのままで、三、四ヶ月ぐらい身を隠かくす場所を探していたんだ。早急にかつ人に知られないように」

　その言葉に何か訳ありだと察し、声を潜ひそめる。

「マスコミに追われてる、とかですか」

「いやいや、俺はそんなに有名人じゃないって。でも、まあそれに似た事情かな。とりあえず、今の家を離れたいんだよね。でも、引越すとなると行方ゆくえを調べられる可能性もある。ホテルや劇団仲間の家とか、簡単に調べられそうな場所もできれば避さけたいし、迷めい惑わくもかけたくない」

「はあ……」

「それで、数ヶ月身を隠すための場所を確保しようと不動産屋に相談に行ってみたものの、急な話だし俺の職しよく業ぎよう柄がらそんなにすぐには都合のいい場所が見つからないんだよね」

　芸能人のように収入が安定せず、先の保証もない職業は物件探しが難しいというのはよく聞く話だ。それでも、柊と話しているこの状況も、言われている内容も、突とつ拍ぴよう子しもなさすぎて頭がついていかない。

「結構、深刻な状況なんですか？」

「うん。そう思ってもらえるとすごく助かるね」

　とにかく大変な状況で困っているらしい、ということはなんとなく理解した。

「それでもう一つ確認なんだけど、君が今住んでいる家ってどういうところ？」

「どういうところ、と言われましても。普ふ通つうの２ＬＤＫのマンションで……」

「場所は？　オートロックとかついてる？」

「えっと、下北沢駅から歩いて十分ぐらいで、一応オートロックもついてます」

　鍵かぎがないと自動ドアが開かず、マンションのエントランスに入れないようになっている。でも、後追いすれば一いつ緒しよに入ることもできるので、厳重なオートロックとは言えない。

　他ほかにも家賃や八階建ての三階部分であること、ルームシェアしている事もあり、個人の部屋には鍵をかけることも出来ること。家いえ電でんは引いていないこと。ペットは居ないこと。諸もろ々もろの事を聞かれるままに答えていると、少し考えて柊は頷うなずいた。

「うん。やっぱり好条件だ」

「あの、何が知りたいんですか」

　柊が何を考えているのか少しも分からない。すると、柊はにっこりと笑った。

「あのさ、俺とルームシェアする気はない？」

「…………、は？」

「家賃は今住んでいる友人と同じ条件でいいよ。むしろ、八対二ぐらいの割合でも十分。来週から早さつ速そく住まわせてもらえると助かるな」

「え、いや……」

「俺からお願いしたい条件は、俺と一緒に住んでいる事を決して誰だれにも話さないこと。期間は最長でも五ヶ月かな」

「ちょっ、ちょっと待ってください！」

　思わず叫さけんでしまい、慌あわてて口元を押さえる。

　驚おどろいた周囲の客が数名こっちを見たが、またすぐに視線が外される。自分を落ち着けるためゆっくりと息を吐はき、明流は柊を見つめ口を開く。

「ルームシェアって、俺と、ですか？」

「この状況で君以外の選せん択たく肢しってあると思う？」

「いや、でも、そんな急に言われても……」　>>>♥

　じゃあお願いします、なんて簡単に言えることじゃない。自分が、あの柊亮司と話しているだけでも夢のようなのに、おまけにルームシェアだなんて。これは夢だ。間違いなく夢だ。

「急な話だとは思うけど、俺も君も条件を満たした住む環かん境きようを得られるし、何もずっと一緒に住むわけじゃないよ。俺は身を隠す場所を得られて、君は別の家を探すなり、新しいルームシェア相手を探すなりするための期間が約五ヶ月延長される事になる。悪い話じゃないと思うけど」

「でも初対面でいきなり……」

「不動産屋でルームシェア相手を探すような無む茶ちやなことを言ってたのは、君の方だと思うけど？」

　笑いながら指し摘てきされ、ぐっと言葉を吞む。

「まあ、急な話だってことは分かるけど、正直俺にもあまり余よ裕ゆうがないんだよね。それに、下手に物件を借りるよりルームシェアの方が、足がつきにくそうで俺にとっても都合がいいな」

「で、でも、だからと言って俺なんかとルームシェアしていいんですか!?　柊さん、芸能人じゃないですか。こんな初対面の相手、信用しちゃダメですよ」

　いくらなんでももう少し警けい戒かい心しんを持つべきだ。柊がなんと言おうと、明流にとって柊は大ファンの役者で芸能人なのだ。自分みたいな一いつ般ぱん人と簡単に関わってはいけないと思う。

　大おお真ま面じ目めにそう言うと、柊は一いつ瞬しゆん目を丸くし、声を上げて笑った。

「それだけ真剣に忠告してる分、俺にとっては却かえって信用できるんだけどね。それにさ、芸能人って周りが思うほど特別な存在じゃないから」

　知名度の差はもちろんあるけど、と言うと突とつ然ぜん柊が手を伸のばしてきた。驚いて硬こう直ちよくすると、長い指に口元を撫なでられる。

「さっきからクリームついててさ、気になってたんだよ」

　自然な仕草で拭ぬぐい取ったクリームがついた指を、柊は舐なめた。

　一瞬、何が起こったのか訳が分からず呆ぼう然ぜんと柊を見ると、柊は笑えみを深くする。何をされたのか理解すると同時に、明流は慌てて顔を伏ふせた。

（いやいや、普通じゃない。絶対普通じゃないっ）

　相手の口元についていたものを拭って、それを舐めた。しかも、男同士なのにだ。

　普通だったら気き障ざでひいてしまいそうな行動なのに、あまりに自然な動きのせいで見み惚とれてしまった。雰ふん囲い気きが一般人とは全く違う。芸能人が持つ空気と存在感に吞まれてしまい、ドキドキと早はや鐘がねを打つ鼓こ動どうが少しも収まらない。

「予想以上に可愛かわいい反応をするね」

　柊の言葉にそろりと顔を上げる。

「か、可愛いとか、男が言われても嬉うれしくないです」

「そう？　でも可愛いよ。見てて飽あきない」

　一緒に住んでも楽しそうだと言われ、明流は再び顔を伏せる。

（ひ、柊亮司ってこういう人なのか!?）

　ミステリアスで何を考えているか分からない人。そのイメージは元々あったが、さらに輪をかけて分からない人だ。人誑たらしのような、それでいて断れない雰囲気に流される。

　でも、流されたとしても、自分に不都合な条件は何一つない、気がする。

　ゆっくりと顔を上げるとにっこりと微笑ほほえまれ、明流はおずおずと口を開く。

「……本気で、俺とルームシェアする気なんですか？」

「冗じよう談だんでこんな話するわけないだろ？　お互たがいにとって不都合な条件は特にないと思うけど」

　どうかな、とダメ押しのように問いかけられる。確かに、マイナス要素は一つも見当たらない。今の家に住み続ける事ができ、家賃の負担も今までと同額かそれ以下。柊とルームシェアするなんて事、周りに言い触ふらすような事は絶対にしない自信もある。

「俺の事、信用してるって事ですか？」

「もちろん、完全に信用しているわけじゃないけど、俺は自分の勘かんは信じる方なんだ。君を信用できると判断した、自分の勘を信じるよ」

　信用してる、と断言される以上に柊の言葉には説得力を感じた。彼に信用できると判断されたなら、その判断が間ま違ちがっていなかったと思ってもらいたい。

（こういうの、カリスマ性って言うのかな……）

　二十代から劇団の代表を務め、舞ぶ台たいに立ち続ける。それを続けるための覚かく悟ごと自信。

　そんな力強さを柊から感じ、明流は気づけば頷いていた。







　事のあらましを話すと、智希は盛大なため息をついた。

「馬ば鹿かだ馬鹿だとは思ってたが、どこまで救いようのない馬鹿なんだ、おまえは」

「そんなに馬鹿馬鹿言うほどの事じゃないだろ」

　確かにちょっと決断を早まったかなとは思うけど、と弱気に呟つぶやき返すと、智希は飲みかけの缶かんビールをテーブルに叩たたき付ける。

「百歩譲ゆずって柊亮司に会ったのは信じてやるとしても、いきなりルームシェアはありえねえだろ。脚きやく本ほん家ならもう少しまともな話を考えろ！　だから低てい視し聴ちよう率りつ作家って言われるんだろうが」

「よ、余計なお世話だ！」

　友人としての付き合いが長いからこその遠えん慮りよのない物言いに、明流もカッとなって言い返す。

　柊に説明した通り、２ＬＤＫのごく普通のマンション。

　元々リビングは智希との共有スペースのため、私物は最小限しかなく、目立った家具もダイニングテーブルとテレビとソファの三つのみのシンプルな空間だ。だが、今は床ゆかを埋うめるように智希が荷造りした段ボールが積み上げられており、本当にもうすぐ智希がこの家を出ていくのだと実感させられる。

　智希が仕事を終え帰宅してきてから、明流は今日の出来事を真っ先に話した。

　柊とルームシェアをすることは誰にも話さないという条件だったが、柊本人から「一応、今一緒に住んでいる友人には伝えておきなよ」と言ってくれた。

　もちろん、智希にも口止めをするという条件はあったが、それでも智希に相談出来るだけで明流にとっては有り難がたい。

　智希が自分の話をすぐに信じられないのも無理はないと思う。なにせ、自分自身でさえ、全すべて夢だったとしてもおかしくないと思ってしまうほど突とつ拍ぴよう子しもない話だ。

「で、結局実家には帰らねえのか」

「はじめからそう言ってるだろ。アルファに応おう募ぼした脚本の結果が出るまで、俺は東京に残る！」

「……そうまでして、作家の仕事を続けたいのか？」

　真っ直すぐな目で問いかけられ思わず言葉を詰つまらせると、智希はまたため息を吐つく。

　アルファの座付き作家に応募する。そう話した時も、智希は同じようにため息を吐いた。

　高校の時、智希は演劇部の部長だった。面めん倒どう見みがよく責任感が強い性格で、周りからの信しん頼らいも厚かった。そんな彼だからこそ、自分を心配すると同時に責任も感じているのだろう。

「つか、結果待ち状態のおまえと、柊さんはよく一いつ緒しよに住む気になったな」

　呆あきれ混じりの智希の言葉に、明流の肩かたが強こわ張ばる。

「だって、言ってないから……」

「はぁ？」

「俺さ、仁科明流の名前で応募してねえんだよ。仁科の名前だったら相手にしてもらえないんじゃないかと思って……。だから……」

「だから、じゃねえよ。それじゃあおまえ、脚本家だってことも応募したってことも隠かくしてルームシェアする気か。本物の大馬鹿か」

「う、うるせぇ！」

　もっともな指摘に思わず逆ギレしてしまう。

　明流が柊に話した事は、基本的に全て事実だ。

　現在は智希とルームシェアしている事。下北沢のラーメン屋でアルバイトをしている事。そのアルバイトが明流にとっての主な収入源である事。唯ゆい一いつの噓うそは、業界関係の仕事経験がないと答えてしまった事だ。

　明流は本名そのまま、仁科明流として脚本家の仕事もしている。主な仕事はテレビドラマなどの脚本で、れっきとした業界関係者だ。

　高校で演劇部に入部した明流は、はじめから演じることより脚本を書くことに興味があった。部員の仲間がどんな風に演じたいか、どんな役を演じれば一番舞台上で輝かがやけるか、そんな事を考え、入部してから何本もの脚本を書き続けた。

　そして、高校二年生の時に全国高等学校演劇大会で明流は創作脚本賞を受賞。その後、智希や他ほかの部員たちに勧すすめられ、テレビ局のシナリオ大賞に応募し、まさかの最年少受賞者に選ばれた。

　自分の人生が変わった。まさにそんな気分だった。

　その後、実家のある佐さ賀が県けんを離はなれ東京の大学へ進学。大学一年でドラマの脚本を手がけることとなり、学内ではちょっとした有名人だった。

　田舎いなかの高校出身で、どこにでも居る普ふ通つうの学生だった自分が周囲から注目を集め、大人たちに囲まれて仕事をする。そんな緊きん張ちよう感かんと優ゆう越えつ感かんに浸ひたっていられたのは、ほんの僅わずかな期間だった。

　出演者によってＮＧな役やく柄がらや台詞せりふ、演出。流行はやりの傾けい向こうや同時期放送のドラマと重複しないテーマ。さらには『最年少受賞者』という期待とプレッシャー。思うように書きたい話が書けず、どうにか形にして初脚本のドラマ放送がスタートしたものの、視聴率は低てい迷めい。評判も最悪と言ってよかった。

　大学で自分に直接声をかけてくる人が減っていき、それと反比例するように噂うわさ話ばなしは広がる。視聴率悪いらしいよ、面おも白しろくないからな、調子に乗ってるからだよ、可哀かわい想そう。

　手の平を返したような周囲の反応。さらに、撮さつ影えい現場でのトラブルや人間関係にも疲ひ弊へいし、明流はますます追い詰められた。

　そのドラマ以降もいくつか脚本の仕事はあったが、どれも視聴率は伸のびず失敗続き。そうこうしている内に就職のタイミングも逃のがし、気づけばフリーターになっていた。

　アルバイトと僅かな脚本家の仕事にしがみつき、ずるずると生活を続けていたが、もう諦あきらめ時かもしれない。そう思ったときに観みた舞台が、あの『エンカウント』だ。

「どう考えても、そりゃマズイだろ。なんだって、名前隠して応募したんだよ」

「評判の悪い作家が座付き作家になんか選ばれるわけねえだろ。だから……」

「だからって、おまえなあ……」

　大きく息を吐はく智希に、明流は視線を落とす。

　智希から言われたように、自分には低視聴率作家なんて不本意な呼び名がついている。脚本家としての仕事が減り続ける中、明流だって何もしなかったわけではない。

　テレビ局や劇団への持ち込み。どんな形でもいいから自分の脚本を使って欲しいと必死で動いた。それでも、すでに悪評が立っている作家を好んで使おうとする所なんかなかった。

　それでも、アルファの脚本だけは簡単に諦めたくなかった。

　アルファの舞台を観たその日から、明流は夢中になって脚本を書いた。どんなストーリーならアルファの役者を活いかせるか、殺陣たての見せ場や演出、その全てが頭の中で膨ふくらんで、書かずにはいられなかった。

　そんな夢中になって書き上げた脚本を、どうしても読んで欲しい。妙みような先入観など、何一つ持たず純じゆん粋すいに脚本を見て判断して欲しかった。そのための苦肉の策が、偽ぎ名めいでの応募だ。

　アルファの公式サイトを見ると、役者は年に一回のオーディションで募ぼ集しゆうしており、座付き作家は随ずい時じ募集という形だった。明流は書き上げた脚本と併あわせてアルファの座付き作家にメールで応募。すると、後日『採用の場合は一ヶ月以内に再度ご連れん絡らくします』という旨むねの返信が届いた。それがつい先週のこと。

　まさかその連絡待ちの期間中に柊とのルームシェアの話が出てくるなんて、誰だれにも予測できるわけがない。

「で、おまえは黙だまったまま柊さんと同居する気か？」

「それは、まあ……」

「いつまでも隠し通せるわけねえだろ。ちょっとは考えろ」

「で、でもさ！　アルファから連絡なければ不採用なわけで、バレることは絶対ないし……」

　できればそうなって欲しくはないが、そうなれば隠し通せる。だが、そんな甘い考えを切り捨てるように智希がじろりと睨にらむ。

「んで？　連絡があって会うなんて話になったらどうすんだ？」

「それは……、そん時考える！」

　そうなったら、そうなった時だ。

　どうなっても知らねえぞ、と言う智希の言葉を、明流はビールを飲んで聞き流した。
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　智希が引ひつ越こしを終えた僅か二日後。ついにその日は来た。

　家の中に柊が居る。それだけで、馴なれ親しんだ家が全く別の空間になってしまったようで、妙な緊張感に明流は思わず背筋を伸ばす。

　数日前まではこうしてテーブルを挟はさんで向かい合うのは智希だった。それが、今は目の前に柊が座っている。まるで現実感がないまま、明流は柊に促うながされワイングラスを掲かかげた。

「それじゃあ、同居の記念に」

「か、乾かん杯ぱい」

　柊が挨あい拶さつ代わりにと持ってきてくれたワインはきっと高い物なのだろう。だが、ワインを飲んだ経験がほとんどなく、さらに緊きん張ちようも加わって味なんかほとんど分からない。

「思ったより広いね。それに、綺き麗れいに片づいてる」

「は、はい」

　ワインを飲みながら改めてリビングを見み渡わたし、柊は満足げに頷うなずく。

　普ふ段だんから綺麗にしているものの、今日柊が来ると決まってから、いつも以上に掃そう除じを頑がん張ばった。智希が使っていた部屋は、床も壁かべ紙がみも完かん璧ぺきに磨みがいてある。

　智希が不要だと言ったベッドや一部の家具は、柊が使いたいと言ったので残してある。

　──短期間のルームシェアだからね。使えるものは使わせてもらえると助かるな

　確かに柊の言う通りだと思ったが、智希が使っていたベッドに柊がこれから寝ねるのだと思うとちょっとした嫉しつ妬と心があり、シーツは新しい物を購こう入にゆうし、マットレスも干した。

　柊の手荷物は少し大きめのスーツケースのみ。着き替がえと最低限の日用品だけ持ってきているようで、私物の整理はあっという間に終わってしまった。

　そして、今こうやって柊と同居開始の記念として一緒にワインを飲んでいる状じよう況きようなのだが、何一つ現実感がない。

「君が友人と住んでた時、料理とか掃除はどうしてたの？」

「智希……あ、友達の方が家賃を多く負担してくれてたので、その代わり家事はほとんど俺がやってました」

「なるほどね。こういう手料理、ほとんど食べたことなかったけど、美味おいしいよ」

　明流が作った料理を美味しそうに食べてくれる柊に、明流はほっと胸を撫なでおろす。オイルサーディンとパプリカのドレッシング和あえと長ネギとツナのパスタは、今家にある食材でワインに合うものは、と必死で考えて作った物だ。

　柊が荷物を片づけている間に大急ぎで作った物だが、気に入ってもらえたようで良かった。

「あの、柊さんが迷めい惑わくじゃなければ、今後も家事は俺がメインにやりますけど」

　柊との話し合いの結果、明流の家賃負担は今まで通り四万でいいという事になった。明流にとっては、本当に今までと何も変わらない最高の条件だ。

　だからこそ、智希と住んでいた頃ころと同様、家事も全すべて自分が行っていいと思っている。

「いや、私物を触さわられるのは好きじゃないから、俺のことは気にしなくていいよ」

「あ、はい。分かりました」

　そこは無理に押しつけず、すぐに引き下がる。

　今までは友人とのルームシェアだったから多少は相手のプライベートに踏ふみ込んだ生活を送っていたが、これからは他人同士で一いつ緒しよに住むことになるのだ。必要以上に相手に踏み込まないよう、線引きは必要だろう。

　はじめから、柊の意向を尊重するつもりだった。そう話すと、柊は「理解あるルームシェア相手で助かるよ」と笑ってくれた。

「でも、とりあえず敬語は止やめようか？」

「……え？」

「え、じゃないよ。これからしばらく一緒に住むのに、いつまでも敬語だと気を遣つかうでしょ？　そうだ。明流って呼んでもいいかな」

　俺のことも好きに呼んでくれていいよ、と言われ明流は慌あわてて首を振ふる。

「いや、それはちょっと無理です」

「どうして？　俺ってそんなに話しづらい？」

「そんなことないですけど……。俺は前々から柊さんのファンだったので、敬語を止めるとか、その方が緊張します」

　呼び方だって、そうそう変えられるものではない。そう話すと、柊はなるほどね、と頷く。

「俺さ、ルームシェアはもちろんだけど、基本的に自分以外の人と一緒に住んだことってほとんどないから、いまいち距きよ離りの取り方がわからないんだよね」

「自分以外って、ご家族とかは？」

「うーん、それはまあ、別として」

　思わず聞いてしまった言葉に、柊は曖あい昧まいに笑う。

（あ、多分これ、聞いちゃいけないやつだ）

　聞かれたくない内容なのだろうと感じて明流は話題を変える。

「とりあえず、俺の話し方とかは気にしないでください。俺としては、このままの方が話しやすいです」

「……明流は察しがいいね」

　当たり前のように呼び捨てにされ、胸が跳はねた。

「そ、そうですか？」

「うん。今もだけど、俺がルームシェアを持ちかけた時も、俺がこれ以上踏み込んだことを聞かれたくないなって思った時、明流はそれ以上聞いてこないんだ。ちゃんと空気を読めるというか、気を遣ってくれてる感じがする」

「別に、深く考えてるわけじゃないです。誰にだって話したくないことぐらいあると思うので」

　特に柊は芸能人だ。一いつ般ぱんの人に比べて、プライベートな情報への警けい戒かい心しんは強いだろう。

　必要以上に踏み込んだ事を聞いてはいけない、というのは明流が脚きやく本ほん家になってから身につけたマナーだ。

　それに、明流自身もあまり自分の事を話したくないという予防線でもある。

「いいね、そういうの。勘かんのいい子は好きだよ」

　さらりと言われ、驚おどろいて息が詰つまった。

　前に話した時も思ったが、柊は基本的に笑っている事が多いので、却かえって何を考えているのか分かりづらい。好き、という言葉一つにも含ふくみがあるような気がして、必要以上に意識してしまう。

（好きとか、そんなストレートに言うことなんて、普ふ通つうあんまり無いよな……）

　異性にも同性にも、好きなどの好意を示す言葉は、どうしても照れくささがあり、特に本人に直接は言いづらい。それをストレートに相手に向かって言えるのは、やはり一般人と感覚が違ちがうように思える。

「ああ、でも料理はたまに作ってくれると嬉うれしいな。普段、外食とケータリングがほとんどだったから、手料理が食べられるのは嬉しい」

「それなら、任せてください」

　自分の料理を気に入ってくれた様子が嬉しくて、明流は笑う。

　柊は仕事が不定期なので、夕食が不要な時は事前に連絡する。食材費は明流と智希がそうしていたように、基本的に明流負担。酒が飲みたい場合は各自で用意。

　トラブルがないようにしようと、柊は些さ細さいな事でもしっかりと確かく認にんし、明流に聞いてくれる。

（本当に、一緒に住むんだ……）

　会話が弾はずむことで徐じよ々じよに緊張が解け、じわじわと一緒に暮らすことへの実感が湧わいてくる。

「ところで明流はいつから俺のファンなの？」

「そ、そんなこと聞きます？」

「うん。興味あるからね」

　まさかの質問に思わず噎むせてしまったが、柊は引く気がないようだ。どうしようかと迷ったが、笑え顔がおのまま待つ柊に耐たえ切れず、おずおずと口を開く。

「えっと、はじめて観みたのは『藍あいの誓ちかい』っていう舞台で……。その舞台を観た時からずっとファンで……」

「藍の誓いって、十年ぐらい前だよね。確か俺は役名付きだけど脇わき役やくだったよね？」

「は、はい。俺がはじめて観た舞台がそれだったんですけど、ものすごく感動しました」

　当時、明流は中学三年生。その頃に柊が所属していた劇団が地方公演を行い、チケットが余ったという姉に連れられ、明流は特に興味もなく観に行った。だが、それが明流にとっては大きな転機だったと今は思う。

　はじめて観る舞台の迫はく力りよくと臨場感。全神経を観ることに集中させ、終わった後の心ここ地ち良よい脱だつ力りよく感。終演後の役者達の笑顔と、同じ物を観て感動した観客との一体感。舞台の魅み力りよくに一いつ瞬しゆんで嵌はまり、明流は夢中になった。

「その中でも、柊さんの演技が一番好きだったんです」

「俺の？」

「はい。なんていうか、柊さんは舞台上で存在感が変わるんです。自分が前に出るべき時とそうじゃない時、別の役者の見せ場の時で。ただ舞台で自分の役を演じてるだけじゃなくて、その世界の一部というか、本当にその世界に居る人みたいな感じで……」

　柊の演技に嵌った瞬しゆん間かんを、明流は今でも鮮せん明めいに覚えている。

　藍の誓いという舞台で、柊はごく普通の一般市民のような役やく柄がらでありながら、最後の最後で主人公を暗殺するという、難しい立ち位置の役だった。

　役名もなかなか記き憶おくに残らないような、ちょっとした役に思えていた彼が、徐々に観客に「何かある」と思わせる存在感の変化。そして、最後の暗殺のシーンで明流は衝しよう撃げきを受けた。

　あの舞台という限られた空間の中、暗殺するその瞬間まで、明流はいつ柊が舞台上に現れていたのか、いつの間に主役の後ろに立っていたのか、まったく気づかなかったのだ。

　あの人物には何かある、そう思っていたからこそ明流は舞台を観ながら、どこか柊が演じる役に注目していた。それなのにあの瞬間、柊の存在感は消えていた。

　その舞台に夢中になり、明流はＤＶＤも買って何度も繰くり返し観た。映像になれば、柊がいつから舞台上に立っていたのかはっきり分かる。それでも、実際に生で観たときは本当に分からなかったのだ。それをきっかけに、明流は柊の演技に夢中になった。

「柊さんがそれまで所属していた劇団を辞やめて自分で劇団を立ち上げるって知ったときは本当にびっくりしました。でも、なんかその方が柊さんに合ってるなって思ったんです」

「合ってる？」

「はい。自分の存在感をコントロール出来るぐらいすごい演技が出来る人だから、きっと柊さんが周りを活いかして、すごい劇団が出来るんじゃないかなって。だからかな俺、三味庵の旗はた揚あげ公演観たとき、すごく感動したんです」

　公演の内容ももちろんだが、何より終演後の柊が見せた表情が活いき活きとしていた。眩まぶしくて羨うらやましくて、思わず見み蕩とれてしまう程ほどに。エンカウントの千秋楽を観たときも、あの時のことを思い出した。

「なんか、柊さんが目指していた舞台って、これなんだなってすごく思ったんです。本当に、柊さんは自分の劇団を持ちたかったんだろうなって。あの柊さんを観たから、俺は……」

「俺は？」

　柊に聞き返され、明流ははっと目を瞠みはる。

「うわっ、何語ってんだろ。生意気言ってすいません……」

「いや、そんな風に言ってもらえるのは嬉しいよ」

　ありがとう、と言う柊に慌てて首を振る。

（やっばい。口が滑すべるところだった……）

　俺は劇作家に応おう募ぼしたんです、なんて言おうものなら初日から台無しだ。酒のせいなのか、ついつい熱く語ってしまった自分が恥はずかしくて俯うつむくと、くすりと笑われる。

「恥ずかしがることないよ。どんな内容でも、感想をもらえるのは嬉しいからね」

「そ、そうですか？」

「うん。それに、自分の劇団での芝しば居いを観てそう感じてくれた事が、一番嬉しいかな。もちろん、客演や他ほかの芝居でも手を抜ぬくようなことはないけど。やっぱり自分の劇団は特別だからね」

　おずおずと顔を上げると、目線を合わせた柊が笑みを深くする。すると、柊が立ち上がった。

「……ちょっとごめんね？」

「え？」

　すっと柊の手が伸のびてきて至近距離で視線が絡からむ。

（な、なに!?）

　咄とつ嗟さに固く目を閉じて硬こう直ちよくすると、頰ほおの横で髪かみが揺ゆれる。

「……ソース、ついてたよ」

「あ、……すいま、せん」

　ゆっくりと髪から指を離はなした柊の笑みを至近距離で見てしまい、ばくばくと心臓が騒さわぐ。

　一瞬にして顔が熱くなるのが自分でも分かり、慌あわてて視線をさ迷わせる。すると、柊がくっと笑った。

「カフェで話した時も思ったけど、明流はいちいち反応が可愛かわいくて面おも白しろいね」

「それは、だって、柊さんですし……」

　同性相手にここまでドキドキするのは自分でもおかしいと思う。それでも、長年ファンだった相手にこんな風に接されると、意識せずにはいられない。

「へえ、俺相手だとドキドキするんだ。反応も初心うぶだし、もしかして、あんまり経験ない方？」

「そ、そんなこと聞かないでください」

　経験、なんて言えるようなことはまるでない。情けないことに、恋こい人びとが居たこともなければキスすら未経験だ。でも、そんな恥ずかしいことをわざわざ言えるわけなく視線を逸そらす。

「ごめんごめん。馬ば鹿かにするつもりはないよ。俺の周りにあまり居ないタイプだから面白くて」

　そんな風に言われても嬉しくない。柊から視線を外したまま俯くと、くすくすと笑われる。

「じゃあさ、こういうのは？」

「え……!?」

　顎あごを持ちあげられ顔を上げると、息がかかるほどの距きよ離りで柊と目が合う。

（キスされる!?）

　反射でぎゅっと目を閉じると、むにゅっと頰をつつかれた。

「この状じよう況きようで目を瞑つぶると、キスしていいんだって思われちゃうよ？」

　驚いて目を開けると、柊が楽しそうに笑う。

「それとも、キスされたかった？」

「ちっ、違ちがいます！」

　柊の手を避さけるように頭かぶりを振ふると、柊はさらに笑う。

「そう？　残念だな」

「残念って……」

「ま、安心してよ。同居人に手を出すほど相手に不自由はしてないからさ」

「だ、だったら揶揄からかわないでください」

「ごめんね。明流が可愛かったから、つい」

　完全に遊ばれている。軽く柊を睨にらみあげると、柊にふわりと髪を撫なでられた。

「いいね。明流との同居は楽しくなりそうだ」

「……揶揄うのと遊ぶのと、子供扱あつかいは控ひかえて欲しいです」

「善処する、とだけ言っておこうかな」

　あまり改善は期待できそうにない。そう思いながらも、長年のファンで新たなルームメイトに逆らえる気は微み塵じんもせず、明流は小さく息を吐はいた。
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　ミステリアスなイメージの人物は、直接会ってみればミステリアスを超こえた宇宙人でした。

　柊と自分、二人分の夕食の準備をしながら浮うかんだ一文に、明流は思わず肩かたを落とす。

（芸能人って、やっぱ普ふ通つうと違う……）

　恋れん愛あい超ちよう初心者の自分の反応は柊にとっては面白いものらしい。それだけでなく、家に他人が居る事が新しん鮮せんだと言って、昨夜ゆうべ食器洗いをする自分を柊はずっと眺ながめていた。

　──俺が片づけますから、柊さんは気にしなくて大だい丈じよう夫ぶですよ？

　──うん。ただ見てるだけだから、気にしなくていいよ

　そう言って、片づけがすべて終わるまで柊はずっと自分を見ていた。柊が児童劇団に所属し芸能活動をはじめたのは確か小学生の頃ころ。そんな頃から芸能活動をしていると、やはり自分のような一いつ般ぱん人とはどこか感覚が違うのだろうか。

（でも、心臓に悪い……）

　ただでさえ長年ファンだった人と同居する異常事態に緊きん張ちようしているのに、自分に興味を持たれたら心臓が壊こわれてしまいそうだ。

　昼頃に柊から届いた『今夜の夕食も楽しみにしてるよ』というたった一文のメールを保護してしまった自分も自分とは思うけど。

「って、俺も柊さんも男だっての！」

　何を悶もん々もんと悩なやんでいるのか。無心になって見つめていた煮に込こみハンバーグが煮立っているのに気づき慌てて火を止めると、明流は大きく息を吐いた。

「何やってんだよ、俺は……」

　ぼそりと呟つぶやくと、玄げん関かんの鍵かぎが開く音が響ひびき、思わず背筋を伸ばす。

「あ、おかえりなさい」

　リビングへと入ってきた柊に向かって声をかけると、彼はなぜか自分を凝ぎよう視ししたまま、立ち止まった。

　目を見開いた柊の反応に驚おどろき、明流は首を傾かしげる。

「あの、柊さん？　どうかしました……？」

「……ああ、ごめんね。はじめて言われたから、どう反応していいか分からなかった」

　はじめて、とはなんのことなのか。不思議に思っていると「もう一回言って」と言われる。

「えっと、何をですか？」

「俺が帰ってきた時に言ってくれたこと」

「……おかえりなさい？」

「うん。ただいま」

　改めて言われると、なぜか妙みように照れくさい。どう反応すればいいか分からず視線をさ迷わせると、柊は笑う。

「いいね。料理するとき、ちゃんとエプロン着けるんだ」

「あ、子供っぽいですよね……」

「いや。むしろ、エプロン姿にそそられるっていう心理がはじめて分かったよ」

　エプロン姿でお出で迎むかえって新しん婚こんみたいだね、と笑え顔がおのまま言われ一いつ瞬しゆんで顔が熱くなる。

「新婚でお出迎え、となるとやっぱりおかえりのキスがお約束かな」

「揶揄わないでくださいっ」

　逃にげるように顔を背けると、柊が軽く肩をすくめる。

「冗じよう談だんだよ。あ、今日はハンバーグ？」

「……すぐできますから、あとちょっと待っててください」

「はーい。じゃあちょっと、一本仕事のメールを送ってからでいいかな」

「どうぞ！」

　敢あえて柊の方を見ないようにしながら言うと、彼はくすくすと笑いながら部屋へと入っていった。ドアが閉まる音を聞いて、明流は大きく息を吐く。

（し、心臓に悪い……）

　やっぱりあの人は人誑たらしだ。あんな笑顔を見せられては、心臓がおかしくなってしまう。

　男同士なのに、なんて当たり前の思考が吹ふっ飛んでしまうほどドキドキするのは、約十年のファン歴がそうさせるのか。もうどうすればいいか分からない。

　その時、キッチンに置いていた携けい帯たいがメールの受信を告げ振しん動どうした。珍めずらしく仕事用のメールアドレス宛あてにメールが届いている。

　画面に表示された差出人と件名。それを見て、明流は反射的に柊の部屋のドアを振り返った。

【差出人】　演劇集団アルファ代表　柊亮司

【件名】　ご応おう募ぼいただいた脚きやく本ほんに関して







　　　　＊　＊　＊




『自じ業ごう自得だ馬鹿。さっさと腹括くくって行ってこい』

　返す言葉もないとは正にこのこと。智希からのメールを眺め、明流はがっくりと肩を落とす。

（まさか、まさか本当に連れん絡らくが来るなんて……）

　柊から届いたメールは『脚本の件で一度話をさせていただきたい』という趣しゆ旨しの物だった。まだ劇作家になれると決まったわけではなく、送った脚本が採用になったわけでもない。

　それでも、会ってもらえるということは第一関門を突とつ破ぱしたと思っていいのかもしれない。

（喜んでいいはずのことなのに、胃が痛い……）

　何度かメールのやり取りをして、日時と場所を決めた。水曜日の十八時。この日はアルファが殺陣たて稽げい古こを行っているらしく、明流が稽古場に行くことになった。

　メールの送り主はアルファの代表である柊本人。柊はまさか自分とメールをやり取りしているだなんて、想像もしていないだろう。そう思うと、柊の顔がまともに見られなくなった。

（ほんと、俺は馬鹿だ……）

　何度も自分が脚本家であると話そうとしたが、タイミングを探さぐるうちにずるずると逃げてしまい、ついに待ち合わせ当日を迎むかえてしまった。

　柊から教えられたアルファの稽古場は、驚いたことに柊とはじめて会った不動産屋の上の階だった。だからこそ、偶ぐう然ぜんあそこで柊に会えたのかと納なつ得とくできたし、こんなにも近くに稽古場があったことも知らなかったので、すごく驚いた。

（レンタルスタジオ『ＲＯＰＩＯ』、ここで間ま違ちがいない……）

　ここまで来たら、本当に腹を括るしかない。せっかく摑つかんだチャンスなのだから、誠心誠意謝る。それしかない。

　意を決し、明流はレンタルスタジオへの階段を上がった。

　しっかりとした防音ドアの前に立ち、何度か深呼吸を繰くり返す。インターフォンらしき物は見当たらない。これはもう、入るしかない。

「し、失礼します」

　ドアを開けるなり、明流は声を上げた。

　中にいた人達の視線が自分に集まるのを感じ、慌あわてて頭を下げる。

「あの、本日お伺うかがいさせていただく約束をしていた、佐さ倉くらミハルと申します」

　佐倉ミハル、それが明流が応募時に使用した偽ぎ名めいだ。罪悪感と緊きん張ちよう感かんを押し殺して名乗ると、明るい声が聞こえた。

「ああ、柊さんから話は聞いてるよ。どうぞ入ってください」

　顔を上げそこに居た人物を見て、明流は目を見開く。

（高たか岡おか信しん也やだ……！）

　アルファ所属で、ドラマや映画にも多く出演している俳優だ。おそらくアルファ所属役者の中では、一番知名度が高いのではないだろうか。

　まさかいきなり高岡に声をかけられるなんて思わなかった。緊張のあまり動けずにいると、近づいてきた彼に、おいでよと手招きされる。

「わざわざ来てもらってすいませんが、柊さんがちょっと仕事で遅おくれてるんです。もしよければ、稽古観みながら待っててもらえませんか？」

「は、はい。失礼します！」

　促うながされ、慌てて中へと入る。

　目の前に広がるのは大きな鏡の壁かべと、フローリングの床ゆか。床には立ち位置を示すのであろう無数のビニールテープが貼はられている。

（うわぁ、稽古場って感じだ）

　久しぶりに見る光景にわくわくする。すると、フロアの隅すみに高岡がパイプ椅い子すを出してくれ、どうぞと指し示された。

「わざわざすいません」

「いえいえ、こっちこそ来てもらったのに待たせてすいません」

　ぺこぺこと頭を下げながら椅子に座ると、高岡は稽古場に居るメンバーに「練習続けていいぞ」と声をかけ、もう一度明流に向き直る。

「あ、俺は高岡信也です。アルファの所属役者で」

「もちろん知ってます。エンカウントも観させていただきました。今はドラマの『トラックスター』にも出演されてますよね。毎週楽しみに観てます」

「よく知ってますね。ありがとうございます」

　明流の言葉に、高岡はぱっと表情を輝かがやかせた。

「俺も応募していただいた脚本読みました。すっげえ面おも白しろくて、演じたら楽しいだろうなって」

「あ、ありがとうございます」

　まさかの賛辞に思わず顔が熱くなる。すると、慌てたように高岡が苦く笑しようした。

「すいません、まだ正式に決まった訳じゃないのに先走って。柊さんが来たら詳くわしい話があると思うんですけど」

「いえ、使ってもらえなかったとしても、面白いって言ってもらえるのは、嬉うれしいです」

　ありがとうございます、と頭を下げると高岡は本心ですからとまた笑う。

（すごい。イメージそのままだ）

　明るくよく通る声と、よく動く楽しげな表情。芝しば居いでも、真っ直すぐで正義感の強い役やく柄がらを演じていることが多く、そんな役がすごく似合う人だと思っていた。身長も高く大おお柄がらだが、まるで人ひと懐なつっこい大型犬のような親しみやすさがある。

　舞ぶ台たいやテレビを通して持っていたイメージと変わらない明るさに、明流も親近感がわく。

「今は新人中心に殺陣の稽古中なんですけど。柊さんが来るまで良ければ観ていってください」

「はい。ありがとうございます」

　笑顔で返すと、高岡も稽古へと戻もどっていった。

　この場では高岡は指導者的な役割のようで、別の役者に殺陣を教えている。エンカウントの舞台で、端は役やくとして出演していた役者達だ。おそらく、彼らがアルファの新人役者なのだろう。

（でも、すごい……）

　殺陣の動きを見はじめて数分。彼らが新人だという印象はすぐに消えた。

　汗あせを流しながら、真しん剣けんな目つきで剣けんを振ふるう動き。相手の剣を受けたと思うと、その剣を弾はじき飛ばし、間合いに飛び込んで蹴けりを放つ。

　元々殺陣がウリの劇団だが、その殺陣の魅み力りよくはこの振り付けの激しさと荒あらさだと思う。

　武器を使うだけが戦いじゃない。相手を倒たおす為ためなら、殴なぐるし蹴る。全身すべてが武器だ。本当の戦いはこれだけ激しく醜みにくい。そう思わせるだけの生々しさが、アルファの殺陣にはある。

（すっごい。かっこいい）

　ただの稽古だと分かっているのに、目を奪うばわれる。

（それに、楽しそうだ……）

　別に笑っているわけでもふざけているわけでもない。皆みなが真剣に稽古に打ち込み、殺陣を学んでいることが分かる。だからこそ、前向きなその姿勢が活いき活きと楽しげに見える。

　こんな役者達と一いつ緒しよに舞台を創つくることができたら、どれだけ楽しいだろうか。そんな想おもいを巡めぐらせていると、ふとドアが開く気配がした。

「おつかれ」

「おつかれさまです」

　静かで、それでいて凜りんとよく通る声。

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、明流はほぼ反射で立ち上がった。

　稽古場へと入ってきた柊を見ると、明流に気づいた彼が目を見開く。

「明流？　なんでここに……」

　驚おどろきを隠かくさないその声に、竦すくみそうになる足を叱しつ咤たして頭を下げる。

「あ、柊さん。彼が劇作家に応おう募ぼしてくれた、佐倉さんですよ」

「……佐倉、さん？」

　怪け訝げんさを増す柊の声に、明流はただ頭を下げることしかできなかった。







（あああ、どうしよう。怖こわい、マジで怖い）

　柊に指定されたカフェで待ちながら、明流は今すぐ逃にげ出したい想いを必死に堪こらえていた。

　以前、柊からルームシェアを持ちかけられたカフェと同じ店。今度は一人で入り、アイスコーヒーを頼たのんだが、未いまだに一口も口を付けていない。

　──へえ、君が佐倉ミハルさん、ね

　あの時の柊の声を思い出しただけで、背筋が凍こおる。

　頭を上げて柊を見る勇気のない自分と高岡の言葉で、柊は状じよう況きようを察したようだった。低い声で呟つぶやいたかと思うと、柊はすぐにいつもの声こわ音ねに戻った。

　──お待たせして申し訳ありませんでした。演劇集団アルファの代表の柊亮司と申します

　いつもと変わらない優やさしげな声。恐おそる恐る顔を上げると、柊は笑った。

　──はじめまして、佐倉さん

　顔を上げて後こう悔かいした。目が笑っていないとはこういう表情を言うのかと、明流は思い知った。

（謝れば許してもらえると思っていた俺が甘かった……）

　あれは、誰だれがどう見ても本気で怒おこっている。勘かんのいい彼は、自分が意図して劇作家の応募を隠していたことに、きっと気づいただろう。

　──ゆっくりと二人で話したいので、外で待っていてもらえませんか

　そう言った後、柊は周りに聞こえないように声を潜ひそめ「あのカフェで待ってなよ」と囁ささやいた。

　その声音に静かな怒いかりを感じ取り、明流は挨あい拶さつもそこそこに稽けい古こ場ばを逃げるように出た。高岡は驚いていたようだが、声をかける余よ裕ゆうなんかない。

　今もこうして柊を待ちながら、震ふるえそうになる肩かたを必死に堪えていた。

（これでチャンスを逃がすとかになったら、俺はどうしようもない馬ば鹿かだろ）

　自じ業ごう自得と言った智希の言葉を思い出し、キリキリと胃が痛くなる。

　少しでも自分を落ち着けようと、明流はカバンの中から手帳を取り出し、そこに挟はさんである一枚の紙を取り出した。

　小さく折り畳たたんでいたその紙を広げ、明流は大きく息を吐はく。

『脚きやく本ほんは非常に良かった。この脚本家が他ほかの劇団と創る舞台を観てみたい』

（せっかくのチャンス、こんな事で逃のがしたくない）

　この劇団に脚本を書きたいと心から思って劇作家に応募したのだ。こんな事でくじけるわけにはいかない。

「何を見てるんだい？」

「ひっ！」

　突とつ然ぜん声をかけられ、肩が跳はね上がった。

　恐る恐る顔を上げると、見下ろす柊と視線が合い、ドクドクと胸が騒さわぐ。

「驚きすぎだよ。何をそんなに真剣に見てたのかな？」

「あ、えっと」

　アイスコーヒーを片手に持った柊が向かいの席に座り、明流が持っていた紙に視線を向ける。

「……アンケート用紙？」

「これは、あの、お守りみたいなものなので……」

「見てもいい？」

　すぐに答えられず狼狽うろたえると、力の抜ぬけた手から紙が抜き取られた。

　それを一いち瞥べつした柊は、「なるほどね」と笑い、すぐにそれを明流へと返す。

「さて、それじゃあ言い訳を聞かせてもらおうか。佐倉ミハルさん？　いや、仁科明流が本名で間ま違ちがいないよね」

　真っ直ぐ視線を合わせたまま微笑ほほえまれ、萎い縮しゆくする。

「は、はい。あの、本当に申し訳ありませんでした」

「うん」

「隠すとか騙だますつもりは本当になくて、ただ言うタイミングを逃してしまって……」

「うん」

「まさか、本当に連れん絡らくをもらえるなんて思ってなくて」

「俺から連絡がなければ、そのまま隠し通すつもりだった、と？」

「う、あ……」

　自分が考えていたことをそのまま言い当てられ、ぐっと息を吞のむ。

「こんな噓うそが下手な子に騙されるなんて、俺も甘かったな。あの時は焦あせってた自覚はあるけど」

　柊のため息に、緊きん張ちよう感かんが増す。

　明流からは飄ひよう々ひようとした態度に見えていたが、隠れる先を探していた時の柊は本当に焦っていたのだろう。よほどの事情があるに違いない。そもそもそうでなければ、いきなりルームシェアを持ちかけてきたりしなかっただろう。

　それなのに自分は今まで素す性じようを隠していたことになるのだと思うと、申し訳無さで身が縮む。

「確かく認にんするけど、君は佐倉ミハルと名乗ってアルファの劇作家に応募した。本名は仁科明流、これは間違いないね」

「……はい」

「もう一つ聞くよ、君は脚本家の仁科明流で間違いないよね」

　柊の言葉に、思わず顔を上げる。

「俺のこと、知ってるんですか」

　無名に等しい脚本家の事など、柊が知るはずないと思っていた。それなのに、確信を持った響ひびきに目を見開く。

「一応ね、こんな職業だから人並み以上にドラマや舞ぶ台たいは観みているつもりだよ」

　その中に、自分が脚本を担当した作品もあったのだろうか。数多くある作品の中から、自分が関かかわった物を柊が観たのかもしれない、というのは嬉うれしいが、複雑でもある。

「それなら、俺がどういう評価を受けてるかも、知ってますか……？」

「低てい視し聴ちよう率りつ作家、売れない作家、期待はずれの新人、って事ぐらいしか知らないよ」

「……すいません、そのぐらいで勘かん弁べんしてください」

　グサグサと突つき刺ささった言葉の数々に心が砕くだけそうだ。とりあえず、自分の想像を遥はるかに超こえて柊が仁科明流という作家を知っているということは十分に分かった。

「なるほどね。それが名前を変えて応募した理由で、俺に言うタイミングを逃した原因か」

　本当に、勘がいい人だ。すいませんでした、と深く頭を下げると柊は息を吐く。

「あのね、俺がどうしてルームシェアという選せん択たく肢しを思いついた後も、劇団仲間や知り合いじゃなく、見ず知らずの明流に声をかけたと思う？」

「それは、俺が知らない相手だったから……」

「その通り。何から、とは言えないけど今俺が家を離はなれてる目的は、隠れる事なんだよね。どこから情報が漏もれるか分からないから、知人を頼たよる訳にもいかず、ましてや劇団関係者なんて俺にとっては一番身近で、相手から見つかる可能性が高い」

　本当に、柊はいったい何から隠れているというのだろうか。

　さすがに気になるものの、口を挟むことはできず、ただ頷うなずく。

「同じ理由で業界関係者も避さけたかった。それなのに、君は脚本家で劇作家の応募者だ。俺にとっては、かなり不本意な状況というのは分かってもらえるよね」

「あ、あの。俺の脚本、使えないって事ですか!?」

　さすがに黙だまっていられず、思わず声を上げた。

　このことが理由で脚本を使ってもらえなくなるなんて、明流にとっては一番避けたい事態だ。

「同居がまずいなら、すぐに俺が出て行きます。もちろん、柊さんの居場所は絶対に誰にも言いません。だから」

「出て行ってどうする気？　引ひつ越こすお金もないし頼れる人も居ないから、明流も俺とのルームシェアに同意したんだよね」

　痛いところをつかれた。でも、と明流は首を振ふる。

「自分のことは、どうにかします。それよりも、これが原因で脚本を使ってもらえない方が嫌いやです」

　アルファの舞台を観て、アルファの為ために書いた脚本だ。そして、明流はこれを最後のチャンスと自分自身で決めたのだ。

　絶対に諦あきらめたくない、と強い力を込めて言うと柊がふっと小さく笑う。

「ちょっと予想外だな」

「え……」

「あんな評判が流れてるぐらいだから、もっと書くことに対して冷めてるかと思った」

「……書くのをやめようとしたことは、ありました」

　ここまで知られていては、取り繕つくろうだけ無む駄だだと、明流は柊を見つめる。

「どれだけ書いても自分の書きたい話にならなくて。周りの評価とか視聴率に振り回されて、何度も書き直すのに結果は出なくて、もう俺が書く必要はないと思ってました」

　上にも下にも、有名な作家や作家を志す者は多く存在している。そんな中で、自分は必要ないのだと突きつけられる現実。

「でも、一人でも俺の脚本をいいと言ってくれる人がいるなら、って思うとやめられなくて」

「それで、さっきのアンケートがお守り？」

「情けないですよね。あんな、本心かもわからない一言にすがって……」

　アンケートに書かれた短い感想。書いた本人は、もう忘れてしまっているかもしれない。それでも、明流はこの言葉に何度も支えられ、ここまで続けてきた。

「情けない、なんてことはないよ」

「え……」

「俺たちみたいな表現者にとって、感想は貴重だからね。それがマイナスの言葉でもプラスの言葉でも、糧かてや支えにして当然。感想は表現者の栄養とも言うしね」

　目元を和やわらげた優やさしげな表情に、胸が跳ねた。

「それで、この前のアルファの舞台を観たとき、この劇団に自分の脚本を演じて欲しいって本気で思ったんです。この劇団が活いかせる脚本を書いて、一いつ緒しよに舞台を創つくりたいって」

　だからこそ、諦めたくない。そう伝えると、柊は「わかった」と頷いた。

「正直、送られてきた劇作家志望者の脚本の中で、明流が書いたものが一番良かった。だからこそ、こうして来てもらったわけだけど」

「それじゃあ……」

「でも、応おう募ぼ内容に対してかなりの虚きよ偽ぎがあるよね」

　にっこりと笑え顔がおを返され、ぐっと言葉に詰つまる。

「作家経験の有う無む、執しつ筆ぴつ歴、名前以外にも経歴情報は噓ばっかりだね」

「それ、は……」

「未経験でこれだけ書けるのはすごい。いい新人作家を見つけたと思ったんだけどね」

　さらに追い打ちをかけられ、返す言葉もない。

　言葉を失って顔を伏ふせると、柊が立ち上がった。

「とりあえず、明流の話を含ふくめて、結果はもう一度伝えるから、今日はもう帰りなよ」

「帰るって、どこに……」

「今君が住んでいる家は一カ所だろ。別に追い出したりはしないから、そこは安心していいよ」

　俺もすぐに出ていくつもりはないから、と柊は笑った。

「それにしても、佐倉ミハル、ね……。明流は、想像以上に俺のファンみたいだね」

「え、あ……」

　すっかり忘れていた。柊に指し摘てきされ、顔が赤くなったのが自分でも分かる。

　佐倉ミハル。その名前は、藍あいの誓ちかいで柊が演じた役名だ。

　目の前が真っ赤になるほどの恥はずかしさで顔を上げられずに居ると、その頭を軽く叩たたかれる。

「悪いようにはしない。だから、いい子で待ってな」

　そう言うと、柊はカフェを出て行ってしまい、明流はしばらく立ち上がれなかった。
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　明流が帰宅してからすでに四時間。

　何かをする気にもなれず、ただ呆ぼう然ぜんとソファに座ったまま時間だけが過ぎた。

　自分にとって良い想像と悪い想像が交こう互ごに浮うかぶせいで、何もしていないのに疲ひ労ろう感かんだけが積もっていく。

（これで、脚きやく本ほんが使えないって言われても、諦められる気がしない……）

　これが最後のチャンスだと決めていたけれど、こんな中ちゆう途と半はん端ぱでは引き下がれない。もし柊に使えないと言われたとしても、せめてもう一度脚本を書かせてもらえないか頼たのんでみよう。

「そういえば、柊さん遅おそいな……」

　ぼんやりと壁かべ時計を見上げて呟つぶやく。

　カフェで話した後、おそらく柊は稽けい古こ場ばへ戻もどったのだろう。だが、それにしても遅い気がする。もうすぐ日付が変わろうかという時間だ。

　いつもなら、柊は帰りが遅くなるときはメールを送ってくる。

　──夜中に音を立てると思うけど、ごめんね

　何を考えているか分からない振る舞まいが多い柊だが、同居している相手に対しての気き遣づかいを忘れない。そんな柊との同居生活は、刺し激げきもあったけれど明流にとって心ここ地ち良い時間だった。

（もしかして、やっぱり帰ってこない気なんじゃ……）

　そんな予感が頭をよぎる。

　その時、玄げん関かんの鍵かぎが開く音がして反射で立ち上がった。

「もしかして待ってるかな、と思ってたけど。やっぱり起きてた」

「柊さん……」

　リビングに入ってきた柊になんと言えばいいか分からず戸と惑まどうと、柊はテーブルの側そばに荷物を置いた。

「それは？」

「ああ、これを取りに行ってたから、ちょっと帰りが遅くなってね」

　大きな紙かみ袋ぶくろが二つ。いつも手荷物の少ない柊にしては珍めずらしいと思わず見つめていると、柊が目の前に立ちにっこりと笑いかけてくる。

「帰ってきたけど、言うことは？」

「え、あ……、おかえりなさい」

「うん。ただいま」

　戸惑いながら言うと、ぽんっと頭に手を置かれた。

　本当に、柊はこのやり取りが好きなようだ。何気ない普ふ通つうの会話だと思うのに、柊が嬉うれしそうにするからくすぐったいような照れくささで顔が熱くなる。

「それじゃあ、明流が一番気になってる話をしようか」

　そう言うと、柊はテーブルの方を指さした。その瞬しゆん間かん、どくんと胸が跳はねる。

（……いよいよだ）

　おそらく、結論が出たのだろう。

　覚かく悟ごを決めて椅い子すに座ると、柊も向かい側に腰こし掛かけた。

「とりあえず、脚本の話からね」

「は、はい」

　柊の言葉にごくりと唾つばを吞のむ。

　すると、真しん剣けんな目をした柊がゆっくりと口を開いた。

「アルファの次回公演、是ぜ非ひ明流が書いた脚本を使わせて欲しい」

「本当ですか!?」

　目を見開いて立ち上がると、「話は最後まで聞こうね」と窘たしなめられた。

　おずおずともう一度座り直すと、柊はにっこりと笑う。

「俺を含め、アルファの主要メンバーはすでに明流が送ってくれた脚本を読んでいてね。この脚本で次回公演を行いたいというのは、俺を含めたメンバーの総意だよ」

「あ、ありがとうございます」

　自分が書いた脚本を演じたいと思ってくれた。嬉しさで目め頭がしらが熱くなる。

「でも、そのまま使えるわけじゃない。手直しは行ってもらうつもりだよ」

「はい。やります。やらせてください」

「それと、一つ確かく認にん。明流はアルファの座付き作家を志望していると思っていいよね」

「もちろんです」

　たった一公演だけの脚本で満足するつもりはない。書かせてもらえるなら、これから先も何本でもアルファのために脚本を書きたい。

「うん。明流の気持ちは分かった。でも、今決まっているのは次回公演の脚本をお願いすることだけで、正式に座付き作家をお願いするかどうかは次回公演の結果次し第だい」

「結果……」

　柊の言葉に、ぐっと拳こぶしを握にぎる。

「言っておくけど、好評イコール結果と言うつもりはないよ。これから次回公演に向けて脚本の修正を行ってもらうし、もちろんアルファの稽けい古こにも立ち会ってもらう。劇団員との関係やアルファにとっていい成長が望める脚本に仕上がるかどうか。それらも含めて結果だから」

　アルファがなぜ座付き作家を募ぼ集しゆうしてると思う、と問われ明流は顔を上げる。

「ただいい脚本で舞ぶ台たいを創りたいだけなら、その都度作家を探して依い頼らいする。そういうやり方もできるし、ある程度有名な作家に依頼できるぐらい、アルファは知名度のある劇団だ。そこは分かるよね」

「はい」

　旗はた揚あげしたばかりとはいえ、アルファは知名度のある役者が揃そろった、力のある劇団だ。旗揚げ公演を下北沢で一番大きな劇場で行えるほどの集客力があり、その公演の評価も上々。わざわざ作家募集など行わなくても、アルファの脚本を書いてくれる作家はすぐに見つかるだろう。

　専属の座付き作家が居る劇団は、それほど多いわけではない。公演の度たびに演出家や脚本家を替かえる劇団も多く、実際柊が以前に代表を務めていた三味庵はその方式で公演を行っていた。

「俺がわざわざ座付き作家を募集しているのはね、書くだけの作家を求めてないからなんだよ。役者を成長させ、アルファの個性を確立する舞台を創る。そのために、アルファの事をしっかり理解してくれる作家に脚本をお願いしたい。そのための、座付き作家の募集なんだ」

「アルファの個性……」

　有名と言われる劇団には、大体強い特とく徴ちようがある。笑える芝しば居いが有名な劇団、歌やダンスに力を入れたエンターテイメント性の強い劇団、アルファのように殺陣たてに力を入れた迫はく力りよくのある劇団。逆に言うと、個性も知名度もない劇団は、生き残っていけない厳しい世界だ。

「ただ殺陣をウリにしていくだけだと、そこから先に成長はできない。現状に満足することなく、役者も劇団そのものも成長させたい。そして、それが出来る作家を求めている。分かってもらえた？」

「はい」

「だからこそ、次回公演で明流がどれだけアルファの事を考えて脚本を完成させるか、それを見させてもらいたい。次回公演後に、明流を正式に座付き作家として迎むかえるかどうかを決める。そういうことだよ」

　明流自身、一本の脚本を使ってもらえることになったからと言って、それで座付き作家になれるなんて思っていない。専属作家をつけることに劇団が慎しん重ちようになるのは当然だ。

（柊さん、すごく劇団の事を考えてるんだ……）

　旗揚げ公演を成功させ、殺陣がウリの劇団として好スタートを切っているアルファ。そんなアルファが成長していくにはどうすればいいか、それを真剣に考えた上での座付き作家募集。

　そんな大事な作家候補に自分が入れてもらえた。嬉しさと緊きん張ちよう感かんで身が引き締しまる。

「分かりました。アルファが求める脚本になるよう、頑がん張ばります。それで、どういった所を修正すればいいんですか」

　先のことを見るより、今は次回公演の脚本を仕上げる事が重要だ。そう思って柊を見つめると、彼は笑えみを深くする。

「そんなの、自分で考えなよ」

「……はい？」

　思いがけない言葉に目を見開くと、笑みを消した柊がテーブルの上に紙袋を置いた。

「俺の言った事、理解した？　アルファの事、役者の事、その両方を知って自分で考える事ができる作家が俺は欲しいんだよね」

「それは、分かってます。でも、急にそんな……」

「できないならそれでいいよ。別の作家を探すだけだから」

　突つき放すような言い方に、本当に目の前に居るのは柊なのか信じられなくなる。

　自分を揶揄からかい笑っていた親しみやすい雰ふん囲い気きは微み塵じんもなく、鋭するどい目を向けられ身体からだが強こわ張ばる。

「信じられない、って顔してるね」

「そ、そんなことは……」

「悪いけど、俺に容よう赦しやを無くさせたのは明流だよ。それに、俺は自分の劇団に関して一いつ切さい妥だ協きようはしないから」

　そう言って彼は紙袋の中身を取り出し、明流の前に置く。

「三味庵時代から今までの公演映像と稽古風景のＤＶＤ。それから、他劇団に客演した時の公演映像。あ、ドラマとか映画もあるから」

「え、え？」

「とりあえずこれぐらいは全部観みて。それぞれの役者にどんな役を当てたら個性を活いかして伸のばすことができるか考えて。それができないと、配役も決められない」

「これ、全部ですか!?」

「まだあるよ。一度に全部運べなかったからこれはほんの一部。明日あしたも持ってくるからそのつもりで」

　一部、と言われてもざっと数えただけでＤＶＤが五十本以上ある。一本あたり二時間としても、これすべてを観るとなると百時間を超こえる。

「それから、基本的にアルファの稽古にはすべて参加して。どれだけ過去の映像を観ても、今の役者の状態を知らないと意味がないからね」

「そんな、いきなり……」

「それから、アルファの舞台は殺陣の振ふり付けを決める期間が必要だから、脚きやく本ほんの流れは公演の三ヶ月前までに決めてもらう必要がある。今からだと、来月の中ちゆう旬じゆんにはできてるといいな」

「来月中旬って、もう三週間切ってるじゃないですか！」

　つまりは、約四ヶ月先にすでに次回公演の日程が決まっているということなのか。そのことにも驚おどろくが、切られた期限の短さの方が遥はるかに衝しよう撃げきだ。

「何？　できないなんて言うつもりないよね」

　口元は笑ってるのに、目は少しも笑ってない。そんな表情を間近で見てしまい、ひゅっと身体が竦すくむ。　>>>♥

「まんまと俺を騙だましてくれた明流を許してあげてるんだ。この程度のこと、できないなんて言わないよね」

「それは……」

「ああ、できないならできないって言ってもいいんだよ。座付き作家の応おう募ぼ者は他ほかにも居るし、俺も作家の心当たりがないわけじゃないんだから」

　自分の代わりはいくらでも居る。できないなら切られて、そこで終わりだ。

「……やります」

「声がちいさーい」

「やります！　やりますよ！　やってやろうじゃないですか!!」

　やけくそになって叫さけぶと、柊は「それでいい」と頷うなずく。

「それから、劇団員の前では明流とは初対面として接するからそのつもりで。ルームシェアの事は劇団員にも絶対に話さないこと。代表として特定のメンバーを特別扱あつかいするつもりもないし、ましてや明流は正式にアルファメンバーと決まったわけじゃないからね」

「ルームシェアも継けい続ぞくでいいんですか」

「そこは迷ったところでもあるけど、今いま更さら解消するのも面めん倒どうだしね。それに、明流とルームシェアすることで利点もありそうだからね」

　そう言うと、柊はテーブルの上に並べたＤＶＤを指し示す。

「俺の求める脚本が書けるよう、アルファにとってプラスになる作家になれるよう、鍛きたえがいがありそうだ」

　すっと目を細めた柊に、ぞくりと背中が震ふるえる。

「こんな人とは思わなかった、って顔だね」

「お、思ってないですよ」

「そう？　でも、こっちが素すだから」

　ある意味丁度良かったんだよね、と柊は立ち上がる。突とつ然ぜん伸のびてきた手が頰ほおに触ふれ、咄とつ嗟さに目を閉じる。

「何？　キスでも期待してる？」

「ち、ちがっ」

「安心しなよ。別にもう揶揄って遊ぶつもりもないし。俺、業界関係者に手は出さない主義だから。繫つながりのある相手って、面倒だからね」

　くっと顎あごを上げさせられ、至近距きよ離りで視線が絡からむ。その瞳ひとみの強さに息を詰つめると、柊がくっと口元をつり上げる。

「せいぜい、俺が認める座付き作家になれるように、頑張りなよ」

　挑ちよう発はつされている。それを肌はだで感じ、明流は目に力を入れる。

　ミステリアスだけど、優やさしい人。きっと話せば分かってくれる。そう思っていた今朝までの自分に目を覚ませと教えてやりたい。

　でも、とにかくチャンスは摑つかんだ。それを活かせるかどうかは自分次し第だい。

　明流は柊を睨にらみ返し、「分かりました」と呟つぶやいた。
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　改めて次回公演の脚本を担当する事になったと、アルファメンバーに挨あい拶さつしたのが先週の事。今日で稽けい古こ見学に来るのは三回目だ。

「ふぅ……」

　稽古の様子を観てノートに感じたことをメモしながら、思わずため息が漏もれた。

「明流、最近疲つかれてない？　大だい丈じよう夫ぶか？」

「だ、大丈夫です。俺は皆みなさんと違ちがって動いてませんから」

　心配するように高岡に顔をのぞき込まれ、あわてて首を振る。

「そっか。それならいいけど、無理するなよ」

　汗あせの浮うかんだ顔でにかっと笑い、高岡は明流の肩かたを叩たたいて稽古に戻もどっていった。

　本当に、フランクに話してくれる高岡の存在は、明流にとって有り難がたい。

　柊の指示で、明流は佐倉ミハルではなく仁科明流と本名を名乗ることになった。

　佐倉の名前はペンネームのようなものです、と苦しい言い訳をした自分を高岡が「作家名つけるのは気が早すぎるだろ」と笑ってくれたときは、心底救われた。

　そんな高岡が明るく話しかけてくれるおかげで、他の劇団員とも接しやすくなり、特に歳としが近い新人役者とはかなり親しくなれたと思う。

　まだ公演に向けた本格的な稽古が行われていない今は、アルファは週に二回集まって殺陣たて稽古を行っている。殺陣稽古のみの日は、ワークショップも兼かねているようで、他劇団からの参加者もいた。それだけアルファの殺陣は素す晴ばらしいのだと、改めて感心する。

　このワークショップはアルファの役者、特に新人や舞ぶ台たい経験の少ない役者を育てるのに有効な上、アルファにとっての大事な収入源でもあるらしい。公演以外でも収入を得る機会を作ることで、新人の役者達が稽古に参加できる時間を増やそうという柊の発案だと、殺陣師の蘇そ我が幹みき也やが教えてくれた。

　蘇我はアルファの殺陣だけでなく、映画やドラマ、アクションショーなどの殺陣の振り付けや指導も行っているらしく、アルファの所属メンバーの中でも一番忙いそがしいようで、最初の挨拶以来ずっと会っていない。蘇我が居ない間、殺陣指導を行っているのは柊や高岡だ。

（単純に、知名度が一番高い役者は高岡さん。役者歴が長いのは柊さん……）

　今一番明流が悩なやんでいるのは、誰だれを主演にするべきか、という事だ。

　脚本の手直しをするにあたり、柊からまず誰を主演に置きたいかを考えて欲しいと言われた。

　──送ってくれた脚本さ、誰に主役を演じて欲しいと思いながら書いた？

　──それは、柊さんです

　明流の言葉に柊は、そうだろうねと頷いた。

　元々柊のファンだった上に、明流には主役を演じる柊を観てみたいという想おもいがあった。劇団の代表になる前も、その後も、明流の知る限り、柊が主演に立った作品はない。

（絶対、すごい舞台になると思うんだけどな……）

　舞台で、主演として立つ柊を観てみたい。だからこそ、アルファへ応募した脚本を書いたとき、明流の頭の中で主演は柊だった。

　──別にそれが悪いと言うつもりはないよ。でも、座付き作家を目指すなら、内側の視点と第三者の視点で考えな

　柊に言われた言葉を反はん芻すうし、もう一度稽古をしている役者一人一人に目を向ける。

（柊さんは、誰を主演にしたいって思ってるんだろう）

　ぼんやりと稽古風景を眺ながめていると、ふと手元のノートに影かげが落ちる。

「悩んでるみたいだね」

　声につられて顔を上げると、側そばに立っていた柊がにっこりと微笑ほほえんだ。

「期間短くて申し訳ないけど、明流くんの脚本、期待してるから頑がん張ばってね」

「は、はいっ。頑張ります」

　若じやつ干かん頰を引きつらせながら応こたえると、柊は何事もなかったかのように稽古へと戻っていった。

（……家と違いすぎる）

　何度聞いても慣れない「明流くん」という呼び方と優しい声こわ音ねを思い出し、大きく息を吐はく。

　柊本人が決めたように、彼は劇団員の前では初対面の作家と劇団代表という関係性を貫つらぬいている。呼び方も、劇団員の前では呼び捨てではなく敬けい称しようをつけるようになった。

　はじめは仁科さんだったが、高岡が明流と呼ぶことから劇団員の中で下の名前が定着し、柊の呼び方も明流くんへと変わった。

　その呼び方の変化や態度の違いが、明流にとっては非常に居い心ごこ地ちが悪い。

　劇団員の前での柊は、明流にとってはイメージ通りの柊で、ルームシェアをはじめた頃ころの態度や印象と同じだ。だが、今の家の中での柊の様子は、イメージとまるで違う。

　先日、いつものように夕食を作っていた時の事を思い出し、明流は再び頰を引きつらせる。

　──当分、俺の食事は作らなくていいよ

　──え、いいんですか？

　──うん。そんな暇ひまがあったら、一本でも多くの芝しば居いを観みて脚きやく本ほんに活いかしてほしいからね

　笑え顔がおと共に言われた言葉を思い出し、明流は頭を抱かかえる。ＤＶＤ千本ノックは今も継続中だ。

（演じてる時はあんなにかっこいいのにさ……）

　ふと稽古中の柊に視線を向ける。

　舞台上での見え方について話しているようで、柊は役者達に武器の構え方を教えている。すると、柊が高岡を呼んだ。

　しばらく二人で話し、頷うなずく。そして、互たがいに小道具の武器を持って稽古場の中央に立った。

「とりあえず、槍やりと刀の場合ね。少し離はなれてもらっていいかな」

　柊の言葉に、二人が殺陣を見せるのだと気づき、明流は余計な思考を止とめ二人に集中する。

　別の役者に指導している光景はよく見るが、この二人が実際に対たい峙じして殺陣を演じるのを観るのははじめてだ。明流だけでなく、周囲の他ほかの役者たちも二人の演技に注目する。

　柊の武器は太た刀ち。高岡は槍。それまで笑顔を見せて話していたのが噓うその様に、構えた瞬しゆん間かんに緊きん張ちようが走った。

「はじめっ！」

　側にいた役者の一人が声を上げると、二人が同時に踏ふみ込む。

「おりゃっ！」

　高岡が勢いよく槍を振ふり上げると、柊は軽く後ろに跳とび、すぐさま高岡の懐ふところに向かって地を蹴ける。だが、高岡は斬きり込んできた柊の刀を柄つかで受け、そのまま武器を合わせ押し合う。

（すごい……）

　それだけしか考えられなかった。

　効果音もなければ、台詞せりふもない。響ひびくのは小道具がぶつかり合う音と、踏み込む足音、役者の息づかい。

（……この殺陣）

　真しん剣けんに見つめているうち、何かが記き憶おくにひっかかり、明流は目を見開いた。

「ここまで！」

　殺陣の中で柊が声を上げ、高岡が動きを止める。

　その瞬間、稽古場の中でわっと拍はく手しゆが起こる。

「いやいや、ただの稽古だから」

　高岡が汗を拭ぬぐいながら苦く笑しようすると、柊も笑う。

「今観てもらったように、相手の武器が槍だと当然距きよ離りの取り方が変わるよね。だからと言って、距離を離しすぎると動きが小さく見えるし迫はく力りよくに欠けてしまう」

　だから、どうすればより良く見せることが出来るのか説明する柊の姿に、ただただ感心する。

（ほんと、すごいとしか言いようがない……）

　あれだけ激しく動いていても、当然ながらその動きは決められているし、次に相手がどう動くのかも知っている。だが、それを感じさせないほど、アルファの殺陣は力強く、激しい。

　正直、自分はそれほど殺陣に詳くわしいわけではない。稽古風景を観ても、細かい動きの見せ方などは分かっていないと思う。

　それでも、稽古を観る中で感じたことはある。

　無意識に柊を見つめていると、それに気づいた彼はまっすぐに明流に向かって歩いてきた。

「お、おつかれさまです」

「ありがとう」

　柊は穏おだやかに応えると、置いてあったペットボトルを手に取る。

「見み蕩とれてくれるのはかまわないけど、自分のやるべき事は分かってるよね」

「わ、分かってます」

　近づいたとき、ぼそりと呟つぶやかれた言葉にぐっと身体からだを硬かたくする。でも、一つ確かく認にんしたいことがあり、明流は口を開いた。

「あの、今の殺陣。エンカウントのラストシーンの殺陣、ですよね」

「……よく分かったね」

　明流の言葉に、柊は少し驚おどろいたように目を丸くした。

　実際の舞台では、柊は槍を武器とする敵役で、客演者が演じた主人公が太刀を使っていた。

　今の殺陣では、柊が主人公を高岡が敵役を演じていたように見えた。武器も演じる役も替かわっていたのですぐには気づかなかったが、なんとなく動きに見覚えがあった。

「すごいですね。実際に演じたのとは違ちがう役なのに、動きもタイミングもばっちりだなんて」

「基本的にアルファの殺陣は俺と蘇我と高岡の三人で動きを決めて、それを他の役者に教える形をとっているからね。どの役を演じても大体は動けるよ」

「そうなんですね。でも、同じ殺陣なのに、雰ふん囲い気きが全然違って面おも白しろかったです」

「……具体的に、どう違うと思った？」

「どう、って言われても」

　人に感想を伝えるとき、言葉を整理するのは難しい。少し考えてから、明流は口を開く。

「なんだか、柊さんの殺陣たては激しく動いていても静かなんですよね。動きが綺き麗れいで、それが却かえって迫力あるというか……。高岡さんの殺陣は勢いがあって真っ直すぐというか。すごく楽しそうに動くなって思いました」

　殺陣の動きは同じでも、エンカウントの演技とは役の性格が真逆になったような印象だった。だからこそ、最初は全く別の殺陣に見えた。同じ動きでも演者が替わればここまで印象が変わるのだと、殺陣の奥深さに感動する。

「それだけ印象が違うと感じながら、エンカウントの殺陣と同じだってよく気づいたね」

　ちゃんと殺陣を見る目は育っているようだと、柊は目を細めて笑う。

「……毎日何本もＤＶＤを観てますから」

　ただ観るだけでなく、観ながら役者に対して気づいたこと、これまで演じてきた役の傾けい向こうなど、すべてノートにまとめている。一日最低でも三本のＤＶＤを鑑かん賞しようし、記録ノートはすでに十冊を超こえた。

「上出来。それじゃあ、ちゃんと役者も殺陣も活かした脚本を期待してるよ」

「わ、分かってます」

「いい子だ。じゃあ、ご褒ほう美びをあげようか」

　すると、柊は稽古場の隅すみに置いてあった菓か子し箱から小包装のクッキーを三つ取り、明流の持っていたノートの上に落とす。

「もらっていいんですか」

「ご自由にどうぞって書いてあるでしょ」

　あの菓子箱は、差し入れと言って主に高岡や柊など、アルファの主要メンバーが定期的にお菓子を入れ、自由に食べていいことになっている。

　ここ最近、空腹状態が常の明流にとっては非常に魅み力りよく的な箱だったが、自分は仮メンバーだという遠えん慮りよがあり、手を出すことができなかった。

「少なくとも、第二公演が終わるまでは明流は一いつ緒しよに舞ぶ台たいを創つくるメンバーの一人だよ。変な遠慮は必要ないから」

「あ、ありがとうございます」

　少し照れながらも礼を言うと、柊はふっと笑い稽けい古こへと戻もどった。

（……少しだけ、認めてもらえたと思っていいのかな）

　そう思うと胸が熱くなり、明流は受け取ったクッキーを手のひらで包んだ。







「明流！」

「高岡さん？」

　稽古場を出てから数メートル。小走りで追いかけてきた高岡に驚いて振り返ると、「追いついてよかった」と高岡が笑え顔がおを見せる。

「今からちょっと時間ある？」

「あります、けど。どうかしたんですか？」

「なら良かった。ちょっとメシでも食いに行かない？」

「え？」

　突とつ然ぜんの誘さそいに驚いて目を瞠みはる。

　高岡から食事に誘ってもらえるなんて、明流にとっては有り難がたい機会だ。高岡の事やアルファの事、聞いてみたい事はたくさんある。

（で、でも、ちょっと今は困る……）

　どうしよう、と視線をさ迷わせると「都合悪い？」と問いかけられる。

「都合は悪くないんですけど……」

　別に特に予定もないし、時間なら空いている。

　夕方からはじめた稽古だが、今は夜の九時過ぎ。下北沢駅周辺は居酒屋の客引きや、すでに酔よっぱらった人の声があふれていて賑にぎやかだ。それでも、今はちょっとタイミングが悪い。

「食事は、ちょっと……」

　それは困るのだと眉まゆを寄せると、高岡が首をかしげる。下手に言い訳をしても高岡の気分を悪くしてしまうかもしれない。そう思い、明流はぼそりと呟く。

「すいません。手持ちがあまりなくて……」

　実の所、ここ最近の切実な悩なやみだった。

　稽古の見学時間と脚きやく本ほんを書く時間を確保するために、明流はぎりぎりまでアルバイトの時間を減らしていた。今後収入が減るのは覚かく悟ごしていたが、まかないを食べる機会が減る事で食費が嵩かさむ事までは考えが及およばなかった。

　恥はずかしい理由に俯うつむくと、「なんだそんなことか」と高岡が笑った。

「最初から奢おごるつもりだったから気にしなくていいって。腹減ってるならがっつり好きなもん食べようよ」

「奢りって、そんな、悪いですよ」

「全然。むしろ、ちょっとした軍資金を受け取ってるから、奢らせてもらえないと困る。明流、がっつり系でも平気？　焼き肉とかどう？」

「焼肉は好きですけど」

「じゃあ決まり。近くに安くて旨うまい店があるんだ」

　人気店だから急ごうと腕うでを引かれ、状じよう況きようについていけないまま、気づけば焼き肉店にたどり着いてしまった。人で賑わう店内は満席かと思ったが、運良く高岡と明流がたどり着いたときに出ていく客が居て、入れ替かわりに入ることができた。

　肉の焼ける音とタレの良い香かおり。簡単なパーティションで仕切られただけの掘ほり炬ご燵たつ席につくと、自然と腹が鳴る。

「ロースとカルビはとりあえず二人前ずつでいいかな。それとタンね。明流はホルモンいける？　あとビールでいい？」

「は、はい」

「じゃあホルモンと、焼き野菜も一つ。あと、生二つで」

　高岡の勢いに押されている内に、テーブルの上は肉と野菜でいっぱいになった。

「セルフで適当に焼いて、じゃんじゃん食って。気なんか遣つかわなくて良いから」

「で、でも、本当にいいんですか」

「ここまで来て遠慮はなしだって。それに、団員に奢ってやるのなんていつものことだから」

「……ありがとうございますっ」

　アルファメンバーの一人として扱あつかわれている言葉に嬉うれしくなる。空腹も限界で、目の前で焼けた肉を食べると、軟やわらかい食感と甘あま辛からいタレの味にビールもすすんだ。

「本当はさ、明流の歓かん迎げい会かいをしたかったけど、まだ正式にアルファに入れるって決まったわけじゃないだろ。だから、変に期待させるようなことするのも悪いかと思って。あ！　明流がアルファに入れないって思ってるわけじゃないから。むしろ、俺は入って欲しいと思ってるから」

「そんな。そう思ってもらえるだけで、すっごい嬉しいです」

　高岡の言葉は、本当に真っ直ぐで噓うそを感じない。半ば強ごう引いんに焼き肉屋まで連れてこられたけれど、その強引さも高岡の優やさしさのようで、明流の緊きん張ちようも解ける。　>>>♥

「脚本はどう？　順調に書けてる？」

「それは、その……。大まかなストーリーの流れは応おう募ぼしたときの形で固まってはいるんですけど、ちょっと細かいところが決めきれてなくて……」

「そっか。脚本考えるのも大変だよな。それに、柊さんも結構無む茶ちやな要望出してくるだろ？」

「無茶と言いますか、自分の考えを求めてくれるところが嬉しい部分もあるんですけど、なかなか難しくて……」

「あー、想像つくなあ。柊さんは基本的に優しい人だけど、まずは自分の力で考えて動けって人だからね」

　でも、そうさせることが劇団も役者も成長させているのだと言われ、明流も納なつ得とくして頷うなずく。

　自分の考えを聞いてもらえることは、個人の意見を尊重してもらえるのと同じだ。アルファの為ためにどういった脚本がいいのか。どんな役やく柄がらを求められているのか。それを考えるのは難しいが、やりがいもある。

（でも、俺に対しては優しくないけどさ……）

　柊はアルファメンバーに教える時も厳しく、自分で考えて演じるように言っている。だが、できた時は必ず褒ほめる。飴あめと鞭むちを上手うまく使い分けて教えてくれる人だと思う。

　でも、自分に対しての柊は鞭と鞭。とにかく厳しい。

（まあ、自じ業ごう自得だけど……）

　はじめに柊に隠かくし事をしたまま同居する状況を作ってしまったのは自分自身。同居を解消されることなく、さらにこうして脚本を書く機会まで得られているのだから、これで優しく教えて欲しいなんて願っては罰ばちが当たる。

「でもさ、あんまり言うと期待を持たせるかもしれないけど、柊さんは明流の事気に入ってるし、良い脚本を仕上げてくるって信じてるから。もっと自信を持ってもいいと思うよ」

「気に入られているように見えます？」

「あ、疑ってる？　明流が柊さんと面接した日があっただろ。あの後、柊さんは戻って来てすぐに第二公演は明流でやろうって決めたんだからね」

「柊さんが、ですか？」

　驚おどろいて聞き返すと、もちろんと高岡が頷く。

「もちろん話し合いはあったよ。でも、面接が終わってすぐに柊さんは明流でやるって決めてたんだよね。次の公演はさ、本当にアルファの役者だけで勝負する最初の公演なんだよ。だから、それまでかなり慎しん重ちように選んでただけに、あのときの柊さんには驚いたよ」

「そうなんですか？」

　高岡は噓をつく人ではない。そうは思っていても、あの柊が自分を推おしてくれたなんて想像できない。

「アルファの旗はた揚あげ公演はさ、主演が客演だったって、明流は知ってるよね」

「はい。樋ひ口ぐち嵐あらし士さんですよね」

　エンカウントの主演は、今実力派の若手俳優として注目されている樋口嵐士という役者だった。旗揚げ公演というのもあって、注目を集める狙ねらいがあっての事だったらしい。その狙いは的中し、エンカウント公演は旗揚げ公演としては驚きの全公演満員御おん礼れいという盛せい況きようぶりだった。

「あの時は、嵐士くん目当てで観みに来たお客さんも多かったと思うんだ。でも、いつまでも客演に頼たよるわけにはいかないからね。次の公演では、アルファだから観たいって思ってもらえるようにしたいんだ」

　だからこそ、役者の個性を存分に発揮できる内容の舞台で挑いどみたい。

　高岡も、柊と同じようにアルファの未来を考えている。

「作家候補を決める時も、最初はアルファ側から、この役者にはこういう役柄を充あてて欲しいって依い頼らいして脚本を仕上げてもらう予定だったんだ。だけど、明流ならこっちから余計な事を言わず、直接役者達を見せて、どんな役がいいと思うか考えてもらった方がいいって柊さんが言い出したんだ。俺らも驚いたよ。よっぽど明流のこと気に入ったんだろうね」

「柊さんが……」

「やっべ、つい話しすぎた。本人には黙だまっててくれよ」

　そう言うと、高岡は誤ご魔ま化かすようにビールを飲んだ。

「真ま面じ目めな話はこれで終わり。ほらほら、食って食って。どうせ、柊さんの奢りなんだからさ」

「え？」

「あ……、これも黙ってろって言われてた」

　酔うと口が滑すべってだめだな、と高岡は苦く笑しようする。

「最初に言ってた軍資金って、柊さんからなんですか」

「あー、まあそういうことになるね」

　バツが悪そうに、高岡は頭を搔かく。

「歓迎会代わりに食事にでも連れていってやってくれって柊さんから言われてさ。もちろん、俺も明流と話してみたかったから誘ったんだからね」

「でも、どうして柊さんがそんなこと……」

「こう言っちゃなんだけど、俺らって殺陣たてメインの劇団だから、それなりに鍛きたえてあるんだよね。で、俺らから見れば明流は小さくて細っこくて、なんか心配になるんだよ」

「そりゃアルファの皆みなさんと比べたら細いかもしれないですけど……」

「でさ、柊さんがあのひょろっ子に肉でも食わせてやれってね」

「ひょろっ子っ……」

　いくらなんでもあんまりな言い方だ。でも、もう一つの可能性に気づいて、明流は口を噤つぐむ。

（もしかして、気づいてた……）

　バイトを減らし、食費が苦しくなってきたこと。柊の分の食事を用意しなくていいと言ったのも、今回も、自分を気き遣づかっての事なのだろうか。

（考えすぎ、かな……）

　あの柊が、そこまで自分を気遣ってくれる理由が分からない。高岡は気に入られていると言ったが、そんな感覚は自分には微み塵じんもない。

「ま、そういうわけだから。がっつり食って、しっかり脚きやく本ほん書いてくれよ」

　切り替えるように明るく言って、高岡は次々と肉を焼いていく。

（そうだ。とにかく脚本が大事だ）

　厳しくされようが、気遣われようが、とにかく脚本を仕上げなければ意味がない。

　そう自分に言い聞かせながら、明流はもう一度「いただきます」と手を合わせた。
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　いつもここを歩くときは肩かた身みが狭せまい。できる限り誰だれにも会いたくないと思うから、常に急ぎ足で明流は廊ろう下かを進む。

（誰も俺の事なんて分からないんだろうけど……）

　そう思っていても意識してしまうのは、この場所に対する恐きよう怖ふ心が根強い証しよう拠こだ。

　テレビ局の関係者用通路を歩いているのはほとんどがスタッフだ。有名人が多くいる控ひかえ室が並ぶフロアはこことは別にあり、ちらりと顔を上げても歩いているのは関係者の名札をつけた人ばかりだ。

　明流もまた関係者を示すカードを首から下げている。

（早く、外したい）

　たった一枚のカードがひどく重い。逃にげ出したい想おもいを堪こらえ、目的の会議室に飛び込んだ。

「すいません、藤ふじ倉くらさん。お待たせしました」

「時間通りだよ。座って座って」

　入るなり、気さくに手招きされ明流はほっと息を吐はいた。藤倉友とも彦ひこ、彼は明流がはじめて脚本を書いた時から何度か一いつ緒しよに仕事をしているディレクターだ。明流にとっては、テレビ局内で唯ゆい一いつの理解者でもある。

　窓のない会議室だが、壁かべもテーブルも白く、明るい雰ふん囲い気きがある。使用中のプレートを出してドアを閉めれば、他ほかの人と会うこともない。

　明流は藤倉と向かい合う位置に座ると、いつものようにカバンの中から二人分の脚本を取り出す。

「締しめ切りギリギリになってすいませんでした」

「ちゃんと期日内だから、問題ないよ。でも珍めずらしいね。仁科くんがこんなギリギリなんてさ」

「ちょっと、別の仕事があって」

　苦笑しながら、互たがいに脚本をめくって内容を確かく認にんする。

　明流が渡わたしたのは、バラエティ番組で使用する再現ドラマ用の短編脚本だ。そしてこれが、今の明流にとって、唯一のテレビ関係の仕事だ。

　何度か修正箇か所しよのやり取りをし、小一時間ほど話し合うと、「よし」と藤倉が脚本を置いた。

「特に大きな変へん更こうもないし、これで大だい丈じよう夫ぶだよ」

「ありがとうございます。それと、あの、次の仕事の件なんですけど……」

「ああ、その話ね」

　明流の言葉に、藤倉が申し訳なさそうに眉まゆを寄せる。

「悪いけど、前話した通り来月末でこの番組は終しゆう了りようするんだ。……今のところ、他に仁科くんを紹しよう介かいできるような番組が無くてね」

　ごめんな、と謝られ慌あわてて首を振ふる。

「いえ、ただ確認しようと思っただけですから。藤倉さんは、悪くないです」

　悪いのは、仕事を取るだけの能力のない自分。それでも、仕事が無くなるという事は、自分がこの業界に必要ない者と言われる事と同じだ。

「俺は仁科くんの書く脚本は面おも白しろいと思っているよ。最初のドラマの時も、あれは決して仁科くんが悪かったわけじゃない」

「あれは、俺も考えが甘かったんです」

　明流の最初の仕事とその現場で起きた出来事を知っているから、藤倉は現場の誰よりも明流に優やさしくしてくれた。たった一人でも理解者がいる事が、あの時の明流にとってどれだけの支えになったか分からない。

「それに、今も書く仕事がないわけじゃないんです」

「本当かい？　今どこかの局で書いてるのか？」

「いえ、テレビ関係じゃなくて舞ぶ台たいの方で。公式発表がまだなので詳くわしい事は言えないんですけど」

「そういうことなら無理に話さなくていいよ。でもそうか、脚本家の仕事は続けるんだね」

　嬉うれしそうに目元を和やわらげる藤倉に、明流も少しだけ笑って頷うなずく。

「続けられる内は、もう少し頑がん張ばってみようと思ってます」

「そうか。それはよかった。俺も、また仁科くんと仕事する機会が作れるように、頑張るからな。諦あきらめるなよ」

「はい。ありがとうございます」

　自分の事を考え、諦めた方がいいと言ってくれる智希と、諦めるなと励はげましてくれる藤倉。その両方が居てくれる事が、本当に嬉しい。

　仕事と関係ない雑談を少しだけして、藤倉と共に会議室を出た。もう少し話したいから出口まで送ろうという藤倉の言葉に甘え、短い距きよ離りを話しながら歩く。

　一人で歩いていた時は、あんなに息苦しかったテレビ局内も、こうして藤倉と歩いていると少しだけ肩かたの力が抜ぬける。

「あ……。悪い、仁科くん」

「え？　……あ」

　会話を不自然に切り、表情を歪ゆがめた藤倉の目線を辿たどり、明流は息を吞のんだ。

（小こ岩いわ井い誠せい治じ……）

　目の前を歩く人物。その名前を心の中で呟つぶやいた瞬しゆん間かん、嫌いやな記き憶おくが蘇よみがえり背中を汗あせがつたう。

　六十代半ば。長い芸歴と貫かん禄ろくのある芝しば居いに定評のある俳優。明流にとっては、最も会いたくも思い出したくもない人物……。

　──こんな脚本で視し聴ちよう率りつが取れるわけがないだろう。私の仕事の中でも最低の作品だ

　あの時投げつけられた言葉が頭の中で蘇り、震ふるえる指先を拳こぶしを握にぎって抑おさえる。

　道をあけるように藤倉と壁かべ際ぎわに避よけ、すれ違ちがう寸前で「おつかれさまです」と頭を下げた。

（無視、か……）

　完全に二人の前を通り過ぎ、さらに廊下の先へ進んでも、小岩井は何も言わず、それどころか二人に視線を向けることさえなかった。

　プライドが高く、高圧的。彼は自分が認めた人物に対してしか挨あい拶さつを返すことも覚えることもしないらしい。関係者内では扱あつかいにくい俳優の上位に入る人物だと教えられたのは、明流が脚本家の仕事をはじめてからの事だ。

　小岩井が声も聞こえないほど完全に過ぎ去ったのを確認してから、藤倉は息を吐く。

「悪かったね、仁科くん。まさかあの人が居るなんて思わなかった……」

「いえ。それにあの人は、俺の事なんて覚えてないでしょうから……」

　そう。自分が一方的にトラウマを持っているだけ。

「仁科くん……」

「すいません。俺、もう行きますね。今日は、ありがとうございました」

　頭を下げて、足早に出口へ向かう。

　藤倉がまた連れん絡らくすると言ってくれたのに、振り返ることもできない自分に向かって叫さけんだ。

　意い気く地じなし。







　何を観みても集中できない自分に嫌いや気けがさし、再生していたＤＶＤを止めた。

「落ち込んでる時間なんかないってのに……」

　ぼそりと呟き、明流はテーブルの上にボールペンを投げ、ソファにもたれ掛かかった。

　こんなことならバイトを入れればよかったと思ってももう遅おそい。それに、ＤＶＤを観て脚きやく本ほんを考える時間も、今の自分には必要だと分かっている。

「だから、ちゃんとしなきゃいけないってのに……」

　投げやりな言葉ばかりが口から漏もれる。

　柊は仕事なのだろう。今朝も早くから外出しており、十七時近い今も帰ってきていない。柊の生活は自分以上に不規則だと思う。深夜に帰ってくる時もあれば、昼過ぎに帰ってくる時もあり、突とつ然ぜん「明日あしたオフになったから」と一日中家に居ることもある。オフの日は、たいてい何かの舞台や映画のＤＶＤなどを観ているらしい。

　柊の主な活かつ躍やくの場は舞台演劇だが、その他にも俳優関係のスクールの講師や、他劇団の殺陣たて指導を行っているらしい。

（本当に、役者として生きてる人なんだ……）

　いつでも役者としての自分を中心に生きている人。柊を見ていると、しみじみとそう感じる。

（それなのに、俺は……）

　アルファの脚本を書けば、何か変わるのではないかと思っていた。それでも、今でも過去に引きずられ、ずるずると落ち込んで。まるで成長できてない。

「ちゃんとやらないと……」

　そう思っているのに、どうすればいいのか分からない。

　脚本の大まかな流れ、ストーリーは変えなくていいと言われた。後は、アルファの成長につなげるためにはどうすればいいのか。そして配役。これが一番の課題だ。

（配役を固めないと、どんなキャラクターにすればいいのかを決められない……）

　考えても考えても堂どう々どう巡めぐりだ。

　思わず大きなため息を吐つくと、インターフォンの音が響ひびき、慌てて立ち上がった。

「誰だれだ？」

　インターフォンが鳴ったという事はおそらく柊ではない。

　確認すると宅配便のようで、明流は慌てて玄げん関かんに出て荷物を受け取った。

「母さんからだ」

　送り主の名前を確認し、今の時季を考え、明流はふと表情を緩ゆるめる。

　リビングで箱を開けると、中は予想通りの新しん鮮せんな野菜の山だ。ナスにトマト、ズッキーニも入っている。箱の底には米まで入っていた。

「もう、収しゆう穫かくの時季なんだな……」

　東京に出てからもう七年。毎年収穫の時季になると送ってくる野菜の山に胸が熱くなる。

「丁度いい気分転てん換かんだ」

　明流は自分自身に気合いを入れて、エプロンを取りに自室へと飛び込んだ。







「おかえりなさい」

　帰ってきた柊にエプロン姿のまま笑え顔がおで振り返ると、珍しく柊が驚おどろいたように目を丸くする。

「……俺の分は必要ないと言っておいたし、そんな余よ裕ゆうもないと思ってたけど？」

「今日は大目に見てください。実家から野菜がたくさん届いたから作り置き中です。あ、実家の野菜と残り食材ばかりだから、お金もかかってませんよ」

　そう言うと、柊はふうんと頷く。

「実家？」

「俺の実家、佐賀で農業やってるんです。だから、収穫の時季は毎年送ってきてくれるんです」

　物心つく前から明流の家では自分の畑で収穫した野菜を食べるのが当たり前だった。それもあって、明流は野菜をたくさん使った料理が得意だ。

　朝早くから肉体労働で頑張る両親のため、高校の時は明流が朝食と夕食を作っていたこともあり、レパートリーも多い方だと思っている。

「今は兄が実家を継ついでくれてますけど、いつも収穫の時季は忙いそがしくて大変なんですよね」

　同じ農家の隣となり近きん所じよと、収穫の時季を少しずらし、収穫のピークは互たがいの家を手伝い合うことも多かった。そういえば、もう何年も収穫を手伝ってないなと思うと、突とつ然ぜん柊が隣に並んだ。

「えっと、どうかしましたか？」

「別に。家族と仲がいいんだなと思ってさ」

「そうですか？　普ふ通つうだと思いますけど」

　頻ひん繁ぱんに連絡を取り合っているわけでもなく、それなりに喧けん嘩かもする。極ごく々ごく普通の家庭だと思う、と話すと柊は少し眉まゆを寄せる。

「普通、ね」

「あの……。俺、変な事言いましたか？」

「いや……」

　そう言うと、柊は小さく息を吐はいて笑った。

「言い忘れてた。ただいま」

「え、あ……。おかえりなさい」

　一度たりとも忘れたことのない挨拶に少しだけ照れくささを感じながらも、明流も笑い返す。

「それで。どれが今日の晩ご飯？　全部じゃないよね」

　作り置きの常備菜も含ふくめれば、作った品数は十品以上。まさか全部は食べないと首を振ふる。

「えっと、今日はラタトゥイユと蕪かぶのそぼろあんかけと、あとはキノコのスープぐらいですかね」

「すごいね、豪ごう華かだ」

　俺も食べていいんだよねと確かく認にんされ、当たり前ですと頷うなずく。

「そう。それじゃあ、用意できたら声かけてね。それまでちょっと脚本読みしてるから」

　そう言うと、柊はキッチンを出た。

　だが、柊の言葉が気になり、明流は思わず声をかける。

「あの、脚本ってなんの……」

「何？　気になるの？」

「それは……。気になります」

「あっは、正直」

　揶揄からかうように笑いながら、柊は手持ちのカバンから一冊の脚本を取り出す。

「まだ非公開の情報だから、明流が一いつ切さい他言しないと誓ちかうなら特別に見せてあげてもいいよ」

「本当ですか!?」

　明流は慌あわてて手を洗い、柊の前へと立つ。

「誓える？」

「誓います。絶対誰にも言いませんから」

　何度も頷くと、柊は「なんか、犬みたいだね」と笑いながら脚本を手て渡わたしてくれる。

「まだ仮脚本だけどね。来年公開の映画で、制作発表もまだだから、絶対に言わないように」

「映画!?」

　驚きながらも、折り跡あとをつけてしまわないように慎しん重ちように頁ページをめくる。

　映画の脚本にしては薄うすいと思ったが、主な流れと人物説明、それと配役が載のっているだけで、脚本というよりは設定本に近いようだ。

「もしかして柊さん、主演なんですか？」

「一応ね」

「ほんとですか!?」

　柊の言葉に声が跳はね、一気に胸が熱くなる。

「なんだか、嬉うれしそうだね」

「嬉しいですよ！」

　脚本を持つ手が震ふるえるほど興奮する。柊が映画に出演する。しかも主演。ファンとしてこんなに嬉しいことはない。

「悔くやしいし、不本意ですけど、俺は柊さんのファンなんですから。柊さんが主演なんて嬉しいに決まってるじゃないですか」

「ファンの言葉とは思えないけど？」

「それはまあ、いろんな一面も見てしまったわけですから。でも、一応ファンなのは変わってませんよ」

　柊のことをもっと知って、彼のファンが増えてくれればいいと前々から思っていた。映画のようなメディア露ろ出しゆつが増えれば人気も出るだろうし、それで彼の舞台を観たいと思う人が増えればもっと嬉しい。

「柊さん、役の中でもルームシェアをしてるんですね」

「そうそう。それもあって、役作りにルームシェアを経験しておくのもいいと思ったんだよ」

　ということは、同居を始める前から映画の話は決まっていたのか。役作り、と聞けば柊とルームシェアをしているこの状じよう況きようにもなんとなく納なつ得とくできる。

　公開前に情報を知ってしまったファンとしての優ゆう越えつ感と映画への期待感にわくわくしながら頁をめくり、明流は息を詰つめた。

「小岩井さんも、出演するんですね」

「予定ではね。彼にも興味あるのかい？」

「あ、いえ……」

　どちらかと言えば、全力で避さけている対象だ。あの件以来、彼が出演している映画やドラマは極力観みないようにしていた。どんな役やく柄がらを演じていたとしても、明流にとっては直接見聞きした画面越ごしではない小岩井の印象が根強すぎる。

「明流はさ、確か脚きやく本ほん家デビュー作で小岩井さんと仕事してたよね」

「……はい」

　思わず眉み間けんに力が入る。

「何その顔。小岩井さんとの間に何かあった？」

「あ、いえ……。なんでもないです。夕食の準備に戻もどりますね」

　脚本を返そうと柊の前に差し出すと、その腕うでを捕つかまれた。

「なんですか……」

「最年少シナリオ大賞受賞者で、いきなりのドラマ脚本デビュー」

　目を見ながら告げられた言葉に、びくりと肩かたが跳ねる。

「でもそのドラマは酷こく評ひようばかり。まあ、あれは未経験の脚本家に演技経験なしのアイドルが主演。企き画かく段階からかなり無む謀ぼうだと言われてたけどさ。小岩井の名前に過か剰じように反応するって事は、よほどの事でもあった？」

「大した事じゃ、ないです」

「そう。大した事じゃないのなら話してみてよ」

「……え？」

「俺は小岩井さんと一いつ緒しよに仕事したことないんだよね。どんな人か知っておきたいだろ？」

　とりあえず座ろうかと、引っ張られるようにソファまでつれて行かれた。有う無むを言わさず並んで座らされる形になり、明流は逃にげられないと悟さとって息を吐く。

「小岩井さんは、厳しい人でした。共演者に対してだけじゃなく、周りのスタッフとか関係者に対しても……」

「ああ、そういう噂うわさは俺も聞いたことあるね。扱あつかいにくい俳優ってさ」

　柊も知っているのかと苦く笑しようして、明流は続ける。

「中でも、主演の西にし宮みやさんへの態度は本当に厳しくて。彼女は現場でいつも泣いてました。撮さつ影えい現場の雰ふん囲い気きは悪かった、と思います。おまけに視し聴ちよう率りつも評価も悪くて、現場の空気は悪くなる一方で……。って、これは小岩井さんの話と関係ないですね」

「いいから、続けて。何があったのか話してよ」

　言ってしまってもいいのだろうかと、一いつ瞬しゆん躊躇ためらう。それでも、今日一日鬱うつ々うつとしていたせいか、誰だれかに話を聞いて欲しかった。

　柊がいいと言ってくれるのだからと、明流はあの時の事を思い返す。

「少しでも視聴率を改善できたらと、脚本も何度も書き変わりました。もっと激しい恋れん愛あい展開を入れていこうと言われて書き直したら、西宮さんの事務所からストップがかかってまた変へん更こうしての繰くり返しで。撮影スケジュールもギリギリで、打ち切り話まで出て……」

　すべてが悪あく循じゆん環かんだった。毎日ただ逃げ出したくて。でも、仕事なのだから書くしかない。撮影現場に行きたくない。でも、大学に行っても同情と好こう奇きの目を向けられるばかりで、どこにも逃げ場なんかなかった。

「限界ギリギリの状況で、小岩井さんが言ったんです」

　──こんな脚本で視聴率が取れるわけがないだろう。私の仕事の中でも最低の作品だ

　あの時、本来なら明流は撮影現場に行く予定ではなかった。それでも、急な脚本変へん更こう指示が入り、大学を休んで現場に行った。小岩井は、自分が居ないと思って口にした言葉なのだと思う。それでも、そんな風に言われたことが、ただただショックだった。

「それまでは、とにかく最後まで頑がん張ばろうって気持ちが皆みんなにあったんです。でも、小岩井さんの一言から、すべて脚本が原因だから仕方ないって空気ができちゃって……」

　それまでは、未経験者同士頑張ろうと声を掛かけ合うこともあった西宮も、脚本がつまらないと陰かげ口ぐちを言うようになり、明流はますます居場所を失った。

「撮影が終わったときは、悪夢から解放されたような気持ちでしたよ」

　ドラマのオンエアを観る勇気さえなかった。すべて録画してあるものの、一度も再生せず、箱の中に入れて保管してある。

　連日徹てつ夜や続きだった事もあり、撮影終しゆう盤ばんの記き憶おくなんかほとんどない。

「ごめんなさい。結局、ただの俺の愚ぐ痴ちになっちゃいましたね。えっと、小岩井さんはほんと厳しい人でしたけど、出来る人に対しては何も言わないので、柊さんは絶対に大だい丈じよう夫ぶですよ」

　誤ご魔ま化かすように笑って立ち上がり、キッチンの方へと早足で戻る。

「仕上がった作品への評価は、関かかわった者すべてに対しての評価だ」

「……え」

「脚本に悪かった点があったとしても、それは脚本家一人の責任じゃない。誰か一人に責任を擦なすり付けるなんて、それこそ責任放ほう棄きだ」

　厳しく真っ直すぐな口調。驚おどろいて振ふり返ると、いつの間にか立ち上がっていた柊と視線が合う。

「ドラマが酷評だったという事は、明流にも改善点はあっただろうね。でも、明流一人の責任ではないはずだよ」

「柊さん……」

「そんなことがあっても書き続けることを選んだなら、もっと自分の脚本に自信を持ちな。挑いどみ続けないと生き残っていけない業界なんだからね」

　近づいてきた柊に、軽く頭を叩たたかれた。慰なぐさめるような優やさしい感かん触しよくに目め頭がしらが熱くなる。

「明流は、俺と似てるのかもね……」

「柊さん？」

「……なんでもないよ。らしくない事を言ったね。忘れてよ」

　軽く肩をすくめた柊が部屋へ戻ろうとする。その背中に向かって思わず叫さけぶ。

「あの、ありがとうございます！」

「別に、礼を言われるような事じゃないから」

　そう言って、柊は自室へと入ってしまった。

　ドアが閉まるのを見届けて、明流は胸を押さえる。

　あの時、智希も藤倉も明流は悪くない、よく頑張ってると何度も言ってくれた。でも、そうじゃないんだとずっと思っていた。

　自分も悪い。調子に乗って浮うわついた気持ちがあったのも事実だし、これ以上どうすればいいのか分からず自棄やけにもなりかけた。未熟な部分も努力が足りない部分も、山のようにあったと思う。でも、それだけじゃないと言いたかった。

　自分だけが悪い訳じゃない。でも、それを口にする事は自分の未熟さを棚たなに上げているだけのようで、決して口に出来なかった。

（でも、柊さんは分かってくれた……）

　自分も悪い。でも、皆みなで創つくる作品なのだから連帯責任なのだ。

　作品の評価は携たずさわったもの全員の評価。だからこそ、真しん剣けんに向き合わなければいけないのだ。

（アルファの脚本、頑張ろう……）

　皆とアルファの成長の為ために、今の自分が創れる最高の脚本を創ろう。それが、柊が求めている事で、今の自分ができる唯ゆい一いつの事だ。

「よし！」

　自分に活を入れ顔を上げたとき、鬱々とした気持ちは晴れていた。




　　　　＊　＊　＊




「すっげ、脚本がある！　しかも、役付き！」

　明流が配った脚本を持って、櫂かいが嬉うれしそうに声を上げる。稽けい古こ用とはいえ、過去作ではなく完全書き下ろしの脚本で役を演じるのははじめてだと、櫂と渉わたるが嬉しそうに頷うなずき合う。

　櫂と渉の二人は、明流と歳としの近いアルファの新人役者だ。二人共同じスタントスクールの出身らしく、飲み込みが早く演技に勢いがあっていいと柊が言っていた。

（ちゃんと書けてよかった……）

　嬉しそうな二人の様子を見て、書いてよかったと明流は表情を和やわらげる。

　稽古用に寸劇の脚本を書きたいと言い出したのは明流だ。

　ただ殺陣たての稽古を観みるより、役を演じる姿を観た方が配役を考えやすいと提案し、柊が了りよう承しようしてくれた。

　そして、急いで仕上げた脚本と共に迎むかえた今日の稽古日。柊の事前の呼びかけもあって、アルファの役者全員が稽古に参加している。殺陣師の蘇我まで立ち会っていて、これだけの人数が稽古場に揃そろっている光景は、最初の顔合わせ以来だ。

（き、緊きん張ちようしてきた……）

　脚本家として明流は柊の隣となりに並んで立ち、それ以外のメンバーは座って二人を見上げている。

　この寸劇を配役決めの参考にすることは、明流と柊、そして蘇我の三人しか知らないことだ。責任重大だと、何度も深呼吸を繰り返す。

「この場で殺陣を振り付けるまでの時間はないから、殺陣のシーンは稽古用の殺陣の組み合わせでいくから。それから、配役については明流くんから説明して」

「は、はい」

　柊から促うながされ、明流は脚きやく本ほんの最初の頁ページを開く。

「登場人物は五名で、皆さんそれぞれ五人で一つのチームとして同じ内容を演じてもらいます。チーム分けと配役は最初の頁に書いてある通りです」

　明流の言葉に続き、蘇我が殺陣について補足がある、と一歩前に出る。

「殺陣の小道具については、それぞれ一番得意な物でいい。稽古用の殺陣とは振りが合わない部分も出てくるだろうが、それにどれだけ対応できるか観るつもりだ」

「もちろん、ぶっつけ本番で怪け我がされちゃ困るからね。三十分時間を取るから、各チーム時間内に台詞せりふを覚えて殺陣の打ち合わせを終えること。十九時から開始するからそのつもりで」

　なにか質問は、と柊が聞くと全員が大丈夫ですと頷く。

「じゃあ、それぞれ準備をはじめて。それから、明流くんはちょっと来てくれるかな？」

「は、はい」

　柊の言葉に、役者はそれぞれのチーム毎ごとに固まりながら、散らばっていく。

　そんな中、明流は柊に手招きされ、一いつ緒しよに稽古場の外へ出た。防音ドアをしっかり閉めると、稽古場内の音は聞こえなくなる。

「あの、柊さんは参加しなくていいんですか？」

　今回の寸劇は役者全員参加だ。高岡と柊、それぞれ別々に観てみたいという想おもいから、チームは分けている。他ほかの役者も、大まかな計画を立てた上でそれぞれチーム分けしている。

　そのチーム分けは、柊とも相談して決めたことだ。

「一つ明流に確かく認にんしたらすぐに戻もどるよ」

　劇団員の目が無い所だと、すぐさま呼び捨てに変わる。

　柊の切り替かえはさすがだな、とひっそり感心する。すると柊は持っていたファイルから一枚の紙を取り出した。

「配役を確定するまでは、ちゃんとしたフライヤーは作れないけど、とりあえず簡単な告知用フライヤーはもう配布をはじめたいからね。その確認」

「あ、そうですよね……」

　インターネット上ではもう告知をはじめている。主な出演者と公演場所と日時、前売り券の発売日など。一部の情報はすでに公開され、日が迫せまっているのだと肌はだで感じた。

　柊からフライヤーを受け取り、全体をざっと読む。

　とりあえずは文字だけの簡易フライヤーのようだ。わざわざ自分に確認を取ってくれる事を嬉しく想いながら眺ながめ、明流は目を見開いた。

「あの、作者が仁科明流の名前になってるんですけど……」

「だって、君は仁科明流だろ？」

　口元をつり上げた柊に、わざとだと察し明流は慌あわてる。

「俺の評価は柊さんだって知ってるじゃないですか。だから名前を変えて応おう募ぼしたのに……」

「そうだね。最初は明流には明流の事情があるだろうから、応募してきた時の名前で作ってあげようかと思ったけどさ、小岩井さんとの話を聞いて、気が変わったんだよね」

「なんで……」

「じゃあ逆に聞くけど、明流は佐倉の名前で作家活動をはじめたとして、もしアルファの座付き作家になってもその名前で活動を続けるつもり？」

「それは……」

「仁科明流は世間から消えた脚本家になって、君は過去の事なんかなかったことにして作家活動を続けていく。それでいいのかな？」

「そ、そんなこと思ってません！」

「でも、名前を変えるっていうのはそういうことだよね。作家の顔なんか世間には知られていない。名前が変われば、誰だれも佐倉ミハルと仁科明流が同一人物だなんて気づくわけないよね」

　容よう赦しやない柊の言葉が胸に突つき刺ささる。

　そう。自分だって何度もそう考えた。むしろ、仁科明流という本名で脚本家デビューした事を死ぬほど後こう悔かいした。

　仁科明流は低てい視し聴ちよう率りつで使えない作家。そう言われる度たび、自分自身になんの価値もないような気分になって、何度消えて無くなってしまいたいと思ったか。

　でも、だからこそ、自分にはまだ書く力があると信じたかった。まだ自分は、作家になってから一度も、本当に書きたいと思える話を書いていない。

「そんなこと、思ってません。仁科明流が、俺が……書く価値もない作家だって思われたまま、終わりたくありません！」

　悔くやしい。負けたくない。ここで終わりたくなんかない。だからこそ自分は、アルファの劇作家を目指すと決めた。

　ぐっと見つめ返すと、それまで冷たい目をしていた柊が、ふっと目元を和らげる。

「……それでいい」

　ふわりと、頭の上に手が載のった。

「自分に自信を持てないような作家なら、アルファには必要ないと切るところだったよ」

　優やさしい力で髪かみを梳すかれ、どくんと胸が跳はねる。

「で、でも、俺の名前はアルファの足を引っ張ることになりませんか……？」

「自意識過か剰じようだね。作家の名前で揺ゆらぐような劇団に見える？」

　柊の言葉に慌てて頭かぶりを振ふる。

「それに、たとえ次の公演でどんな評価を受けようと、それはアルファ全体への評価であって、明流個人への評価じゃない。教えたよね、連帯責任だって」

　自分一人で重圧を背負った気になるな、と強い言葉が胸に響ひびく。

「明流一人の舞ぶ台たいじゃない。アルファの舞台だ。だからこそ、脚本で思うことがあれば、遠えん慮りよなく言う。その逆も当然。分かるね」

「……はい！」

「いい子だ」

　くしゃりと髪を撫なでられ、胸が熱くなる。

「俺、頑がん張ばりますから。ちゃんとアルファのために、柊さんが目指す舞台が創つくれるように、精せい一いつ杯ぱい頑張ります！」

　自分で、仁科明流でいいのだと言ってくれる柊を裏切るようなものは絶対に書かない。アルファのため、柊のため、全力でやりきる。そして、アルファの座付き作家を目指す。

　まっすぐに柊を見つめて言うと、柊の手が止まった。

「……その顔、反則」

「えっ……」

　ふっと柊の顔が近づいてきた。息がかかるほどの距きよ離りにびくりと肩かたが跳ねると、一いつ瞬しゆん動きを止めた柊の唇くちびるが、頰ほおに触ふれる。

「ひ、柊さん!?」

「……頑張ってる俺のファンにご褒ほう美び、だよ」

　慌てて柊から離はなれ、キスをされた頰を押さえる。柔やわらかくしっとりとした感かん触しよくが残っている気がして、ばくばくと心臓が騒さわぐ。

「顔、真っ赤だね」

「だ、だって……！」

「少し落ち着いたら稽けい古こ場ばに戻ってきなよ。そんな顔、他のヤツには見られないようにね」

　そう言うと、柊はいつものように笑いながら稽古場へと戻ってしまった。まだ痛いほど騒ぐ胸を押さえ、明流はその場に座り込む。

（な、なんなんですか……）

　キスがご褒美なんて、柊が何を考えているのか分からない。それなのに、嫌いやだと思うどころか、立てなくなるほどドキドキしている自分も自分だ。

（お、落ち着け。これから大事な寸劇なんだから）

　何度も深呼吸を繰くり返すのに、動どう悸きは少しも収まってくれない。

　長い時間を使ってなんとか自分を落ち着け、明流は稽古場へ戻った。
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　インターネット上でも、脚本家が仁科明流だと公開され、明流は一層自分を引き締しめた。

　寸劇を行った稽けい古こ日から二日後。

　十五時に集合と言われ、指定された場所は『奥の家』という小さな居酒屋だった。

　まだ営業時間前で、店の外には準備中の看板が出ており、店内では数名の店員が掃そう除じに仕込みと開店準備を慌ただしく進めている。営業時間外にいいのかと柊に確認すると、他人に聞かれる心配もなく且かつ適度につまみも出してくれる最良の環かん境きよう、だと教えられた。

（前々からの知り合いなんだろうな）

　店に入ったとき、柊と蘇我は店長だという店員と軽く言葉を交かわしていた。そのやり取りで、親しい仲なのだろうと窺うかがい知ることはできる。

　でも今となっては、そんな些さ細さいなことはどうでもよくなった。この小さな個室の空間で、柊と蘇我に向き合いながら、次回公演の配役決めで頭がいっぱいだ。

「前にも話しましたが、やっぱり櫂と渉は二人とも狼おおかみ族側にしたいと思ってます。あの二人はバク転とかも得意ですし。台詞せりふのテンポがすごくいいから、にぎやかな狼族役にしたいんです」

「そこは仁科の考えでいいだろうな。あの二人はセットで使った方が、良さが出る」

「その内個々での個性も磨みがいて欲しいところだけど、まあ第二公演はそれがいいだろうね」

　二人の意見を聞いて、明流はノートにメモを取る。

　柊と蘇我、その二人と向き合うのはかなり緊きん張ちようする状じよう況きようだ。

（でも、嬉うれしい……）

　さっきから自分の意見を中心に話が進み、ダメだと思われた箇か所しよは指し摘てきされ、いいと思われた所はそのまま採用されている。緊張感より、やりがいが勝まさってわくわくする。何より、これまで脚きやく本ほんの仕事を行ってきた中で、こんなにも自分の意見を聞いてもらえた事なんてない。

　明流の考えた脚本では、配役は大きく二つのグループに分かれる。一つは狼族。もう一つが狼狩がりを行う人間のグループ。

　それぞれのグループに一人ずつ人じん狼ろうが存在し、狼族側の人狼がこの脚本の主人公だ。

「それで、主役を明流くんはどう考えた？」

　一番の難問を柊から投げかけられ、明流は少し考え、顔を上げる。

「高岡さんでいきたいです。この前の寸劇を観みて、そう思いました」

　あの寸劇の殺陣たてで、高岡が選んだ小道具は小さな短刀一つ。だが、その短刀はほとんど相手の攻こう撃げきを受け止める為ためにしか使わず、基本的に殴なぐる蹴けるの肉にく弾だん戦の動きがメインだった。

「高岡は空手有段者だからな」

「そうなんですか？」

「ああ。素す手ででの殺陣で高岡以上の動きが出来るヤツはアルファにはいない」

　蘇我の言葉を聞いて、納なつ得とくする。殴る蹴るの動作の時、なんと言うか、身体からだのキレが違ちがう。

（でも、そのわりには……）

　高岡の演じ方にはどこか違い和わ感かんがあった。でも、自分の感じたことが正しいか自信がない。

「何か気になることでもあるのかな？」

　柊に言われ、はっと顔を上げる。

「気になる、と言えるほどか……。単純に俺が思ったことで……」

「それでいいよ。言ってみな」

　柊と蘇我の両方の目を向けられては、言わずに誤ご魔ま化かすなんてできない。

「気のせいかもしれないですけど、高岡さんが一歩下がって演じている様に見えたんです」

　例えば櫂や渉は役を演じる事を喜び、自分の見せ場を作ろう、という勢いがある。対して高岡は、そういう役者の見せ場を作るため、敢あえて自分の演技を抑おさえている様に感じたのだ。

「やっぱり、明流はよく見えてるね」

「確かに、柊が座付き作家候補として選ぶだけのことはあるな」

　感心される理由が分からず狼狽うろたえると、柊がふっと息を吐はく。

「高岡は殺陣も演技力も知名度も申し分ない。それでも、あいつに主演を任せていいのか、俺や蘇我が高岡を主演に据すえることを躊躇ためらう一番の理由は、今明流くんが言った通りだよ」

「それは、えっと……」

「つまり、高岡には自分に主演は演じられない、周りを立てなくちゃいけないって無意識に動く、悪い癖くせがあるんだよ」

　予想外の言葉に驚おどろく。いつも明るく、殺陣も演技も楽しくてたまらないという雰ふん囲い気きを感じる高岡のイメージと一いつ致ちしない。すると、柊が苦く笑しようする。

「アルファの前、劇団三味庵の頃ころから、高岡を主演にしようとしたことはあったんだ。だけど、その度たびにタイミングが悪いというか、まあいろいろあって」

「いろいろ？」

「そ、いろいろとね。劇団内や他ほかの仕事でも高岡の出演作は多いけど、どれも脇わき役やくとか敵役とか、まあとにかく主役を演じた経験は一度もないままなんだ」

　いろいろ、と誤魔化された内容は気になったが、あまり触れてはいけない部分なのだろう。

　確かに、柊に借りて多くのＤＶＤを観たが、高岡が主役を演じているものは一つもなかった。

「その間に、高岡自身も歳としを重ねるし、若手の俳優がどんどん活かつ躍やくしていく。そんな状況にずっと居るうちに、主役をたてる演じ方みたいなのが板に付いちゃってね」

「別に、それ自体は悪いことではない。良く言えば、高岡は自分の存在感をコントロールした演じ方ができるということだ。だが、実際に高岡が主役を演じる事になったとき、主演としての存在感を持って舞ぶ台たいに立てるか。それが問題だ」

　あの短い寸劇の中でも感じるほどなのだから、高岡の癖というのは根深いのかもしれない。

「でも、柊さんは高岡さんを主演にしたいと思ってるんじゃないんですか？」

「え？」

「アルファの為に、高岡さんに主役として舞台に立つ力を付けて欲しいと、考えてませんか？」

　驚いたように目を瞠みはる柊に、重ねて問いかける。

「……どうしてそう思った？」

「それは……、なんとなく」

　本当はそう思った理由はあったが、蘇我の前で口にしていい話か分からずにはぐらかす。

　柊から借りたＤＶＤの中で、高岡の出演作が一番多く、本当に端は役やくのものまであった。最初は単純に、高岡は出演作が多いから、残っている映像も多いのだろうと思っていた。だが、高岡に誘さそわれて二人で焼き肉に行ったとき、少し別の可能性を考えた。

　柊は自分と高岡が話す時間を作ろうとしているのではないか、と。

　あの時、自分に食事をさせることだけが目的なら歳が近い櫂や渉の方が自然だったと思う。アルファの中でも主要な役者である高岡と二人で食事をさせるのは、自分を特別扱あつかいはしないと言っていた柊の行動としては、少し不自然に思えた。

　それが、自分に高岡がどういう役者なのか理解させるためなのでは、と考えると、柊の行動にも納得ができる。

　だとしたら、その意図を汲くんで形にするのが、自分の役目。

「高岡さんを主演にする。それが、アルファの為に必要なことなら、俺が高岡さんを活いかせるような脚本を書きます」

「明流……」

　元々、主演のイメージを柊として書いた今の内容では、高岡が演じやすい脚本とは言えないだろう。だったら、高岡が演じたくなるように書き変える。

　はじめて高岡と話したとき、彼はこの脚本を面おも白しろいと言ってくれた。主演を高岡に合った役やく柄がらに変え、ストーリーを組み立て直す。すでに公開しているあらすじは変えることなく、だ。

　簡単な事ではないと分かっている。でも、やりたい。アルファの役者を活かす脚本、それを書くための座付き作家を自分は目指しているのだから。

「一日、時間をください」

「一日でできると？」

「やります」

　できるできないなんて考えてられない。やると決めたらやる。

　殺陣の振ふり付けや、衣い装しようやセットの作製、演出家との打ち合わせ。まだまだやるべき事は山のようにある。自分が足を引っ張るなんてこと、あってはいけない。

「……本当に、明流は俺の想定外の事をするのが得意だね」

　目を細めて笑う柊に見つめられ、胸が跳はねる。

「自分で言ったからには、できないなんて発言は認めないし、中ちゆう途と半はん端ぱな出来も許さないよ」

「わ、分かってます！」

「そう。じゃあ、待っててあげるよ」

　ふっと、柊の手が伸のびてきた。また頭を撫なでられる、そう感じてドキドキすると、触ふれる寸前で柊の手が止まる。

　不思議に思いそろりと目線を上げると、柊が目を瞠る。

「柊さん……？」

「ごめん、電話だ。少し席を外すよ」

　微かすかな振しん動どう音で柊の携けい帯たいが着信を告げていると分かる。柊は、携帯を手に取るとそのまま個室を出て行った。

（な、なんだよ……）

　中途半端なまま放ほうり出されたようで、所在なく目を伏ふせると蘇我が息を吐く。

「俺はあまり頻ひん繁ぱんに稽けい古こに顔を出せていなかったが、柊は随ずい分ぶん仁科を気に入っているようだな」

「……そう見えますか？」

「ああ。劇団の代表だからか、あいつはいつも劇団員にも関係者にも一定の距きよ離りをとって接するが、仁科には随分心を許しているように見える」

「厳しいこと言われてばかりだと思うんですけど……」

「そこがまず他のヤツとは違う。基本的に、劇団内で厳しく指導するのは俺の役割だ。あいつはそのフォロー役。実際は柊の方が自分にも他人にも厳しい男だがな」

　蘇我の言葉に驚きつつも、明流はそんなことないと言葉を濁にごす。

（それはたぶん、同居してる事が一番の原因だと思う……）

　脚きやく本ほん家であることを隠かくして同居を始めたことが、柊が自分に対して厳しい態度を取るようになった一番の原因だ。それを蘇我に言う事はできないが、別に自分に対して心を開いてくれているわけではないと思う。

「だったら、試ためしてみるか？」

「何をですか？」

　不思議に思って首を傾かしげると、蘇我は急に立ち上がり自分の隣となりに座る。その時、誰だれかが近づいてくる足音がした。柊かと思って視線を向けた瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん視界が塞ふさがれる。

「蘇我さん!?」

「蘇我！」

　驚く自分の声をかき消すように、鋭するどい声が響ひびいた。

　すると、いきなり腕うでを引かれまた視界が開く。

「……どういうつもりだ」

　低い声に驚いて振り返ると、柊が鋭い目で蘇我を睨にらんでいた。自分はなぜか柊に肩かたを抱だかれていて、すべてが一瞬の出来事で訳が分からなくなる。

（え、えっと、いきなり蘇我さんの顔が近づいて、目を塞がれて……、なんで？）

　それでどうして自分は柊に肩を抱かれているのか。戸と惑まどいながら蘇我を見上げると、彼は口元をつり上げる。　>>>♥

「想像以上の反応だな」

「……どういうことだよ。場合によっては、彼に言いつけるよ」

「何をだ？　俺は、自覚の足りない柊に忠告してやっただけだ」

　なあ、と蘇我に視線を向けられるがなんの事か分からない。ぐっと肩を抱く柊の手に力が入り、僅わずかに肩を震ふるわせると驚いたように柊の手が離はなれる。

「……ごめん」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶ、ですけど……」

　むしろ、柊の方が心配だ。何が起こったのか分からないように呆ぼう然ぜんとする柊に、明流は眉まゆを寄せる。

「柊、気づいていないようだから教えておいてやる。二回だ」

「なんの話だよ」

「おまえが、俺の前で仁科を呼び間ま違ちがえた回数だ」

　呼び間違えた？　なんの事か分からず首を傾げると、何かに気づいたのか柊は口元を歪ゆがめる。

（もしかして、……呼び捨て？）

　そういえば、会話の中で何度か呼び捨てで名前を呼ばれた気がする。どちらかと言えば明流にとっては呼び捨てにされる方が自然な上、稽けい古こ場ばではなく三人だけしか居ないこの空間で、その事を意識する余よ裕ゆうはなかった。

「自覚していなかったのなら自覚しろ。劇団員には知られたくないんだろ」

「特定の相手を特別視するつもりはない。俺は、自制するつもりでいるけど」

「おまえが完かん璧ぺきに隠し通せずボロを出してる時点で手て遅おくれだろうが」

　なんの話をしているのか訳が分からない。とりあえず口を挟はさめるような雰ふん囲い気きではないので黙だまっていると、ふと柊に見つめられ、その表情に息を吞のむ。

（なんで、そんな目……）

　大切なものを見るような、すごく優やさしい目。目を逸そらせず見つめ返すと、顔が熱くなる。

「……手遅れ、か」

「だろうな。他ほかのヤツに気づかれたくないなら、自覚した上で行動しろ」

「……忠告は受け取っておく。でも、決めるのは俺だ」

　行くよ、といきなり腕を引かれ、慌あわてて声を上げる。

「で、でも、話は……」

「もう終わっただろ。早く帰って脚本に取り掛かかってもらうよ」

　送るから、と言われ本当に連れ出されそうになり、明流は蘇我を振り返る。

「あ、あの！　おつかれさまです。お先に失礼します」

「ああ、……気をつけろよ」

「は、い？」

　何に気をつければいいのか。聞き返す猶ゆう予よも与あたえられず、明流はそのままタクシーへと押し込められた。







　僅か数分のタクシー移動の最中、柊は終始無言だった。

　何かを考えるように窓の外を睨んでいて、話しかけられるような雰囲気でもなく気まずいまま家についてしまった。

（な、何に怒おこってるんだよ……）

　突然の事すぎて正直ついていけない。無言の柊に続いて玄げん関かんに入ると、無意識に口が開いた。

「ただいま」

　ぼそりと呟つぶやいた瞬間、突然柊が振り返り驚おどろいて肩が跳ねる。

「……ごめん。はじめて言われたから、驚いた」

「はじめてって……」

（もしかして、ただいまって言った事？）

　確かに、いつも自分の方が柊より先に帰宅しているので、ただいまと言う機会はなかった気がする。それにしても、ここまで驚くことなのだろうか。

（そんな、本当にはじめて言われたみたいに……）

　確かに自分が言うのははじめてかもしれないけど、家族とか他の誰かに言われたことぐらいあるだろう。そう思うのに、何かが引っかかる。

「ね、明流。もう一度言ってよ」

「……ただいま、です」

「うん。おかえり」

　ふわりと柔やわらかく微笑ほほえみかけられ、どくんと胸が跳ねる。真っすぐに見つめられ動けずにいると、柊が息を吐はいた。

「手遅れを認めるべき、なのかな……」

「なんの話ですか？」

「……ねえ、一つ確かく認にんさせてほしいんだけど、さっき、蘇我とキスなんかしてないよね」

「は？　そんなこと、するわけないじゃないですか!?」

　突然何を言い出すのか。ただ蘇我が近づいてきただけで、キスするなんてありえない。

　驚きながらも状じよう況きようを説明すると、「そうだよね」と柊が呟く。

「俺の位置からだとそう見えたんだよ。少しでも考えれば、ありえないって分かることなのに」

　その少しの余裕さえなかったと、柊が自じ嘲ちようする。

「なんでだろうね。一人で生きることも隠し通すことも自分で決めたはずなのに、明流と居ると決心が揺ゆらぐ……」

「柊さん……？」

　狭せまい玄関の中、ぐっと壁かべ際ぎわに追い詰つめられ息がかかる程ほど柊が顔を寄せてくる。

（キスされる!?）

　まさかと思って息を詰めると、触ふれる寸前で柊が動きを止める。

「……脚きやく本ほん、書かないとだよね。早く部屋に行きな」

「は、はい……」

　すっと柊が身体からだを離し、明流は慌てて自分の部屋に飛び込んだ。

（な、なんだよこれ……）

　ドクドクと胸が騒さわいで苦しい。蘇我が近づいてきた時はこんな風にならなかった。

　柊も柊だ。何を考えているのか、まるで分からない。分からないから、知りたい。柊が何を考えているのか、自分に対してどう思っているのか。

（だめだ。今は脚本に集中しないと……）

　一日で仕上げると決めたのは自分なのだ。自分のやるべきことを優先しなければ。

　騒ぐ胸を押さえ、明流は大きく息を吸い込んだ。







　明かりは最小限で無音。この環かん境きようが一番集中できると気づいたのは、脚本家としてデビューしてからだ。

　節約生活で全体的に質素な部屋だが、間接照明だけは値段度外視で自分が気に入る物を購こう入にゆうした。おそらく、この部屋の中でパソコンの次に高い。

　間に合うかどうか、自分でも賭かけだと思った。でもこうして脚本を広げ、パソコンに向き合うと、驚くほどにイメージは膨ふくらむ。

　どんな役なら高岡に合うか、櫂と渉はどんなやり取りをすれば舞ぶ台たいが盛り上がるか。柊の役やく柄がらは、遠野の立ち位置はどうするか、それぞれどんな殺陣たてを演じるか。

　考えれば考えるほど話が膨らみ、キーボードを打つ手が止まらない。

（楽しい……）

　この感覚を、自分は知っている。

　湧わき出るように頭の中で世界観が広がり、その中で役が命と意志を持って動き回る。自分はそれを文字にするだけ。

　こんな風に夢中になって書く感覚。もう二度と取り戻もどせないと思っていた。

　どれぐらい時間が経たっただろう。

　自分でも想像以上に作業が捗はかどり、これなら本当に明日には完成できるのではないかと思った。

「喉のど、渇かわいた……」

　今何時なのだろうと顔を上げた。

「もう日付が変わったよ」

　突とつ然ぜん聞こえた声に、慌てて振ふり返る。すると、そこに柊が立っていて、ひっと息を吞む。

「お、驚かせないでください。いつからいたんですか？」

「ついさっきだね。何度かノックしたけど、まったく返事が無いから倒たおれてないかと思って勝手に入らせてもらったよ」

「あ、すいません。俺、集中すると周りの音とか耳に入らなくなるみたいで……」

「そうみたいだね。でも、丁度よかったかな」

　少しそのまま待ってて、と言い置いて柊が部屋を出ていく。するとすぐに、甘い香かおりと共に柊が戻ってきた。

「夜食、食べる？　甘い物好きだったよね」

「柊さんが作ってくれたんですか!?」

「作った、と言えるほどたいしたものじゃないよ」

　言いながら、柊はデスクの上にトレイを置いてくれる。甘い香りの正体は、マグカップの中で湯気を立てているココアだ。その隣となりの皿にはサンドウィッチが二つ置いてある。

　香りに反応して、お腹なかがぐぅと音を立てくすりと笑われる。

「お腹、空すいてたみたいだね」

「すいません……。柊さんは、何か食べましたか？」

「俺は適当に済ませたよ。ほら、これ食べて少し休きゆう憩けいしなよ」

　柊に促うながされ、いただきますと言ってサンドウィッチにかじりつく。

「美味おいしいっ」

「そう？」

　見た目からボリュームがありそうだと思ったが、シャキシャキのレタスと卵にベーコンと、具だくさんで食べごたえがあるだけでなく、程ほどよく酸味の効いたマヨネーズソースの味が、さらに食しよく欲よくをそそる。

「本当に美味しいです。柊さん、料理上手なんですね」

「別に、必要に迫せまられてやってただけだから、大した物は作れないよ。明流が作ってくれる方が美味しい」

　さらりと褒ほめられ、思わず噎むせそうになる。

「ゆっくり食べなよ。ただでさえ、長時間飲まず食わずだったんだから」

「は、はい……」

　柊さんのせいです、なんて言えるわけもなく、落ち着いてゆっくりと食事を再開する。

「脚本は順調？」

「はい。ちゃんと明日あした中にはお見せできると思います」

　ずっと稽けい古こを観みてきたアルファのメンバーが、この脚本をどんな風に演じてくれるか想像するだけでわくわくして書く手が止まらない。

　そう話すと、柊がふっと笑う。

「何か変なこと言いました？」

「いや。まさかこんな風になるとは思わなくてね……」

　なぜか嬉うれしそうな表情で笑う柊に首を傾かしげると、「だってそうだろう」と柊は言う。

「確かに、俺は役者の個性を活いかす脚本を書いて欲しいとは言ったけど、高岡を含ふくめ他ほかのメンバーの事をここまで考えて書けるとは正直思ってなかった」

　期待以上だよ、と柊は目元を和やわらげる。

「……そういうことは、ちゃんと俺が書き上げた脚本を読んでから言ってください」

「そうだね。褒めるには早すぎた」

　楽しそうに笑う柊から、明流は視線を逸そらす。

「でも、もし俺がちゃんとアルファの皆みんなの事を考えて脚本を書けているとしたら、それは柊さんのおかげです」

「俺の？」

「はい」

　不思議そうな顔をする柊がおかしくて、明流は頰ほおを緩ゆるめる。

「俺、今までずっと自分が書きたい話を書きたいって思ってました。自由に書きたい、好きに書きたいって。でも、いろんなしがらみとか大人の事情ってやつに押さえつけられて自由に書けなくて、悔くやしくて……」

　それでも、あのアンケートを書いてくれた人のように、自分の書いた作品を面おも白しろいと言ってくれる人が居るならと踏ふみとどまってきた。そして、アルファの舞台を観たとき、この劇団なら自分が書いた脚本を活かしてくれるんじゃないかと、そう思った。

「でも、柊さんの話を聞いて、俺は自分中心で考えてたって、ようやく気づきました」

　柊は、常に自分の事以上にアルファの事と役者の事を考えていた。アルファの為ために、自分が主演に立つ必要はない。大事なのは役者の個性を伸のばし、劇団を成長させること。

　高校の演劇部で脚本を書いていたときは、部員の事を想おもって書いていた。どうやったら部員の演技を活かせるか、そして観客に楽しんでもらえるか。そればかりを考えていた。

　それなのに、失敗が続き卑ひ屈くつになって、そんな想いは消え去っていた。

「俺は、今こうやってアルファの事や役者の事を考えながら脚本を書くことがすごく嬉しくて、楽しいです。だから、今回の脚本だけで終わりたくありません。俺は、アルファの作家になりたいです」

　柊と同じ目線で、アルファと役者の事を考えていたい。柊が目指す方向に進めるような脚本を、もっともっと書きたい。

　書けば書くほどアルファへの想いは膨らんで、この一作品だけでは満足なんてできない。

「結果次し第だい、だけどね」

「……分かってます」

　だからこそ、自分でも納なつ得とくいく脚本に仕上げなければ気が済まない。

　しっかり食べて、早く作業に戻ろう。そう思って、二つ目のサンドウィッチに手を伸ばすと、柊が小さく息を吐はく。

「俺は、明流ほど純じゆん粋すいに劇団や役者の事を考えているわけじゃないよ」

「え？」

「俺がそう考えて行動するのは、それが義務だと思ってるだけだよ」

「それは、代表としての義務ですか？」

「それもある。でも、それだけじゃないかな」

「何か理由があるんですか」

　自じ嘲ちようするような言い方をされ、思わず気になって問いかけてしまう。

「俺は、自分が自由に演じられる場所が欲しくて劇団を創つくったからね」

　明流と大して変わらないかもよ、と柊は言う。

「なんのしがらみもなく演じられる場所が欲しくてメンバーを集め、劇団を設立した。だからこそ、所属しているメンバーを育て、劇団を成長させるのは俺の義務なんだよね」

「……柊さんも、自由に演じられない状じよう況きようだった事があるんですか？」

「さあ、どうだろうね」

　柊がいつもと同じ笑え顔がおを見せて肩かたをすくめ、逃にげられた、と思った。

（なんか、ちょくちょく逃げられてる気がする……）

　これ以上聞いてはいけない、話す気はない、と線引きされているような感覚。今までの中で一度や二度ではなかったと思う。

（別に無理に聞き出そうなんて思ってないけど……）

　でも、中ちゆう途と半はん端ぱに話を切られると気になる。それに、さっきの柊の話は自分としては少し納得できない。

「さ。続きをやるんだろ。片づけておくから、頑がん張ばりなよ」

「あの……」

　食べ終わった皿を下げようとする柊に向かい、明流は思わず声をかける。

「ただの、義務じゃないと思います」

「明流？」

「だって、本当に義務感だけなら、柊さんはあんなに嬉しそうな顔しなかったと思います」

　自分が高岡を活かす形で脚きやく本ほんを修正すると言った時、柊は本当に嬉しそうに笑ってくれた。柊や蘇我は高岡を周りを立てる演技ができる人だと言ったけど、それは柊も同じだ。

　周囲の役者を引き立て、その良さを引き出す事ができる役者。それでいて、決して自分の演技を抑おさえる事はしない。

　以前、柊の殺陣たてを観て静かな殺陣だと感じたことがあった。でも、あの時は柊がそのように動くことで、激しい殺陣が持ち味の高岡を引き立てていたように思える。

　自分のため、義務のため。そうとしか考えていない人の演じ方とは思えない。

「確かに義務感もあるかもしれませんけど、それだけじゃないですよね。柊さんは、アルファが好きで大事だから、ちゃんと成長させたいって思ってるんじゃないんですか？　俺から見れば、柊さんは家族みたいにアルファを大事にしてるように見えます」

　劇団や役者に対する情熱や愛情。そういったものを柊から何度も感じた。だからこそ、義務なんて言い方、彼には合わないと思う。

「……すいません。生意気な事言いました」

　何も言わない柊に耐たえきれず、小さく呟つぶやいて視線を落とす。

　すると、頭の上に大きな手が載のった。

「そうだとしたら、嬉しいね」

「……柊さん？」

「ほんと、明流はいろいろと、予想外で困る」

　髪かみに指を差し込まれ、柔やわらかな手つきで撫なでられる。子供扱あつかいのようだと感じるのに、心地良いとも感じてしまって反応に困る。

「ねえ、明流。抱だきしめていい？」

「……え？」

　髪を撫でていた手が肩に置かれたと思うと、そのまま柊の胸の中に抱き込まれた。

「え、あの、柊さん!?」

「嫌いや？」

「そうじゃなくて、あの……」

「嫌じゃないなら大人しくしてなよ」

　椅い子すに座ったままの身体からだを抱きしめられ、何度も頭を撫でられる。

　なぜ突とつ然ぜん抱きしめられているのか理解できない。それなのに、戸と惑まどってはいても、少しも嫌だと思ってない自分に驚おどろく。

　ドクドクと鼓こ動どうが速くなる。それなのに、なぜなのか……。

（安心する……）

　自然と身体が動き、柊の背に腕うでを回しそうになる。その瞬しゆん間かん、ぱっと柊の身体が離はなれた。

「はい。息いき抜ぬき終わり」

「……へ？」

「明日あしたにはちゃんと完成した脚本を見せてもらわないと困るから、気合い入れて頑張ってよね」

　一度置いたトレイを手に持ち、柊はさっさと部屋を出ていこうとする。

「ちょっ、今のってなんなんですか!?」

「抱きしめたこと？」

　不思議そうに問いかけられ、頷うなずく。おそらく赤くなっているであろう自分とは対照的に、柊は何事もなかったかのように平然としている。

　柊は少し考えて、にっこりと笑った。

「充じゆう電でん、かな」

「充電って……？」

「それじゃあ、頑張ってね」

　そう言うと、柊はそのまま部屋を出ていってしまった。

（充電ってどういうことだよ……）

　集中力を取り戻もどすまで約十分。明流は頭を抱かかえ続けた。
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『ライカンスロープ』

　大きな山々に囲まれた小国ヒシャタ。この国の人々は古くから山に棲すむ狼おおかみと共存していた。だが五年前、山から下りてきた狼が町を襲おそう事件が起こり、人と狼の関係は一変。

　国は狼を狩かる部隊、狩しゆ猟りよう部隊を設立。激しい狼狩りが行われるようになる。

　狩猟部隊の部隊長であるイグニスは、襲われた町の出身で誰だれよりも狼を憎にくみ、数多くの狼を狩り続けた。そんな人と狼の対立に、人じん狼ろうのウェンテは胸を痛めていた。

　──ここに居る狼たちは、町を襲ったりしていない。あの日、町で何があったんだ

　真実を知るため人の姿で町へ行ったウェンテはイグニスと出会う。

　狼を憎むイグニス。狼を守りたい人狼のウェンテ。そこで、二人が知ることは……。









　改めて書き上げた脚本を柊と蘇我に確かく認にんしてもらった翌週。アルファの劇団員全員が集められ、配役が発表された。

　明流が考えた配役、脚本がそのまま採用された形になり驚いたが、柊の言葉を思い返し、驚いている場合じゃないと自分を引き締しめる。

　──明流が自分でベストだと思う物を創って、俺も蘇我もそれを認めた。それの何が不満？

　──不満とかはないです。でも、本当にこれでいいのか不安で……

　──明流は、不安を感じる要素を残したままこの脚本を仕上げたの？

　そう聞かれたとき、明流は即そく座ざに否定した。

　実際に演じる姿を観みればまた変へん更こう点は出てくるだろうが、今できる自分のベストは尽つくしている。この脚本をアルファの皆みなが演じてくれると思うと、それだけで胸が沸わき立つ。

　──もう少し自分が創ったものに自信を持ちなよ。仁科明流として、勝負するんだろ

　柊の言葉を胸に刻み、弱気になるなと自分を叱しつ咤たする。

　主演に選ばれたことに高岡ははじめ戸惑ったようだが、脚本を読み終えたあと、自分に声をかけてくれた。

　──いい脚本をありがとな。恥はじない演技ができるよう頑張るよ

　その言葉に、自分の書いた脚本は高岡が演じたいと思える形になっていたのだと感じ、嬉うれしかった。

　これから、アルファは本格的に殺陣の振ふり付けに入る。振り付けが決まってから、最初に殺陣稽げい古こを行い、それから台詞せりふを入れての通し稽古。これらを三ヶ月間で行うというのだから、かなりハードなスケジュールだろうなと明流は苦く笑しようする。

　自分は今後も継けい続ぞくして稽古に立ち会い、蘇我や柊、演出家とも話し合って、必要なら脚本の修正を行っていく。とは言っても、脚本が仕上がっていない頃ころよりは、自分の時間を作りやすくなるだろう。

（でも、そんな時にまさかまたここに呼ばれるなんて……）

　狭せまい空間の中を見回し、明流は大きく息を吐はく。

　テレビ局内の小さな会議室。

　以前、藤倉と話をした会議室と同じ場所ではあるが、もう当分──もしかしたら一生──ここに来ることはないのでは、と思っていたのに、こんなに早くまた来ることになるなんて。正直、藤倉に呼び出された理由も分からない。

　藤倉はまだだろうかと落ち着きなく視線をさ迷わせていると、ようやくドアが開いた。

「ごめんごめん、お待たせ」

「おつかれさまです。藤倉さん」

　慌あわてて飛び込んできた藤倉に、明流はほっと息を吐く。

「呼び出しておいて悪いけど、あまり時間もないから単刀直入に言わせてもらうよ。仁科くん、ドラマの脚きやく本ほんを書いてみる気はない？」

「ドラマ、ですか？」

　驚いて思わず聞き返すと、藤倉は頷く。

「ドラマと言っても単発でね。二時間半の企き画かくドラマで、四本の恋れん愛あいドラマをオムニバス形式で撮とる予定。それで、その脚本家候補に仁科くんを推すい薦せんしようと思うんだ」

「俺を、ですか？」

「ああ。とは言っても、簡単な選考があるんだ」

　企画内容を詳くわしく聞くと、ドラマの放送は半年以上先。今放送中のドラマが終わって次のドラマが始まるまでの間の時期に放送予定。

　オムニバス形式なので、四本の中に柱となる共通点を作り、それ以外もどのようなテイストの恋愛ドラマがいいかのオーダーを受け、四人の作家が別々に書く。出演者もまだ予定とはなっているものの、今話題の俳優や人気アイドルなどを起用するようだ。

　かなり力の入った企画だということは、容易に察せられる。

「こんな企画に、俺が参加して大だい丈じよう夫ぶなんですか」

「でなきゃ声はかけないよ。もちろん、仁科くん以外にも候補は居るから決定ではないけど、もしよかったら、選考会にだけでも参加してみないかい？」

　明流を含ふくめ、候補者は八名程ほど。その中から選考を行うのだという。明流としては、願ってもないチャンスだ。だが、一つ伝えておくと、と藤倉が声を潜ひそめる。

「おそらく、出演者の中に小岩井さんが居る」

「え……」

「監かん督とくと小岩井さんが親しくてね。おそらく、小岩井さんの出演は確定なんだ。知ってて黙だまってるのも悪いと思ってね。ちゃんと言っておこうと思ったんだ」

　まだこのドラマの事はもちろん、出演者情報も完全社外秘だろう。それをこうして話してくれるのは、藤倉がそれだけ自分のことを気き遣づかってくれているからだと分かる。

「正直、仁科くんは小岩井さんとあまり関かかわりたくないかと思うんだ。それでも……」

「藤倉さん」

　苦しそうに話す藤倉の言葉を遮さえぎり、明流は笑う。

「教えてくれて、ありがとうございます。でも、俺の気持ちは変わらないから大丈夫です。選考会、挑ちよう戦せんさせてください」

　きっぱりと言い切り、明流は藤倉に向かって頭を下げる。

　おそらく、少し前の自分ならもっと悩なやんだだろう。小岩井と一いつ緒しよに仕事をすることは、はっきり言って怖こわい。

（でも、仁科明流の名前に恥じることなく、勝負するって約束したから）

　柊の言葉を思い出し、明流は笑う。

　ここで怯ひるんだりすれば、彼はきっと冷たく自分を怒おこるだろう。脚本に決まったとなれば、見返してやる機会ができたねといつものように意地の悪い笑えみを浮うかべそうだ。

　どちらにしろ、逃にげるなんて事は絶対にできない。

「仁科くん、変わったね」

「そうですか？」

「ああ。いや、自信を取り戻したのかな」

　自分のことのように嬉しそうに頰ほおを緩ゆるめる藤倉に照れて、明流は頭を搔かく。

「たぶん、これのおかげです」

　そう言って、明流は自分のカバンからフライヤーを一枚取り出し、藤倉に渡わたした。

「この前話した舞ぶ台たいです。その公演の脚本を書いているので、もしよければ観に来てください」

「これがそうなのか。ああ、知ってるよ。高岡さんが所属している劇団だね」

　写真付きのフライヤーは昨日できあがったばかりだ。自分の名前が載のったフライヤーを誇ほこらしいと思うのも久しぶりの事で、公演が近づいている感覚に胸が躍おどる。

「是ぜ非ひ、観に行かせてもらうよ」

「ありがとうございます」

　藤倉の言葉に、明流は改めて頭を下げる。

　いつまでに、どういった脚本を仕上げればいいのか。脚本応おう募ぼに向けた必要事じ項こうを確認して、明流は会議室を出た。

　外まで送るよ、と言ってくれた藤倉の言葉は丁てい重ちように辞退した。忙いそがしい中、無理に時間を作ってくれたであろう藤倉を、これ以上引き留めることはできない。

（足が軽い）

　あんなに息苦しかったテレビ局内を、こんな気持ちで歩ける日が来るなんて思わなかった。

　小岩井の事が頭から消えた訳ではないが、こうして脚本を書くチャンスを得られたことを嬉しいと感じている自分に、気持ちが軽くなる。

　やっぱり自分は書くことが好きなのだ。

（そう思えるのは、柊さんのおかげだな）

　柊が自分に言ってくれた言葉がなければ、小岩井に対してもっと怯んでいたかもしれない。こんな気持ちで、脚本を書くことを喜べなかったかもしれない。

　思っていた以上に、柊の存在が自分の中で大きくなっている。でも、なぜか嬉しい。

（脚本の事話したら、柊さんはなんて言うかな……）

　想像するだけでわくわくする。

　上じよう機き嫌げんのままテレビ局を出ようとした時、前から歩いてくる人物に気づいて明流は足を止めた。

（小岩井さん……）

　運がいいのか悪いのか。またこうやって小岩井と遭そう遇ぐうしてしまう自分のタイミングの悪さを呪のろいたくなる。

（でも、どうせ向こうは俺の事なんて覚えてないんだから）

　また無視されるだけの事。そう自分に言い聞かせ、明流はぐっと拳こぶしを握にぎり壁かべ際ぎわに避よけて軽く頭を下げる。

「……仁科明流さん、だったかな」

「え!?」

　呼ばれた声に顔を上げると、なぜか自分の前で小岩井が足を止めており、肩かたが跳はねる。

「あ、はい。仁科明流です。ご無ぶ沙さ汰たしております」

「ああ。君も仕事？」

「はい。少し打ち合わせに……」

　なるべく平静に返事をするものの、心臓が痛い程ほど激しく動いていて息が上がりそうになる。

（なんで、俺に声なんて……）

　以前すれ違ちがった時は完全に無視だった。たとえ自分の事を覚えていたとしても、声をかけてもらえるようないい印象なんて微み塵じんもないはず。

　なぜ急に声をかけてきたのか。訳も分からず、ただ問いかけに答える事しかできない。

「君は今度、舞台の脚本を書くらしいね」

「はい。演劇集団アルファの脚本を書かせていただいてます」

「告知、私も見させてもらったよ。これはまだ非公開の情報だが、今度その劇団の柊さんと共演する予定があってね。せっかくだから、舞台を観みに行こうと思ってたところなんだ」

「あ、ありがとうございます」

　非公開情報で、小岩井と柊が共演。それは、きっと今度柊が主役を演じる映画の事だろう。

（それで、俺のことを思い出した、とか……？）

　だからといって、小岩井が自分に声なんかかけるだろうか。どこか不自然な気がしてわずかに眉まゆを顰ひそめる。

「私が舞台を観に行くこと、柊さんに伝えてもらっていいかな。楽しみにしている、ともね」

「……分かりました」

　そう応えると、小岩井はそれ以上何も言わず何事もなかったように明流の前を過ぎ去った。

（な、なんだったんだ……）

　早はや鐘がねを打つ鼓こ動どうはまだ収まりそうにない。

　柊にそれを伝えてほしくて、わざわざ自分に声をかけてきたのか。それにしたって、気に入った人物しか顔も名前も覚えず声さえかけない、という噂うわさの小岩井が自分に声をかけてくるだろうか。むしろ、覚えていることに驚おどろきだ。

（それだけ、悪い印象が強すぎた、とか……？）

　自分で自分の考えに落ち込みつつ、明流は早足でテレビ局を飛び出した。







　こうして柊と向かい合って同じ食事を取るのは、随ずい分ぶんと久しぶりに感じる。

　どうにも落ち着かないままテレビ局から帰ってきたあと、柊から『今日は早く帰れそう』と連れん絡らくがあった。それなら、久しぶりに一緒に食事を取ろうと決めて、準備に取り掛かかった。

　余計な事を考えないように、と料理に打ち込んだ事もあってかいつもより品数も内容も気合いが入ってしまった。

　それを、丁てい寧ねいに食べながら美味おいしいよと言ってくれる柊との食事は、やっぱり楽しい。

（ちゃんと言わなきゃ……）

　小岩井が言ったこと、柊に伝えなくては。そう思うのに、何をどう話せばいいのか。なぜか上手うまく言葉にできず視線を落とすと、柊が食事の手を止めた。

「明流、何かあった？」

「え。なんでですか？」

「ぼーっとしてるし、上の空。もしかして、疲つかれてる？」

「そんなんじゃないです」

「そう？　だったら、何かあったの方が正しい？」

　少しだけ躊躇ためらいつつ頷うなずくと、話せるなら話してごらんよ、と促うながされた。

「あの、今日テレビ局に行ってきたんです。仕事の話で……」

　まだ非公開情報なので詳しよう細さいは言えないものの、もしかしたらまたドラマの脚きやく本ほんを書けるかもしれない。そう話すと、柊はよかったね、と笑ってくれた。

「でも、そのドラマに小岩井さんが出演するかもしれなくて……」

「それも良い事じゃないか。見返してやるチャンスができたね」

「柊さんなら、そう言うと思ってました」

　予想していた反応に、明流は小さく笑う。やっぱり、小岩井が出演すると分かっても脚本に対して前向きで居られるのは柊のおかげだ。

　そう思って嬉うれしくなりながらも、「でも……」と明流は声を落とす。

「テレビ局を出ようとしたとき、偶ぐう然ぜん小岩井さんに会ったんです」

　そう言うと、柊は持っていた箸はしを置く。

「……それで？　何か言われた？」

「大したことじゃないです。ただ声をかけられて……。小岩井さんがアルファの舞台を観に行こうと思ってるらしいんです。それを、柊さんに伝えて欲しいって言われて」

「……他ほかには？」

「え？」

「他に、あいつから何か言われなかった？」

　その言葉に、明流は目を見開く。

　柊は今、小岩井に対して「あいつ」と言った。正直言って明流にとって小岩井は気に入らない相手ではあるものの、目上の役者であり共演の経験もない柊が、小岩井に対してあいつと言ったことに違い和わ感かんがある。

（そっか、だから変な感じがしたんだ……）

　小岩井に関しても、わざわざ自分に声をかけてきたことも不思議だったが、共演経験のない柊に対して、舞台を調べる程ほど関心を持っている事も、小岩井の印象と合わない。

「それ以上は何も言われてません。でも、柊さん、小岩井さんと何かあったんですか？」

「どうしてそう思う？」

「……柊さんも、小岩井さんも、互たがいに関心を持ってる気がしたから、ですかね」

　この違和感のせいで、明流も柊に対して素す直なおに小岩井の事を話し難にくかった。

　だが、柊は真しん剣けんな空気を霧む散さんさせるように、笑う。

「関心はあるよ、初共演だからね。それに、明流の話を聞けば、どんな相手なのか興味ぐらいは湧わくだろ？」

「そう言われると、そうかもしれませんけど……」

「明流が気にするような事は何もないよ。それより、明流は選んでもらえるようなドラマの脚本を仕上げる事の方が重要なんじゃないかな？」

「わ、分かってます」

「せいぜい頑がん張ばりなよ。でも、アルファの方の手を抜ぬくような事があったら、許さないからね」

「それも分かってます！」

　そう言うと、柊はくすくすと笑って、食事を再開する。

（……はぐらかされた？）

　無む理り矢や理り会話を終えられた気がする。

　それでも、それ以上追つい及きゆうすることもできず明流も食事を続けた。すると、柊がふと口を開く。

「もし、また小岩井が明流に接せつ触しよくする事があっても、あまり関かかわらないようにね」

「そうそう何度も会わないと思いますけど……」

「うん。それが一番いいね」

　さらりとそう言って、柊はそれ以上は何も言わず食事を続ける。

（やっぱり、何かある……？）

　それでも、明流はそれ以上何も聞けなかった。







「もうこんな時間か……」

　ふと手を止めて時間を確かく認にんし、明流は大きく息を吐はく。

　夕食後、それ以上は特に話もせず、柊は部屋へと入ってしまった。明流もまたドラマの脚本を考えるために一人の時間が欲しかったので、それ自体はよかったのだが。

（なんか、スッキリしない……）

　他人の、特に芸能人のプライベートには必要以上に踏ふみ込んではいけない。それは、明流自身、何度も学んできた。

　それでも、柊の事はどうしても気になる。ファンだからなのか。いや、それだけではない。

（柊さんのこと、もっとちゃんと知りたいんだ……）

　役者としての柊だけでなく、彼自身の事を知りたい。それはもう、ファンの域を超こえている。

「柊さん、もう寝ねてるかな……」

　現在、深夜の一時過ぎ。

　自分のコーヒーを淹いれるついでに、柊も起きているようなら飲み物がいるか聞いてみよう。

　そう思って、明流は部屋を出た。

（明かり点ついてる……）

　リビングの照明は消えているが、柊の部屋はドアの隙すき間まから明かりが洩もれており、まだ起きているようだ。

（飲み物、いるかな……）

　ドアをノックしようと一歩近づいた、その時。

「よくこの番号が分かりましたね」

　ドア越ごしに聞こえた声に、明流はびくりと足を止める。

（電話？　誰だれかと話してるのかな……）

　盗ぬすみ聞きなんていけない。そう思うのに、柊の声が気になって身体からだが動かない。

「俺が今どこに居るかなんて、教えるはずないでしょう。もっとも、わかったところであなたが危険を冒おかしてまで俺に会いに来るとは思いませんけど」

　冷たい声。柊が自分に対して厳しく言う時も、こんなに冷めた柊の声は聞いたことがない。

（誰と話してるんだ？）

　話すのも嫌いやだと言いたげに、柊のものとは思えない苛いら立だった声がドア越しに響ひびいてくる。

　少なくとも、アルファの誰かではないと思う。

「今日、仁科さんに余計な事を言いましたね」

　突とつ然ぜん自分の名前が出て、肩かたが跳はねる。

「あなたが俺に関心を持っていると知るだけで、不自然に感じる人も居るでしょう。関わらないことが一番互いのためだと思いませんか？」

　柊の語調がさらに荒あらくなり、明流は息を吞のんだ。

（もしかして、話している相手って小岩井さん!?）

　まさか、と思っても、今日自分と話をして柊も知っている相手となると、小岩井ぐらいしか心当たりはない。でも、柊の話し方といい、はじめて会話している様には聞こえない。

　興味を引かれたせいで、いけないとは思いつつも、柊の話に耳を立ててしまう。

　どうやら、会う会わないで問答を繰くり返しているようだ。

「なんと言われようと、俺は映画の出演を辞退するつもりはありません。そんなに俺との共演を避さけたいのでしたら、あなたが出演を辞退してください。俺から言えるのはそれだけです」

（出演辞退？　柊さん、なんの話を……）

　映画となると、柊が主演に決まっている作品の事だろう。その話ができる相手となると、やはり同じく出演が決まっている小岩井としか思えない。

「それと、仁科さんにもこれ以上手出しをしないでもらえますか。無関係の人に詮せん索さくされるのは面めん倒どうなんでね」

　その冷たい声こわ音ねに再びびくりと肩が跳ねる。

「第一、余計な詮索をされて不都合があるのはあなたの方だと思いますけど。俺としても、これ以上名ばかりの父親に振ふり回されるのはごめんです」

「えっ……」

　思わず声が出てしまい、慌あわてて口を噤つぐむ。

（やばい、やばい……）

　必死に息を殺すが、激しく騒さわぐ胸が苦しくて足が動かない。

（父親って、誰が誰の……）

　柊に無関係だと言われたことのショックや、他の想像がぐるぐると頭の中を巡めぐるせいで、思考が上手うまくまとまらない。

　とにかく、早く柊の部屋を離はなれなければ。

　そう思った瞬しゆん間かん、目の前のドアが開いた。

「っ……！」

　上がりそうになった声を、柊の手に口を塞ふさがれ止められる。

　柊は携けい帯たいを耳に当てたまま。電話の向こうの相手とは、まだ通話が繫つながっているようだ。

「……なんでもありませんよ。とりあえず、俺にはこれ以上話すことはありません。こちらにも、二度と連れん絡らくしてこないで下さい」

　そう言うと、柊は電話を切った。そのまま鋭するどい目で睨にらまれ、明流は息を吞む。

「す、すいま……」

「どこからどこまで聞いていたか、正直に話してもらおうか」

　逃にがさないと言うように、口を塞いでいた手でそのまま肩を摑つかまれた。

　言い逃のがれなんかできない。盗み聞きしていたのは事実だ。

「電話の相手は、小岩井さんですか……？」

「聞いてるのは俺の方。どこまで聞いて、どう思ったのか答えなよ」

　どう思ったか。そう問われて、明流はおずおずと口を開く。

「映画の話、でしたよね。柊さんはあまり相手のことを良くは思ってない感じで……。相手は小岩井さんなのかなって……、でも、小岩井さんが柊さんの……」

「俺の、何？」

　口にするのを躊躇ためらっていると、肩を摑まれた手に力が入った。びくりと肩を震ふるわせ、明流はゆっくりと口を開く。

「小岩井さんが、柊さんの父親とか……、そんなこと、ないですよね」

　ありえない想像だ。柊だって、そんなことはないと否定するはず。

　そう思って柊の目を見ると、彼は鋭い目を向けたまま口元だけをつり上げた。

「随ずい分ぶんと長く立ち聞きしていたみたいだね」

「ほ、本当に、すいません……」

「いや。同居相手が居るのに不用心に家の中で会話していた俺も馬ば鹿かだった」

　他人と暮らすのは難しいね、と柊の手が離れる。

「柊さん？」

　そのまま部屋に戻もどろうとする柊を思わず呼び止めた。すると、柊は口元を歪ゆがめて笑う。

「明流の言ったこと、俺は否定も肯こう定ていもしないよ。ああ、でも」

　振り返った柊が顔を寄せてきた。驚おどろいて目を見開くと、強い視線が突つき刺ささる。

「証しよう拠こも確証もないことを、明流は他言したりはしないよね」

　声を出すこともできずただ頷うなずく。すると柊はふっと笑い、そのまま部屋へと入ってしまった。

　閉じられたドアの前で、明流は立ち尽つくす。

（……何も、話してはくれないんですね）

　誰にも言わない所は信用されていると思う。それでも、何一つ教えてもらえないのは。

「俺が、無関係だからですか……？」

　ぽつりと洩れた言葉に、そんなの当然の事じゃないかと自分自身が肯定する。

　自分はただの作家で、アルファの座付き作家に決まったわけではない。この同居も期間限定のもので、こんな偶ぐう然ぜんや幸運が続かなければ、自分のような無名作家と柊が関わることなんてなかったはずだ。

　柊との距きよ離りが近づいたような気がしていたのは、単なる思い上がりだ。そんなの、分かってる。それなのに……。

（苦しい……）
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　殺陣たての振り付けもほぼ決まった。

　脚きやく本ほんから視線を上げ、稽けい古こ場ば全体を見み渡わたし、明流は息を吐はく。

　公演まで一ヶ月と少しとなった今、比ひ較かく的てきスケジュールが空いている役者はすでに殺陣を覚え始めている。

　今回役を与あたえられなかった役者は、様々な殺陣シーンで場を盛り上げるための端は役やくとして登場する。シーンによって人間側と狼おおかみ側の両方の殺陣を演じるため、殺陣を覚える量は下手すると役付きの役者より多いかもしれない。

　──こういった下積み期間が彼らの殺陣も演技も磨みがくし、彼らが居ることでアルファのウリである殺陣シーンに迫はく力りよくが増すんだよ

　以前、そう教えてくれたのは柊だ。

　何気なく柊に視線を向けると汗あせを拭ふいていた彼と視線が合い、慌てて逸そらす。

（ああ、またやっちゃった……）

　そう後こう悔かいしても、一度外した視線は戻せない。

　電話を聞いてしまったあの夜以来、まともに柊と話せずに居る。柊はいつも通りに振る舞まってくれているのに、避けているのは自分の方だ。

　盗み聞きしてしまった罪悪感や、自分は無関係だという寂さびしさ。それなのに、柊の事を知りたいと思う感情が抑おさえられない自分もいて。どうしても、今まで通りの態度で柊と接することができない。

（こんなことしてる場合じゃないのに……）

　殺陣の振り付けが終わるということは、台詞せりふも合わせた稽古がもうすぐはじまるということ。実際に演じる姿を観みて演出家と話し合う中で、脚本に変へん更こうが必要だと判断したらそれを行うのは明流の役目だ。だからこそ、ちゃんと集中してアルファの事を考えなければいけないのに。

　気づけば柊の事を考え、目で追ってしまう。そのくせ、相手と視線が合えば逃げる。これでは質たちの悪いストーカーのようではないか。

　殺陣の振り付けが仕上がっていく様子を見て、自分の思い描えがいていたストーリーが形になっていく手て応ごたえを確かに感じている。でも、より良くするために思考を止めてはいけない。

　ふがいない自分への苛いら立だちで頭をかきむしると、すぐ隣となりに人が立つ気配がした。

「苛立っているな」

　振り返ると蘇我がすぐ側そばに立っていた。その視線は稽古中の役者を真しん剣けんに見つめているが、向けられた言葉はきっと自分に対してだろう。

「……すいません」

「仁科の事じゃない。柊の方だ」

　蘇我の言葉に驚いて、明流も蘇我と同じように役者に視線を向ける。

　今は、高岡と柊が二人で演じるシーンの殺陣を通している最中。ここは高岡は戦うことに戸と惑まどいがあり、柊は高岡が演じる役に対して憎にくしみを持っているシーンだ。

　確かに柊の目は鋭く動きも荒あら々あらしいが、それは演技ゆえの事ではないのだろうかと、明流は思わず蘇我を振ふり返る。

「あいつは普ふ段だん飄ひよう々ひようとしてる分、感情が演技に出やすい。特に殺陣が荒くなる」

「……そう、なんですか」

「まあ、他ほかのヤツは気づいてないだろうけどな」

　それだけ些さ細さいな違ちがいなのだろう。自分には分からないのに、蘇我には分かる変化。そのことに、なぜか胸がざわつく。

「蘇我さんは、柊さんと仲がいいですよね」

「付き合いが長いだけだ。この中で三味庵旗はた揚あげ前から顔見知りだったのは柊だけだからな」

　かれこれ十年近い付き合いになると聞かされ、さらに胸の中がずんと重くなる。

「だが、ここまで苛立つ柊を見るのは、俺も二度目だ」

「そう、なんですか……？」

　明流の言葉に、蘇我は頷く。

　演技に出るほど柊が苛立っているのは、かなり珍めずらしい事らしい。そうしてしまった原因は自分なのだろうか。

「一度目は、どんな時だったんですか？」

　そして、どうやって苛立ちは治まったのか。それを知りたくてぽつりと問いかけると、蘇我はちらりと明流を見る。

「仁科になら、話しても大だい丈じよう夫ぶか」

「え？」

「いや……。一度目の時は、三味庵を旗揚げする少し前だったな。柊が映画出演のオファーを断って、私生活も演技もかなり荒あれた時期があった」

「柊さんが、仕事を断った……？」

　まさかと思って聞き返すと、蘇我は無言で頷く。

「映画の出演を柊本人が断り、当時あいつが所属していた劇団と事務所からはかなり責められたらしい。そのせいもあって、あいつはメディア関係の仕事が入りづらくなってる。俺が知っているのはその程度だ」

「どうして、柊さんから断ったんですか……」

「さあな。ただ、あいつの様子だと望んで断ったようには見えなかったな。その件があって、あいつはそれまで所属していた劇団と事務所を辞やめ、新規の劇団を旗揚げした」

「蘇我さんは、何も聞かなかったんですか？」

「聞いて話すようなヤツじゃないだろう」

　それは明流も分かるだけに、苦く笑しようするしかない。

　──自分が自由に演じられる場所が欲しくて劇団を創つくったからね

　柊がそう言っていたことを思い出し、明流は口を開く。

「蘇我さん、柊さんが出演を断ったっていう映画、なんていう映画だったか分かりますか？」

「タイトルは覚えてないが、確か監かん督とくは茂も呂ろ監督だったな」

「ありがとうございます」

　おおよその時期と監督が分かれば、かなり絞しぼりやすい。

　妙みような予感がした。明流はスマートフォンで手早く検けん索さくし、柊が出演オファーを受けたであろう映画を探す。

（……これだ）

　公開時期と監督名。そして、出演者の中に小岩井の名前を見つけ、嫌いやな憶おく測そくはさらに広がる。

（もしかして、柊さんが以前出演オファーを断ったのは小岩井さんのせい……？）

　この前の電話でも、映画の出演に関して揉もめていた。

（小岩井さんは独身だということになっている。もし、柊さんが小岩井さんの隠かくし子とかで、それが世間に知られないよう共演を避さけているのだとしたら……）

　自分との同居が小岩井からの接せつ触しよくを避けるためだとしたら。

（俺って、柊さんの足を引っ張ってるだけなんじゃ……）

　今の自分は、柊の劇団で脚本を書いているだけではなく、同居までしてしまっている状じよう況きよう。

　元々柊は業界関係者に知られるわけにはいかない、家を離はなれることは劇団関係者にも誰だれにも話していないと言っていた。それなのに、自分は脚本家であることを隠して柊と同居をはじめた。それを小岩井に知られては、柊の居場所も知られてしまうのではないか。

　嫌な想像ばかりが頭の中を埋うめ尽くす。

　もしかしたら、自分は今すぐにでも柊との同居を解消した方がいいのではないだろうか。

　黙だまり込んでいると、突とつ然ぜん大きな手に頭を摑つかまれ、そのままガシガシとかき回される。

「ちょっ、蘇我さん!?　痛いっ、痛いです！」

「柊が苛立ってる理由を探さぐろうと思ってな。やっぱり仁科か」

「なんでっ……。あっ」

　顔を上げると、いつの間にか柊が目の前に立っていて、明流は言葉を詰つまらせる。

　何を考えているか分からない目でじっと見下ろされたかと思うと、柊は蘇我を睨にらんだ。

「どういうつもりかな」

「単なる挑ちよう発はつだ。安く引っかかったな」

　すると、蘇我の手がようやく頭から離れる。

「ああ、そう。……演技に影えい響きようが出ていることは自覚してる。次の稽古日までには戻もどすようにするから、とりあえず余計な手出しは止やめてもらおうか」

「その言葉を守れるならな」

　蘇我は軽く肩かたをすくめ、高岡の方へと歩いていった。

　恐おそる恐る柊に目を向けると、じっと見下ろされていてびくりと肩が跳はねる。

「……明流くん、ちょっと話したい事があるんだけど、外にいい？」

「は、はいっ」

　急いで立ち上がり柊の後について稽けい古こ場ばの外に出る。防音ドアをしっかり閉めた途と端たん、柊は振り返った。

「柊さん？　え、え？」

　伸のびてきた手に頭を撫なで回され、何が起こっているか分からず放心する。

「明流は隙すき多すぎ。無防備すぎ」

「いや、あの……」

「蘇我の挑発に乗った俺も俺だけど、いろいろ不ふ愉ゆ快かいだからもう少し注意して」

「……あの、ちょっと意味が分からないんですけど」

「しばらくじっとしてな」

　好き勝手に頭を搔かき混ぜられ、ぐちゃぐちゃになった髪かみを梳すくように撫でられ、ようやく手が離れる。

　その間、何も言えず抵てい抗こうもできずに居た明流に、柊は息を吐はく。

「もう戻っていいよ」

「でも、話って……」

「別に話すような用件はないから」

　だったら、なぜ自分は外に連れ出されたのか。訳が分からず首を傾かしげ、明流は柊が撫でてくれた髪にそっと触ふれる。

「怒おこってないんですか……？」

「何が？」

「何がって……。蘇我さんが、柊さんが苛いら立だってるって言ってたから……。その、俺が盗ぬすみ聞きしたこととか、あの、いろいろと……」

　小岩井の名前を口にするのは憚はばかられ、明流は言葉を濁にごす。すると、柊は大きく息を吐いた。

「苛立ってる事は否定しないけど、別に明流に対してじゃないよ。明流と同居しているのにあの場所で電話した俺も不用心だったし、興味を引くような会話内容だったとも思ってるからね」

　それじゃあ、柊は何に対して苛立っていると言うのか。想像もつかず首を傾げると、柊が困ったように笑う。

「……一生誰にも話さないと決めたのに、まさか話したいと思う相手ができるなんて思わなかったんだ」

「それって」

「……いや。自分の余よ裕ゆうのなさに苛立ってるだけだから、明流が気にする事はないよ」

　また、はぐらかされた。

（俺には、話してくれないんですか……）

　柊が決して口にしないこと、それを自分が知ることはできないのだろうか。知りたいと思ってはいけないのか。

「ああ、でも。もし悪いと思ってるなら、無む駄だに俺を避けるのは止めようか」

「それは……、すいません」

「うん。それでいい」

　そう言うと、柊は稽古場へと戻ってしまった。

　明流はもう一度自分の髪を撫で、呟つぶやく。

「でも、今まで通りは、難しいです」

　さっきからずっと、胸がドキドキしている。

　明流は何度も深呼吸を繰くり返し、稽古場へと戻った。
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　日当たりのいい静かな窓まど際ぎわの席で、明流はコーヒーを飲みほっと息を吐く。

（ここに来るのも久しぶりだな……）

　テレビ局内のカフェテリア。関係者しか使うことのできないこの場所は、休きゆう憩けいスペースでもあり、ちょっとした打ち合わせにもよく使われている。

　いくつか考えた脚きやく本ほんの草案を提出するためテレビ局に来たが、会議室の空きがないらしく、待ち合わせ場所はこのカフェテリアになった。

（このドラマが決まるかどうか、大きいよな……）

　今のところ、アルファの稽古は順調。脚本が舞ぶ台たいの形に仕上がっていくにつれ、自分はアルファの座付き作家になれるのかという、別の不安が大きくなってきた。

　柊と関かかわり、脚本を書くことの楽しさを思い出した今、脚本家の仕事は絶対に辞やめたくない。

　コーヒーを飲んでため息を抑おさえつつ藤倉が来るのを待っていると、ふいに声をかけられた。

「一いつ緒しよに座っていいかな」

「え、あっ……」

　声に驚おどろいて振ふり返ると、なぜかそこに小岩井が立っていた。突然の事に胸が早はや鐘がねを打ちはじめ、何も言えずに居ると小岩井は目の前に座る。

「最近、よく会うね」

「は、はい……」

　声が震ふるえそうになるのをぐっと堪こらえ、明流は姿勢を正す。

（なんでこんなに会うんだよ。しかも、なんでここに座る!?）

　最初の一回は運が悪かったとしても、こう二度も三度も続けば、ただの偶ぐう然ぜんとは思えない。

（もしかして、わざと……？）

　柊と接点のある自分に接触するため、意図的に会うようにしているのではないか。見かけたら声をかけるようにしているのではないか。

（余計なことを言うわけにはいかない……）

　明流はぐっと拳こぶしを握にぎり、気を引き締しめる。

「仁科くんは、今日も仕事？」

「はい。ディレクターの藤倉さんとの打ち合わせに来ました」

「ああ。監かん督とくから話は聞いているよ。ドラマの脚本家の候補になっているらしいね」

　いい脚本を頼たのむよ、と言われ明流もまた頑がん張ばりますと応こたえる。

「そういえば、柊さんに言ってくれたかな。舞台を観みに行くこと」

　きた。そう思って、ぴくりと指が震える。緊きん張ちようのせいで、背中を嫌いやな汗あせが伝うが、それを悟さとられることがないよう、明流は慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「はい。お伝えしました。いらっしゃる日時が分かれば、関係者席をご用意できると思います」

「いや。仕事のスケジュールが分からないからね。自分で手配して行くからお気き遣づかいなく、と伝えてくれ」

　となると、いつ観に来るのか分からないということか。

「ところで、君はよく柊さんに会うのかな」

「はい。アルファの稽古に俺も参加させていただいてますので」

　下手な噓うそを吐ついてはボロが出かねない。絶対に知られてはいけないのは同居のこと。そう決めて、自分を落ち着かせる。

「なるほどね。だったら、稽古場に行けば彼に会えるのかな」

　彼というのは柊の事だろうか。小岩井の言葉に、びくりと肩が跳ねる。

「ちなみに、稽古はいつもどこで？」

　そう問われ、明流は息を吞のむ。

「……すいません。一いち概がいにどことは言えなくて。いつもレンタルスタジオを使用しているのですが、スタジオの使用状じよう況きようによっていくつかのスタジオを使い分けているので」

　それは、噓だ。アルファはほとんどレンタルスタジオＲＯＰＩＯしか使用していない。その上、本番までの残り三週間弱は、すべてスタジオの使用予約済みとなっている。

　他ほかの噓は吐かないと決めたはずなのに、咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かしてしまった。視線を落とすと、小岩井が「そうなんだね」と呟く。

「ＲＯＰＩＯという名前だったかな」

「えっ……」

「アルファが使用契けい約やくを結んでいるスタジオの事だよ」

　ぞわりと全身が粟あわ立だつ。力を込めて握った拳が震え、力の入らない視線を向けると、それぐらい簡単に調べられるよ、と小岩井が笑えみを深くする。

「勘かんがいいのかな。君はどうやら、私と会わせたくない人物が居るようだね」

「そ、そんなことは……」

「先さき程ほどから必要以上に緊張しているのも、言葉選びに慎重なのも、何か隠かくしているからかな」

　切り込まれた言葉に、明流は今度こそ声を失う。

（どうしよう。どうしよう……）

　相手はベテラン俳優。自分なんかに隠し事ができると思ったことが間ま違ちがいだった。

　何か言わなければと思うのに言葉が出てこず震える唇くちびるを嚙かみしめると、小岩井が目を細める。

「なるほど。あれが君に関わるなと言うわけだ。確かに、君は邪じや魔まそうだ」

　ドクドクと胸が騒さわいで目が回りそうになる。必死にプレッシャーに耐たえていると、小岩井が立ち上がった。

　懐ふところから一枚の封ふう筒とうを取り出し、明流の前に置く。

「それを彼に渡わたしてくれ。それと、連れん絡らくに応じるようにと君から伝えて貰もらっていいかな」

「だ、誰だれにですか……」

「それは言わなくても分かっているだろう？」　>>>♥

　席を立った小岩井が明流の真横で足を止める。

「君の脚本は、これから審しん査さにかけられるのだろう。監督に話して私もその審査に立ち会うことになっていてね」

「え……」

「脚本家で居続けるというのはとても難しいことだろう。これからも、仕事があるといいね」

　そう言うと、小岩井はそのままカフェテリアを出ていった。

　完全に小岩井が視界から消えて、明流は胸の中で重く固まった空気を全部吐はき出す。

（今の……、脅おどし……？）

　柊とコンタクトを取らせなければ、脚本の仕事が回ってくることはない。そう脅されたのだと理解した瞬しゆん間かん、全身から汗が噴ふき出す。

　消えたとか干されたとか、そんなことが本当に起こるのがこの業界だと、明流は知っている。実際、例のドラマで主演だったアイドルはその後仕事が入らず、消えた芸能人と言われている。あのドラマが原因で小岩井につぶされたのではないかという噂うわさは、明流の耳にも入ってきた。

（俺みたいなヤツなんか、簡単に消される……）

　でも、そんなこと柊に言えるわけがない。

（俺が、これ以上柊さんの足を引っ張ってどうするんだ……）

　テーブルの封筒を握り、明流は奥歯を嚙みしめた。







「こんな物もらったって、どうすればいいんだよ……」

　自室の椅い子すに深く腰こし掛かけ、明流は重たい息を吐く。

　あの後、藤倉がカフェテリアに来てくれたが結局打ち合わせに集中することができず、明流はすでにまとめていた脚きやく本ほんの草案だけ渡し、早々に家へと帰ってきた。

　せっかく時間を作ってくれた藤倉に悪いことをしてしまった。そう反省しつつも、とにかく小岩井と柊の事が頭から離はなれない。

　舞台の本番が近く、柊は舞台後には映画の制作発表も控ひかえている。封筒を睨にらみつつ、明流は腕うでを組む。

　封筒は糊のり付づけされておらず、明流はつい中身を見てしまった。中には、日時と場所が書かれた簡単なメモが一枚。柊に対し、ここに来いというメッセージなのだろう。

（渡さない、ってのが一番だよな……）

　大事なこの時期に、柊を困らせてしまうような事態は避さけたい。となれば、このまま柊にはこの封筒のことも小岩井に会ったことも隠すのが一番だ。柊と小岩井の関係に確信はないものの、会わせるべきではない事ぐらい、自分にだって分かる。

（そうなると、脚本家の仕事、もう無くなるのかな……）

　そう思った瞬間、足あし下もとが崩くずれていくような不安感に襲おそわれる。

　生活も苦しい上に、さらには脚本の仕事までなくなる。日々の生活に追われる中で忘れていたが、柊との同居生活が終われば、新たに住む家を探さなければいけないのだ。

　そうなってまで、自分が東京に留とどまる理由はどこにあるというのか。今いま更さら、智希に言われた実家に帰るという選せん択たく肢しが、頭の中に沸わき上がる。

（せめて、アルファの座付き作家になることが決まれば……）

　アルファの公演は年に二回行っていく計画らしい。せめてそれだけでも作家としての仕事を続けられるなら、他がアルバイト漬づけの生活になろうが、自分は東京に残る。アルファの脚本が書けるなら、他の生活が多少苦しくても耐えられる自信はある。

（でも、もしアルファの仕事がこの一本で終わりなら……）

　脚本家の仕事も無く、アルファの脚本も書けなくなったら、自分がここに居る理由はなんなのか。でも、もし東京を離れてしまえば。

（柊さんと……、会えなくなる……？）

　どくんと、胸が跳はねた。

　今までの自分にとっては柊は舞ぶ台たい上の人で、自分はただのファン。こんな風に関かかわることがなければ、たとえ東京を離れることになっても舞台さえ観みられればそれでいいと思えたかもしれない。でも、今は違ちがう。

　優やさしく見えてすごく厳しい人だということも、誰よりも劇団の事を考えた情に厚い人だということも、おかえりなさいの一言にすごく嬉うれしそうに笑う人だということも、自分は知ってしまった。あの人に認めて欲しい、あの人と同じ目線で劇団や役者の未来を見てみたいと思った。それはもう、ファンなんて感情ではない。

（俺、は……）

　震ふるえる指をぎゅっと握にぎりしめた瞬間、突とつ然ぜん部屋のドアが開いた。

「柊さん!?」

　驚おどろいて振ふり返ると、柊がそこにいて思わず立ち上がる。

「お、おかえりなさい。早かったですね……」

「またすぐ仕事に戻もどるよ。でも、一つ確かく認にんさせて欲しくてね」

　部屋の中に入ることなく、柊はドアの前に立ったまま。まるで逃にげ道を塞ふさいでいるようだと、明流は息を吞む。

「ついさっき、あの男から電話があったんだけど、明流は何か知らない？」

「あの男って……」

「名前を言わなくても、察しはつくよね？」

　小岩井の事だ。すぐにそう思って頷うなずくと、「会ったよね？」と続けて問われる。

「さっき、テレビ局で偶ぐう然ぜん……」

「そう。本当に会ったんだ……」

「あの、あの人は、柊さんになんて言ったんですか？」

「近いうちに俺と会うことを確信しているような話をされたけど、何か心当たりは？」

　あのメモの文字が頭をよぎり、びくりと肩かたが跳ねる。

「あるみたいだね」

「それ、は……」

「あの男は舞台の脚本よりドラマの脚本の方が金になるとも言ってたよ。意味は分かる？」

「っ……」

「以前にも一度あったんだよね。あの男がスポンサーに脅しをかけて俺を強制的に降板させたこと。明流も、何かあいつに脅されでもした？」

　何も言えずに居ると、柊は察したかのように苛いら立だたしげに息を吐く。

「やっぱり、同居なんかするべきじゃなかった……」

「……え？」

　弾はじかれたように顔を上げると、柊は時間を確認し眉まゆを寄せる。

「悪いけど、時間だ。話の続きはまた後で」

「柊さん!?」

「明流は余計な事を考えないように」

　そう言うと、柊はそのまま部屋を出て行ってしまった。慌あわただしく玄げん関かんのドアが閉まる音を聞き、明流はその場に座り込む。

「俺と一いつ緒しよに住んでるから……」

　自分が柊を降板させるために小岩井に利用されている。これは、柊が最も避けようとしていた状じよう況きようではないのか。だからこそ、柊は同居相手に他人であるはずの自分を選んだはずなのに。

「俺が、隠かくしてたから……」

　すべては自分の噓うそが招いてしまったこと。柊のために頑がん張ばりたい。そう思っていたはずなのに、自分が一番柊の足手まといになっているではないか。

　自分と同居を続けていることを、柊はきっと後こう悔かいしている。

「はじめて、ただいまって言わなかったな……」

「おかえり」と言った自分に対して、柊ははじめて「ただいま」と口にしなかった。そのことに、ずきずきと胸が痛む。

「俺、ここに居ちゃだめだ……」

　同居なんかするべきじゃなかったという柊の言葉が、胸に刺ささる。嫌いやだと思ってしまった。自分は、まだ柊と一緒に居たい。離れたくない。アルファの中でも外でも、柊の側そばに居たい。

　それは、ファンだとか仕事の関係だとかを超こえた、もっと感情的な想おもい。

　だからこそ、もうここには居られない。

「好き……、なんだ」

　呟つぶやいた瞬しゆん間かん。その言葉が胸にすとんと落ちた。
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　本番まで二週間を切った。

（小岩井さんが指定した待ち合わせ日は明後日あさつて、か……）

　重い息を吐はき、明流は天てん井じようを仰あおぎ見る。

「おつかれ、明流。なんか疲つかれてないか？」

「別に平気ですよ。高岡さんもおつかれさまです」

　タオルで汗あせを拭ふきながら近づいてきた高岡に、明流は笑えみを返す。

「そっか。昨日は結構飲んでたからさ、二日酔よいかと思ったよ」

「確かにそれなりに飲みましたけど、でも高岡さんの半分も飲んでないですからね」

「そうだっけ？　でも、明流は酒弱いからな」

　豪ごう快かいに笑う高岡に、明流は苦く笑しようする。

　あれから一週間、明流は家に帰らず、高岡の家で寝ね泊とまりさせて貰もらっていた。

　柊に誤解されたあの日、明流は柊にメールを送った。

『俺は、この家を出ます。柊さんに迷めい惑わくはかけませんから』

　想いを自覚してしまった以上、今まで通りに過ごすなんてできない。

　そう思ったら、なんの当てもないのに、気づけば最低限の荷物だけもって家を出ていた。

　これからどうしよう。そんな事を考えている時、偶ぐう然ぜん高岡から電話が来た。

　飲みに行かないか、という誘さそいに釣つられて待ち合わせ場所に行くと、なによりも先に荷物の多さに驚かれた。

　事情があって、とにかく家を離はなれなくちゃいけない。安いカプセルホテルかネットカフェに泊とまろうと思っている。そんな曖あい昧まいな誤ご魔ま化かし方で逃げようとしていると、高岡から笑われた。

　──なんだ家出人かよ。それなら、しばらく俺のとこ泊まっていきな

　一週間でも一ヶ月でもいいぞ、という太っ腹な誘いに甘え、明流は今高岡の家で寝ね泊とまりしている。

「今日も、晩メシよろしくな」

　高岡の言葉に、明流は笑顔で頷うなずく。周りに聞こえないよう声を潜ひそめては居るが、こうして稽けい古こ場ばで食事の話なんかすると、どうしても違い和わ感かんを覚える。

（柊さんとは、絶対にできなかったからな……）

　柊との同居は誰だれも知らない。こうして一緒に稽古場に居ても、自分と柊は用があるときしか話をしていなかった。だからこそ、周囲には柊も明流も普ふ段だん通りにしか見えないだろう。

　今までと変わらない態度の上、あれから柊から連絡が入る事もない。自分との同居解消に、柊は内心ほっとしているのかもしれない。そう思うとどうしようもなく悲しくなる。

（ダメだな。俺……）

　高岡と話しながらも、気づけば柊の事を考えてしまっている。

　そんな自分に呆あきれつつ稽古中の柊に視線を向けると、突とつ然ぜん蘇我が手を叩たたいた。

「柊。おまえは一度抜ぬけろ。高岡！　二幕の頭のシーンから入れ」

　苛立っているような蘇我の声に驚きつつ、高岡は稽古場の中心へと入っていった。

（……なんで？）

　今は、柊と高岡以外の狼おおかみ族が争うシーンを合わせ始めたばかりのはず。それなのに、唐とう突とつに演技を中断させ、柊を稽古から外す理由が分からず、明流は目を丸くする。

　だが、柊は何か思うことがあるのか苦い顔を浮うかべたまま、稽古場を出て行ってしまった。

（調子が悪いのかな……？）

　自分の目には普段通りの演技にしか見えなかったが、どこか不調だったのかもしれない。

　また柊の事ばかり考えている自分に気づいて思わず頭かぶりを振ると、蘇我が近づいてきた。

「仁科、柊と何があった？」

「俺、ですか？　特に何も……」

「何かあっただろう。ここまで芝しば居いに集中できてない柊を見るのは、俺もはじめての事だ」

「え……？」

　驚いて顔を上げると、蘇我は険しい顔で稽古を続ける役者たちを観みながら、さらに口を開く。

「余計な事に首を突つっ込むつもりはないが、なるべく早く解決させてやれ。このまま長引くとさすがに俺も黙だまってはいられない」

　蘇我の言葉に、明流は目を瞠みはった。

（集中してない？　柊さんが……？）

　自分にはとても信じられない。

　蘇我が言うのなら、本当に柊の演技は通常と違ちがうのかもしれない。でも、と明流は思う。

「俺が原因とは、思えません。俺に関することで、柊さんがそこまで動どう揺ようすることなんてないと思いますし……」

（たぶん、小岩井さんの事なんじゃないかな……）

　柊は自分が脚きやく本ほん家だと知った後も、演技に影えい響きようが出ることはなかった。それどころか、稽古も自分との同居を隠すのも完かん璧ぺきだった人だ。

　自分の動向で、そこまで柊が動揺する事なんてないと思う。

　もしかしたら、自分が居ない間にまた小岩井から柊へのコンタクトがあったのかもしれない。

「……それを本気で言っているのなら、仁科は考えが甘いな。いや、甘いのは自分を過信していた柊の方か……」

「あの、なんの話ですか……？」

「そろそろあいつの我が慢まんも限界だろうから、覚かく悟ごしておけということだ」

　すると、蘇我は演技中の高岡に向かって「動きを小さくするな！」と怒ど鳴なった。

　その言葉に、明流は蘇我に話しかけるのをやめ、口を噤つぐむ。

（……それだけ、怒おこらせてるってこと？）

　早く誤解を解くべきなのだろうか。でも、一いつ瞬しゆんでも柊の側に居るために小岩井から得られる仕事量に魅み力りよくを感じてしまった以上、本当に誤解だと言い切れない気がして、迷う。

「明流」

「は、はいっ!?」

　突とつ然ぜん呼ばれ慌てて振ふり返る。

　すると、静かな表情で自分を見下ろす柊と目が合い、胸が跳はねる。

「少し話がしたいけど、今いい？」

「今ですか……？　脚本の話、とかですか」

　そう聞くと、柊は僅わずかに眉まゆを寄せる。

「別の話があるんだけど」

「別、ですか……」

　ちらりと稽古中の役者に目を向け、明流は拳こぶしを握にぎる。

「あの、今の高岡さんの演技が終わってからでもいいですか？」

　このシーンを最後まで観たいと、もっともらしい言い訳をし、明流は稽古中の役者に視線を戻もどす。

（まだ、まともに話せる気がしない……）

　小岩井の事だけでも気まずいのに、好きだと自覚してしまってから、情けない事に柊の顔がまともに見られない。

「そう。高岡の方が優先、ね」

　小さく呟くと、柊は自分の側を離れていった。

　取り残された気分になって、離れてしまった柊の背中を見つめ、ふと気づいた。

（柊さん、さっき明流って呼んだ……？）

　稽古場で呼び捨てにされたのは、たぶんはじめてのことだ。

　珍めずらしい、と思いつつも嬉うれしいと感じている自分は本当に──。

（なんで、こんなに好きになってるんだろうな……）







「いっただきます！」

　豪快に手を合わせる高岡に、明流は笑って「どうぞ」と促うながす。

　高岡の家はセキュリティも充じゆう実じつしているマンションの十二階。１ＬＤＫで特別広いわけではないが、「一人暮らしだからこれで十分」と高岡は言う。

　リビングのソファベッドが、今の明流の寝ね床どこだ。

「なんだか、本当にすいません。もう一週間もお邪じや魔ましてしまって……」

「全然。俺としては、こうしてメシを作ってもらえるだけでめっちゃ嬉しいよ」

　明流はいい嫁よめになれるよと言われ、せめて婿むこがいいですと笑う。

　今日のメニューは冷やしトマトとつみれ汁じる、里さと芋いもとイカの肝きも煮に。夕食には必ず酒がセットの高岡は、つまみにもなる料理があると嬉しいらしい。

　肝煮を食べながらお気に入りの銘めい柄がらの焼しよう酎ちゆうを飲み、高岡は言う。

「俺も明流にお礼がしたかったし、好きなだけ居てくれていいからさ」

「お礼って、なんの？」

「んー、まあ、敢あえて言うなら主演に立つ覚悟を決めさせてくれた礼、かな」

　箸はしを置いた高岡が、照れくさそうに頭を搔かく。

「正直さ、それなりに役者経験積んできたけど、この歳としまで主演の経験が無くて、正直どっか諦あきらめもあったんだよ。俺より若手がバンバン活かつ躍やくしてってさ、焦あせるのもなんか嫌いやでさ」

　高岡の意外な言葉に、明流は戸と惑まどう。だが、高岡はまたすぐ明るく笑う。

「でもさ、今回の脚本書いてくれたときにさ、明流が言ってくれたじゃん。俺に演じて貰もらいたくて書いたって。あれ、本気で嬉しかったから。俺の役なんだって思ってすげえ感動した」

　だからありがとな、と高岡は軽く頭を下げる。

「や、やめてくださいよ。照れるじゃないですか」

　そう言いながら、明流は胸を押さえる。

（その脚本が書けたのは、柊さんのおかげだから……）

　高岡の言葉を聞いて、柊に会いたいと思ってしまった。

　高岡がこんな風に思ってくれた。主演への意い欲よくを持ってくれた。それを柊に話せば、彼は喜んでくれるんじゃないだろうか。

　自分は、柊にとって必要だと思ってもらえるんじゃないのか。

（かっこわるい……）

　まともに話す覚悟も無いくせに、それでもまだ柊の側そばに居たいと、浅ましく必死だ。こんなんじゃ、喜んでくれている高岡にも申し訳がない。

　そう思って目を伏ふせると、インターフォンが鳴った。

「こんな時間に、誰だれだ？」

　戸惑いながらも立ち上がった高岡が、モニターで来訪者を確かく認にんし、声を上げる。

「柊さん!?」

「え？」

　慌あわてて玄げん関かんに向かう高岡につられ、明流も立ち上がる。

（まさか、本当に、柊さん……？）

　でも、どうして高岡の家に。

　驚おどろきながらも、明流はリビングからこっそり玄関を見て、そこに居る柊の姿に慌てて隠かくれる。

（柊さんだ……）

　ドクドクと早はや鐘がねを打つ胸を押さえ、息を殺す。

「どうしたんですか、こんな時間に……」

「突然悪いね。ちょっと迎むかえに来た」

「迎え？」

「明流！　出ておいで」

　玄関から響ひびいた声に、びくりと肩かたが跳ねる。

（なんで、なんで……!?）

　なぜ柊が迎えに来るのか、理由が分からない。

「ちょ、ちょい柊さん、待った！」

　座り込んだまま動けずに居ると、高岡の焦り声と共に柊がリビングへと入ってきた。

「ひ、柊さん……」

「帰るよ。明流」

　ぐっと腕うでを捕つかまれ、明流はたたらを踏ふみながら立ち上がる。

「ちょっと待ってくださいよ、柊さん。急に来て、明流をどこにつれていく気ですか？」

　自分より高岡の方が驚いている。柊に捕まれている腕とは逆の手を高岡に取られ、引き留められた。

　だが、柊は高岡の手を払はらいのけると、さらに強い力で明流の腕を引く。

「え、あ、え……？」

　足がもつれ、柊の胸の中に倒たおれこむと、そのまま抱だきしめられた。

「誰にも言うつもりはなかったけど、高岡には牽けん制せいが必要みたいだからね。言っておくよ」

　身動きもできないほど強い力で抱きしめられながら、必死に顔を上げて柊を見ると、彼は口元をつり上げた。

「明流は俺のものになる子だから。手は出さないように」

「え……？」

「は？」

　間の抜ぬけた声は自分だけでなく、高岡も同じだ。

「それじゃあ。ああ、くれぐれも他ほかのメンバーには言わないように頼たのむよ」

　行くよ、と耳元で囁ささやかれそのまま腕を引かれる。

「え、あの、高岡さん……、すいませんっ」

　強ごう引いんに歩かされながらも、慌てて振り返って叫さけぶ。

　そういうことかよ、と呟つぶやく高岡の声が聞こえた気がした。







（き、気まずい……）

　高岡の家から連れ出されると、そのまま明流はタクシーへと乗せられた。

　車の中で柊はずっと無言のまま。マンションについてからも一言も話すことなく、家の中へと入った。

　今いま更さら抵てい抗こうする気もないので大人しく共に家に帰ったが、何を話せばいいのか分からない。

　リビングで呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていると、柊から手招きをされる。

　大人しくそれに従って足を進め、ソファに並んで座った。

「……悪かったね」

「え……？」

「明流が帰ってくる気になるまでそっとしておこうと思ったけど、俺の方が先に限界がきた」

「限界って……」

「明流が居ない家に耐たえられなかった」

　眉まゆを寄せながら呟いたかと思うと、柊の手が伸のびてきてそっと頰ほおに添そえられる。

「俺と同居したくないのは分かるけど、悪いけど、俺が耐えられない」

「同居が嫌になったのは、柊さんの方じゃないですか!?」

「俺が？　そんなわけないだろ」

「だって、俺と同居するべきじゃなかったって柊さんが言ったから……」

「あれは、同居を続けたせいで明流を巻き込んだからで……。明流は、脅おどしを受けるほど巻き込まれたのが嫌で出て行ったんじゃないのかい？」

　なぜ柊がそんな風に感じたのか。明流は慌てて首を振ふる。

「ち、違ちがいます。俺はただ、俺のせいで柊さんに迷めい惑わくをかけるのが嫌で……」

　そう言うと、柊は大きく息を吐はく。

「いきなり居なくなる方が迷惑というか、困るから」

　そんな理由なら出て行ったりしないでよ、と柊は苦く笑しようする。

　誤解するような事を先に言ったのは柊だと思うけれど、柊も柊で自分からのメールを見てこれ以上巻き込まれるのは嫌だと思ったのだと感じたらしい。

「またあいつのせいで大切なものを無くすのかと思ったら、すぐに追う勇気がなくてね」

　柊らしくない弱気な発言に、明流は眉を寄せる。

「またって、前にも何かあったんですか？」

「……最初は養父。次は演技する場所だね」

　柊の言葉に、明流は息を吞む。

「俺が、聞いてもいい話ですか？」

「知らない方がいい話かもしれないよ。でも、勝手な話だけどさ。俺は明流に聞いて欲しい」

「……俺は、知りたいです」

　決意を込めた目でそう言うと、柊は何から話そうかと大きく息を吐く。

「……柊さんが俺と同居をはじめたのは、あの人から隠れるため、ですよね」

「情けない理由だと思うかな？」

　自じ嘲ちようするように言う柊に向かって、明流は首を振る。

「俺に父親が居ると知ったのは、高一の頃ころだったかな」

「高一って、それまでは？」

「世話係みたいな人に育てられていたからね。自分に、家族は居ないと思っていたよ」

　物心つく前から両親はすでに居なかった。自分を育ててくれた養父が金で雇やとわれていただけの人物だと知ったのは、中学に上がる前。そして、中学に上がると同時にその養父は金だけを残して柊の前から姿を消した。

「俺は自分の意志で舞ぶ台たい演劇に興味を持って子供の頃から児童劇団に入っていたけど、それをあの男は快く思ってなくてね。俺が芝しば居いに興味を持つことを止められなかった養父を、解かい雇こにしたらしいよ。当時は理由も分からず、ただ捨てられたのかと思ったよね」

　中学から一人暮らしをはじめたが、生活するに困らないだけの金は用意されていた。そのため柊は、十三歳からずっと一人で暮らしていたのだという。

　なんでもない事のように話す柊の言葉が、明流にとっては現実の話とは思えず、目を見開く。

「金の出で処どころが自分の親に当たる人物だろうなとは薄うす々うす思っていたけど、さすがに正体を知った時には呆あきれたね」

「どうして、分かったんですか？」

「……中学の頃からたまにテレビ関係の仕事が入ってくるようになったけど、突とつ然ぜんキャンセルになることも多くてね。そんな事が続いていくうちに、仕事がキャンセルになるときは、ある俳優が関かかわってるって気づいた」

「……それが、小岩井さんだったんですか」

「俺は、誰とは言ってないよ」

　明言はしない。それが柊が守っている最後の砦とりでのようで、明流は思わず柊の手を摑つかむ。

「ずるいだろうけど、俺はこの事を一生隠して生きると決めてるからね」

「どうして、ですか？」

「……俺にとって、あの男は憎にくむべき他人だから、かな」

　薄く笑う柊に、明流は眉を寄せた。

　仕事が増えたかと思えば唐とう突とつなキャンセルも多い。そんなアンバランスな日々が続く中、柊の下もとに映画出演の話が飛び込んできた。

　十代の頃から芝居の道に進み、ようやく自分に舞まい込んできた大きなチャンス。だが、その仕事も突然降板させられそうになった。この仕事だけはどうしても諦あきらめきれず、柊はとにかく動いた。多方面で話を聞き、なぜ降板なのか、とにかく理由を聞き続けた。

　そして、自分の前に突然現れた俳優──。

「二十歳はたちになっていきなり現れた男が父親だと知って。さて、俺はどう思ったと思う？」

「憎んだ、とかですか」

「……そんな親なら居ない方がマシだと思ったね」

　苦虫を嚙かみ潰つぶすような顔で言われた言葉に、明流は息を吞のむ。

「今更現れて父親だと名乗るだけじゃなく、世間に知られないために自分と関わる仕事をするなと言われて誰だれが従うと思うんだろうね。でも、当時の俺には逆らえるだけの力もなかった」

　蘇我から聞いた映画の出演辞退。その事を思い出し、明流は視線を落とす。

　それでも、柊は芝居への道を諦めることなく自分で劇団を立ち上げ、今もこうして役者を続けている。その背にどれだけの葛かつ藤とうや覚かく悟ごを背負ってきたのだろうと思うと、胸が苦しい。

　以前、柊に家族と仲が良いねと言われたことがあった。その時自分は普ふ通つうだと答えたが、その普通という言葉を、柊はどう受け取ったのだろう。

　自分にとって普通のことが、柊にとっては普通ではなかった。

　おかえり、と言われて嬉うれしそうに笑う柊の顔が浮うかび、思わず目め頭がしらが熱くなる。

「それでも、どうしても明流の事だけは譲ゆずれなかったんだ」

「え……？」

　突然自分の名前が出てきたことに驚おどろいて顔を上げると、ふっと柊が笑う。

「高岡にあんなこと言ったからね、もうバレバレだとは思うけど、ちゃんと言ってもいいかな」

「何を、ですか？」

「あれ？　もしかして分かってない？　明流ってそんなに鈍にぶい子だっけ？」

　意外だと言う柊に、なんのことだか本気で分からない。戸と惑まどっていると、突とつ然ぜん腕うでを引かれる。

「んっ……」

　抱だきしめられた、と思うと同時に唇くちびるが重なった。

　熱い舌に唇を舐なめられ、驚いて息を吸うとその隙すき間まを狙ねらうように、舌が口の中に入ってくる。

「ふ、あ……」

　口の中を舐め回され、惑う舌を搦からめ捕とられさらに深く唇が重なる。

　濃のう厚こうなキスに思考が溶とけ、力の抜けていく身体からだを強く抱きしめられた。息が苦しいと、柊の胸を叩たたくとようやく唇が離はなれる。

「こういう意味だけど、分かった？」

「え、あっ……」

「本当は公演が終わってから言おうと思ってたけど、なんかもう余よ裕ゆうないしね。抑おさえが利きかないぐらい本気になっちゃったから。諦めて？」

「あ、諦めてって……」

「あの男のこともあるから、業界関係者は俺の中で対象外だったし、劇団内で特別視するような相手も作る気はなかった。でも、俺の自制心を壊こわしたのは明流だから」

「お、俺はなんにもしてません！」

「そう？　でも、今のキスの反応を見る限り、割と脈ありだと思うんだけど？」

　どうなの？　と迫せまられ言葉に詰つまる。

　柊が好きだということは自覚済みだ。抱きしめられて、キスをして、胸がいっぱいになっている。

「俺は、柊さんの足手まといになりませんか？」

「言ったよね。俺がもう、明流の居ない生活に耐えられない」

　その言葉に胸が熱くなって苦しい。

　それでも、自分にはどうしてもケジメをつけたいことがある。

「……ちょっと、待ってください」

　身をよじって柊の腕から抜ぬけ出すと、明流はカバンの中から一枚の封ふう筒とうを取り出した。

　それを柊の前に差し出しながら、明流は大きく息を吐く。

「これ、俺があの人から預かったものです。柊さんに渡わたしてくれって。封筒の中には、日時と場所が書かれたメモが入ってます」

「……なるほどね」

「でも、俺はこれを柊さんには渡しません」

「明流？」

　封筒を受け取ろうとした柊の手を躱かわし、明流はその封筒を握にぎりつぶす。

　驚いた表情を見せる柊に、明流は真っ直すぐに向き合う。

「元はと言えば、俺が柊さんに隠かくし事をして同居なんてしなければ、こんな事にならなかったと思うんです。だから、俺にケジメをつけさせて下さい」

「何をする気？」

「俺が、あの人に会ってきます」

　自分が蒔まいた種だ。第一、自分もほんの少しだけ、小岩井から貰もらえるかもしれない仕事に揺ゆらいだのは事実。そんな自分を棚たなに上げて柊に想おもいを告げるなんて出来ない。

「……本気？」

「はい」

　きっぱりと言い切ると、柊は息を吐はく。

「俺としてはね、このまま放置してもいい問題だと思ってるけど。明流はそれじゃ納なつ得とくできないんだね」

「はい」

「……だったら、好きにしなよ。でも、一つだけ条件がある」

　再び腕を引かれ、腕の中へ抱きしめられる。驚いて目を丸くすると、柊が口元をつり上げた。

「明流があの男と会ったあと、明流の気持ちを聞かせてくれるよね」

「それは……、はい……」

「だったら、約束の印に明流からキスしてよ」

「え!?」

「ほら」

　そう言って、柊は目を閉じる。

　もう、お互たがいの気持ちなんて分かってる。分かってて口にしないだけ。だからもう、ケジメをつけた後の返事なんて決まりきっている。

（敵かなう気がしないな……）

　明流は苦笑して、柊の唇に触ふれるだけのキスをした。




　　　　＊　＊　＊




　銀ぎん座ざ、完全会員制料りよう亭てい。

　店内は女将おかみと共に移動するらしく、他ほかの客とすれ違ちがうことがないような造りになっているようだ。

（芸能人とか政治家とか、よく使ってそうだよな……）

　勝手なイメージを膨ふくらませながら、緊きん張ちようを抑えるよう、何度も深い呼吸を繰くり返す。

　こんなことでもなければ一生来ることも、店の場所を知ることもなかっただろうな、なんて思いながら明流は女将に案内された個室へと入った。

　掛かけ軸じくの飾かざられた、まるで旅館のような個室。その座ざ敷しきで、一人酒を飲んでいた小岩井の前に、明流は座った。

　自分を見て僅わずかに目を瞠みはる小岩井に向かい、明流は頭を下げる。

「残念ながら、お待ちの相手は来ませんよ」

　背筋を伸のばし、明流はまっすぐに小岩井を見つめる。

「そうか。来ない可能性は考えていたが、まさか君が来るとはね。彼を連れてくることは出来なかったが、仕事は欲しいということかな？」

「いいえ。俺は、あなたから預かった封筒を、渡してさえいませんから」

「……それは、どういうつもりで言っているのかな」

　眇すがめた目を向けられ、怯ひるみそうになる。だが、ぐっと堪こらえ明流は口を開いた。

「俺にとって今一番大事なことは目の前の仕事と、それに関かかわっているすべての関係者、役者達です。その人達に恥はじるような事はしたくありません」

　自分を信じてくれる柊。自分の脚きやく本ほんを喜んでくれ、表現してくれようと頑がん張ばるアルファの人達。その人達に恥じない作家でありたいと思うのは、作家としての明流のプライドだ。

「小岩井さんがあの人とコンタクトを取ろうとしている事には、理由がありますよね」

　明流の言葉に、小岩井の眉まゆが僅かに動く。

　柊の話では、彼がまだ学生の頃ころや今より経験の浅い役者だった頃は、一方的に仕事がキャンセルになることが多かった。小岩井は柊に接せつ触しよくすることなく、自身や事務所の力を使って、柊を降板させていたのだろう。

　だが、今回に限ってこれほど柊が自ら出演辞退することを迫っているのは、それが出来なかったからではないか。

「監かん督とく直々のオファーの上、監督と小岩井さんとの接点は特になし。これまでの方法では通用しなかった。そういう事じゃないんですかね？」

　今回の映画出演は、小岩井の力で抑えることはできないだろうと、柊ははじめから読んでいた。小岩井の圧力を受けながらも、自身で劇団を立ち上げ、その劇団の公演は好評。他にも、舞ぶ台たいを中心に活動し、柊は知名度も実力も磨みがいてきた。

「一つ、教えてください。共演してもバレないようにするという選せん択たく肢しはないんですか」

「君は、この業界の怖こわさを知らないようだね。マスコミの執しつ拗ようさだけでなく、時には共演者からマスコミに情報を売られることもある。必要のない接点は持つべきではない」

　芸歴が長い分、過去にもいろいろあったのかもしれない。息子むすこであるはずの柊の事を必要のない接点と言われることは正直頭にくるが、きっと柊は小岩井の性格も見み抜ぬいているのだろう。

　──この映画に関しては、あいつは手段を選ばずに止めにくるだろうと思ったからね。アルファに迷めい惑わくをかけないためにも、身を隠す必要があったんだ

　絶対に知られるわけにはいかない親子関係。それがある以上、小岩井はアルファの稽けい古こ場ばや公演中など人目が多い場所で関わってくる可能性は低い。だとすると、一番可能性が高いのは自分の家。

（柊さんはそこまで考えて動いていたのに、俺のせいで迷惑をかけた。だからこそ、自分でケジメをつけなくちゃ気がすまない……）

　小岩井はずっと鋭するどい目で明流を睨にらみ続けている。それでも、ここで自分が怯むわけにはいかない。

「小岩井さんが隠している事が明るみに出たとき、一番立場が悪くなるのは誰だれなのか、分かりますよね」

「君は、私を脅おどすつもりか？」

「俺個人としては、あなたがこれ以上余計な事をするなら、手段を選ぶつもりはありません。でも、あの人はそれを望んでいません」

　脅すような言葉を選んでいるが、柊が隠している事を自分が公表する事は決してないだろう。柊が自分を信じてくれたように、自分も柊を信じている。

「あの人は自分の実力だけで上を目指す人です。誰に妨ぼう害がいされようが関係ない。余計なスキャンダルは、あの人の邪じや魔まになるだけです」

「……君は随ずい分ぶん、あの人とやらに肩かた入いれしているようだね。あの人のためなら、自分が仕事を失ってもかまわないと……？」

　確かに、柊はともかく実績も実力もない自分なんかは、簡単に消されてしまうかもしれない。それでも、だからといって誰かに頼たよる気もない。

　明流はボトムのポケットに入れた携けい帯たいを軽く叩たたき、小岩井を見み据すえる。

「だったら、俺も自分の力で仕事が取れるよう、努力するだけです」

　あの人に、柊に恥じるような仕事の取り方はしない。ありのままの仁科明流として、作家を続けられるよう努力する。自分に出来ることは、それだけだ。

「俺は、これ以上あなたにアルファにもあの人にも関わって欲しくありません。俺が言えることは、それだけです」

　そう言って一方的に話を切り、明流は席を立つ。

　呼び止められることは、なかった。







　店を出て、足早に駅へと向かう。

　集合場所は駅から一番近いパーキング。その目の前まで来たとき、青い車からクラクションを鳴らされた。

　驚おどろいて車を振ふり返った瞬しゆん間かん、明流は目を見開き助手席に飛び込む。

「おつかれ」

「び、びっくりしました……」

　運転席から優やさしく微笑ほほえみかけてくれる柊に、明流は大きく息を吐はく。

「迎むかえに行くって言っておいただろ？」

「柊さんが車持ってるなんて知りませんでしたから」

「言ってないからね」

　シートベルトを締しめると車はゆっくりと走り出す。

　静かな車内で、明流は思い出したようにボトムのポケットに入れていた携帯の通話を切った。

「ちゃんと聞こえました？」

「最初から最後までばっちりね」

　この携帯は小岩井に会う前から、柊の携帯と通話状態のままポケットに入れていた。小岩井との会話が、柊にも伝わるようにするために。

　それが、小岩井と二人で会うにあたって、柊が決めた条件だ。

　──どんな状じよう況きようでも、明流に危害が加えられると思ったら、俺は止めに入るよ

　自分がどんな状況になっても絶対に来ないで欲しい。何度そう訴うつたえても、柊は引き下がらなかった。それでも、やはりそんな危険な状況にはならなかっただろうと、明流は言う。

「柊さんが心配しすぎなんですよ……」

「そう？　でも、聞いてよかったよ」

「なんでですか？」

「明流がかっこいいから惚ほれなおした」

　嬉うれしそうに笑う柊に、顔が熱くなる。

「か、揶揄からかわないで下さい……」

「揶揄ってるつもりはないよ？　本気だからね」

　くすくすと笑う柊から顔を背そむけ、窓の外を見る。

　すると、車が予想とは違ちがう道を進んでいると気づき、明流は首を傾かしげる。

「どこに行くんですか？」

「俺の家」

「え？　大だい丈じよう夫ぶなんですか!?」

「ああまで言われたら、あいつはもう動けないだろうからね。それに、明流に見せたいものがあるんだ」

　そう言って、柊は車を走らせた。







　地理に詳くわしくない上、車に乗っているとここがどこなのか分からなくなる。

　二十分ほど走った車は、綺き麗れいな高層マンションの駐ちゆう車しや場に入り、ようやく停とまった。

　柊に促うながされるままふらふらとマンション内を歩き、たどり着いた最上階の一室。ここが、柊の家だという。

　玄げん関かんからリビングへと入り、その広さに息を吞のむ。

「本当に、ここが柊さんの家なんですか……？」

「意外だろ？　二十歳はたちの時に母親だっていう人から押しつけられてね。その人なりの罪つみ滅ほろぼしか贖しよく罪ざいのつもりか知らないけどさ」

　さらりと口にされた言葉に、明流は思わず柊を振り返る。

「母親って……」

「明流はさ、モデルの三み崎さき京きよう香かって知ってる？」

「知ってますよ。有名な人じゃないですか」

　三崎京香と言えば、日本だけでなく海外でも有名なファッションモデルだ。

　確か今は四十代後半ぐらいの年ねん齢れいだが、二十代でミス・ユニバースに選ばれ、その後海外へ移住。パリコレなど数々のファッションショーにも出演し、今でも現げん役えきで活かつ躍やくしているはずだ。

「え、まさか……」

「そ。その人が俺の母親らしいよ。とは言っても、会ったことはないけどね」

　なんでも無いことのように言っているけれど、明流からすればとんでもない話だ。

　つまり柊は、小岩井と三崎の間の隠かくし子という事なのか。柊の事どころか、小岩井と三崎の間に交流があったことさえ、世間で話題になった事はない。

（隠すような関係じゃなければ、柊さんってものすごいセレブだったんじゃないかな……）

　それでも、長い間両親の存在を知らずに育ち、父親の存在が分かった後も邪魔者扱あつかい。母親とは会ったことさえない。

　正直、想像することさえ難しい。

「……俺に言ってよかったんですか？」

「なんでだろうね。明流には話したくなる」

　苦く笑しようする柊の腕うでを思わず摑つかむ。すると、柊はふと表情を和やわらげた。

「おいで」

　手をつながれ、別の部屋へと連れて行かれた。

　その部屋に入り、明流は思わず声を上げる。

「すごい……」

　壁かべ一面がすべて棚たなになっており、大量のＤＶＤで埋うめ尽つくされている。おまけに部屋の中にはホームシアターのような設備が調ととのっており、まるで小さな映画館だ。

　すると、柊は棚の中から一枚のＤＶＤを手に取り、明流に手て渡わたす。

「これ……」

　それは、明流が脚きやく本ほんを書いた舞ぶ台たいのＤＶＤだ。演技も内容も酷こく評ひようが多く、脚本家を辞やめようと思いもした。それでも、あのお守りにしているアンケートをもらえた舞台でもある。

「脚本は非常に良かった。この脚本家が他ほかの劇団と創つくる舞台を観みてみたい」

「よく覚えてますね……？」

　一言一句違たがわぬアンケート内容と同じ言葉。確かに柊には一度アンケート用紙を見られているが、完かん璧ぺきに記き憶おくしている事に驚くと、柊が悪戯いたずらっぽく笑う。

「そのアンケートを書いたのは俺だからね」

　まさか、と息を吞むと柊は目元を和らげる。

「明流の脚本家デビュー作でもあるドラマも、俺は観ていたよ。荒あらい部分もあるし、話もまとまりが無くて全体的に雑。視し聴ちよう率りつが悪くて現場も荒あれてるって噂うわさも聞いていたし、いい気味だなぐらいにしか思ってなかったけど」

「は、はは」

「でも、デビューしたばかりの脚本家がその後どうなるかは多少興味が湧わいてね、この舞台を観に行ったんだよ。それで、感想はそのアンケートに書いた通り」

　分かるよね、と柊は言う。

「まさか、俺が書いたアンケートを宝物みたいに大事にしてくれてるなんて、驚いたな」

「いや、だってあんなこと書いてもらえたら、嬉しくて……」

「うん。俺も、明流が脚本を書き続けていたこと、嬉しかったよ。いつか、一いつ緒しよに舞台が創れたらいいなって思ってたからね」

　まさか偽ぎ名めいを使って応おう募ぼされるとは思わなかったけど、と笑われ、明流は苦笑する。

「でも、明流は期待以上の脚本家だ」

　見つめられたまま言われ、胸が熱くなる。

「俺は、アルファにとって必要だと……、アルファの作家になれますか？」

「それを今聞く？　結果次し第だいだって言ったよね」

「それは、そうですけど……」

「もっと自信を持ちなよ。明流が書いた脚本がアルファを活いかすものになっているか、自分の目で確かめな」

「……はい」

　頷うなずくと同時に強い力で抱だきしめられ目を丸くすると、軽く額にキスをされる。

「それより、俺は別の事が聞きたいんだけどね？」

　しなやかな指に唇くちびるを撫なでられ、ぞくりとする。ケジメをつけたら言うと約束した。

「……俺からですか？」

「何？　俺から先に言わせたい？」

　耳元で吹ふき込むように囁ささやかれ、身体からだが痺しびれる。それでも、柊から先に言われた方が嬉しい、と頷くと少し身体を離はなされ、視線が合う。

「好きだよ」

「あ……」

「ほんとに、好きだよ。ずっと俺の側そばに居させて、誰だれにも見せたくないぐらい」

「そ、そんなの、できないですよ？」

「うん。でも、それぐらい好き」

　至近距きよ離りで見つめあったままの告白に、頭がくらくらする。心臓が痛くて、全身が熱くて、立っていることさえ苦しい。柊の服をぎゅっと握にぎると、「明流は？」と聞き返される。

「……好きです」

「それだけ？」

「す、すごく、好きです」

「……ああ、もうだめ。ほんと可愛かわいい」

「んっ……」

　ぐっと腰こしを引き寄せられ、唇が重なった。

　強ごう引いんに唇を割られ、舌と舌が絡からみ合う。慣れないキスに飲み込めなかった唾だ液えきがあふれる感かん触しよくに身体を震ふるわせると、怪あやしい手つきで腰こし元もとを撫でられる。

「……んんっ」

　驚おどろいて身をよじれば、ますます強い力で拘こう束そくされ、背中も腰も、下か肢しの方まで撫で回される。

　ぞくぞくと震えるのに身体の芯しんが熱い。くちゅくちゅと音を立てて口こう腔こうを舐なめられる度たびに脳まで痺れ、力が抜ぬけていく。

「あっ、あ……」

　身体中を撫でていた手が脚あしの間に触ふれたとき、思わず声が漏もれた。

　逃にげられないようにきつく抱きしめられたまま、熱が溜たまりだした場所を何度も撫でられ、形が変わっていく感覚に頭が煮にえる。耐たえ切れなくなって柊の胸を叩たたくと、喉のど奥で笑った彼はゆっくりと身体を離す。

「何？」

「な、何って……」

「なんでもないなら大人しくしてなよ、ひどくしたくないんだから」

　この先に柊が望んでいる事が分からない歳としではない。想おもいを告げた今、拒こばむつもりも抵てい抗こうするつもりもない。それでも、一つだけ言っておかなくてはと、明流は柊を見上げる。

「か、加減してください……」

「ん？」

「俺、キスもこういうのも、柊さんがはじめてなので……」

　柊が手て馴なれているだろうことはなんとなく分かる。でも、自分は同性同士はもちろん異性とだって経験がないのだ。恥はずかしくても、言っておかないと大変なことになる気がする。

　そう思って羞しゆう恥ち心しんを抑おさえ込んで告げると、なぜか静かな目をした柊に見下ろされ、息を吞む。

「……それ、反則だよ」

「え？　ひゃっ!?」

　ふわりと身体が浮うき、慌あわてて柊の服にしがみつく。お姫ひめ様抱っこの状態で抱きかかえられ目を丸くすると、見下ろす柊に微笑ほほえまれる。

「それなら、一から全部、俺が教えてあげるよ」







　連れて行かれた先は寝しん室しつだった。

　キングサイズだという大きなベッドに転がされ、あっという間に服を脱ぬがされたところまでは、いろいろと覚かく悟ごも心の準備もできていたと思う。でも、その許容量はとっくに超こえた。

「どう？　気持ちいい？」

「ふっ、あ……あ、あ」

「教えてくれないと分からないよ。それとも、やっぱりこっちの方がいい？」

「あっ……！」

　柊の大きな手が硬かたく勃たった熱を包み、擦こすり上げるたび濡ぬれた音が立つ。先走りだけでこんなに濡れることも、他人から触さわられる感覚も、すべて柊に教えられた。

　自分のものとは思えない高い声が上がると同時に、薄うすい胸を撫でていた柊の指に乳ち首くびを弾はじかれる。ぷっくりと赤く尖とがった乳首が自分の目にも卑ひ猥わいで固く目を閉じると、窘たしなめるように乳首に歯を立てられた。

「いっ、痛い……」

「ちゃんと見てって言ったよね。どこが気持ちいいのか、ちゃんと教えてよ」

「も、もう……そこ、触らないでください」

「そこって、どっち？」

「あっ、や、やだっ」

　性器を擦りながら乳首を吸われ、ベッドの上で腰が跳はねる。

　ほとんど筋肉のない骨の浮いた胸を触って何が楽しいのかと思ったのは最初だけ。ここも感じるようになると教えられた通り、柊の指で舌で色を変えたそこが性感帯だと知ってしまった。

「お願い、だからっ……明かり消してください！」

「だーめ」

　さっきから何度も強請ねだっているのに、寝室の明かりは煌こう々こうと輝かがやいたままだ。

　柊の手で変わっていく身体をまざまざと見せつけられ、羞恥心で頭がおかしくなる。

「ちゃんと見ておかないと、明流が気持ちいいか分からないし、痛がってても気づいてあげられないだろ？」

「は、恥ずかしいからっ……」

「うん。恥ずかしがってる明流も可愛かわいい」

　ほら見て、といきなり脚を開かれ明流は目を見開く。

「ここもこんなに濡れてる。見える？」

「い、いやだっ……」

「なんで？　よく見なよ。すごく濡れてて可愛いよ」

　見たくない、と顔を背そむけるとさらに脚を開かされた。身体を半分に折り曲げられ、先走りが腹に落ちる感触にぞくぞくと震える。

「ほら明流。いい子だからこっち見て」

　宥なだめるような声に恐おそる恐る視線を動かし、脚の間から柊の顔が見えて戦慄わななく。余よ裕ゆうさえ感じる意地悪な声こわ音ねとは裏腹に、柊の表情は険しかった。

「もう限界みたいだね。いってないのにこんなに濡れてる」

「あ、あ……」

「乳首だけでいけるように教えるのは、また今度ね」

　つるりとした先せん端たんを撫でられ、その手で太ふと腿ももを押さえられる。

「やだっ、待って……、やだ、やだっ」

　柊の唇から覗のぞいた舌に口でする気だと慌てて身体をばたつかせる。それなのに、鍛きたえてある柊はびくともしない。それどころか、腰を支えるようにさらに持ち上げられ柊の目の前に性器を突つき出すような体勢に頭が煮える。

「や、やです……」

「嫌いや？　本当に？」

　伸のびてきた舌に先端を舐められ、声も出せず頭が痺れる。

（な、なに……？）

　感じたことのない感覚に震える瞳ひとみで柊を見つめると、柊は口元を歪ゆがめる。

「誰だれにも触られたことも、口でされたこともないよね？」

　無言のまま頷うなずくと、ますます柊の口元がつり上がる。

「すごく気持ちいいと思うけど、本当に嫌？」

「ひっ、あ……」

　熱い息を吹ふきかけられ、頭がじんじんする。

　柊の端たん整せいな顔が自分の性器を見つめている。その光景だけでも視覚の暴力なのに、さらに舐められたりしたら、もうおかしくなってしまう。

　それなのに、さっき一いつ瞬しゆんだけ舐められた感覚が下肢から消えない。

　溢あふれた先走りで卑猥に濡れた先端が、何かを求めるようにひくひくと震え、それを見つめる柊がにぃと笑う。

「ねえ、明流。ちゃんと言えたら、死ぬほど気持ちよくしてあげるよ」

　怖こわい。でも、もっと感じたい。

　さっきから先走りが滴したたるほど感じさせられているのに、決定的な刺し激げきを与あたえられずまだ一度も達していない。今すぐ達したい程ほど身体からだは焦じれている。

「し、して……？」

「ん？　聞こえないよ」

「な、舐めて、ください……」

　消えてしまいそうな程の羞恥に耐えて言うと、すぐにぬるっとしたあたたかい感触に包まれ、明流は甘い悲鳴を上げる。

「ひ、ああっ……」　>>>♥

　すぐに強く吸い上げられ、熱い舌遣づかいにただ喘あえぐことしかできない。

　腰こしから下が壊こわれてしまったようにがくがくと震ふるえ、恥ずかしくて死にそうなのに、怖いぐらい気持ちいい。

「ひ、ひいらぎさん……、待って、も……、だめっ」

　あっけなく限界まで追い詰つめられ、慌てて柊を引き剝はがそうと彼の頭を押さえる。

　それなのに、彼は止やめるどころかますます激しく吸い上げてくる。

　それでも、柊の口の中で達してしまうことだけはどうしても避さけたい。必死になって身を捩よじった瞬しゆん間かん、ぬるついた指に尻しりの間を撫なぜられ悲鳴が漏もれる。

「う、うそっ……やっ」

　窪くぼみをほぐすように何度も揉もまれ、怯おびえる下か肢しに緊きん張ちようが走る。その度たびに、熱い舌に先端を舐なめ転がされ力が抜ぬける。

「やっ、こわい……」

「大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと入るから、力抜いて」

　覚悟はしていても未知の感覚にどうしても身体が硬くなる。

　それなのに、今すぐにでも達したい程限界な身体は、柊から与えられる快楽を追って悶もだえる。

「だめ、もうっ……、っ！」

　本気でこのまま達してしまう。そう思った瞬間、つぷりと身体の中に指が入ってきた。

　異物感と恐きよう怖ふで頭が真っ白になる。それなのに、力の入らない下肢はさらに奥へと柊の指を飲み込んでいく。

「……上手だね」

「ひ、柊さんっ……」

「うん」

　少しだけ顔を上げた柊に髪かみを撫なでられる。その優やさしい感かん触しよくにほっと力を抜くと、中に埋うめられた指にぐるりと内ない壁へきを抉えぐられた。

「……やぁっ」

「……ここだね」

　舌なめずりした柊が再び下肢に顔を埋うずめ、熱い口こう腔こうに包み込まれる。

　ゆっくりと中を溶とかしていた指が、一点だけを何度も強く擦り上げ、その度に目の奥がチカチカと白く光る。

「やっだ、……柊さ、ん。いく、いくからっ……」

「うん」

　もう放して欲しい、そう願っているのにさらに追い詰めるように強く吸われる。

　ぐっと押し広げるように二本目の指が中に侵しん入にゆうしてきたが、身体は拒こばまない。

　二本の指に敏びん感かんな場所を責め立てられ、堪こらえきれず熱が弾はじけた。

「も、はなしてぇ……っ」

　射精しているのに、絞しぼり出すように強く吸われ、さらにぐりぐりと奥を搔かき混ぜられ、何度も頭の中が白く弾ける。

　強すぎる快感に頭を振ふる度溢れた涙なみだが散って、もう助けてと切れ切れに言うと、さらに三本目の指が埋め込まれる。

「やめっ……やめて、まっ……ああぁっ」

　引き延ばされる快感に悲鳴が上がる。中を擦こすり上げられる感覚に何度も腰が跳ね、身体中が痙けい攣れんする。まるでコントロール出来ない絶頂を奥歯を嚙かんで耐たえていると、ようやく指を引き抜かれた。

「ふ、ああっ……」

　ずるりと抜けていく感触に息が漏れる。

　それなのに、力の入らない蕾つぼみは閉じることなく開いたまま。埋める何かを求めるようにひくついている。

　そこに、硬かたい物が押し付けられる感触に明流は目を見開く。

「……怖い？」

　真っ直すぐな目で問い掛かけてくる柊の額には汗あせが浮ういていて、その表情にどうしようもなくときめいた。余裕もなく、追い詰められているような柊の表情。こんな顔を彼にさせているのは自分だと思うと、恐怖よりも愛いとしさが勝まさる。

「怖い、ですけど。止めたくないです……」

「大丈夫。止めてあげられないから」

　ふっと笑った柊に明流も微笑ほほえみ返すと、突とつ然ぜん身体を反転させられた。

　うつ伏ぶせのまま尻を突き出すような体勢に焦あせると、柊が苦く笑しようする。

「悪いね。本当は抱だきしめながら挿いれたいけど、本番前に身体に傷をつけるわけにはいかないからさ」

「あ……」

　たぶん、向き合った体勢だと自分は柊に縋すがり付いて、爪つめを立ててしまう気がする。

　柊の言葉に頷くと、いい子だと髪を撫でられる。

「明流の痕あとは、また今度付けてよ。今は、俺が付けるから」

「んっ……」

　首元を強く吸われ、チリっと刺さすような痛みが走る。

　その感触に小さく喘ぐと、ぐっと奥へと突き入れられた。

「あ、ああっ……」

　指とは比べ物にならない質量に息が詰まる。

「明流、ちゃんと息して」

「む、むりっ……」

　苦しい。怖い。凶きよう暴ぼうな熱の塊かたまりが身体を裂さいていく感覚に、歯を食いしばるだけでやっとだ。

「明流、こっち向いて」

「ふっ……ん、」

　柊の声に僅わずかに顔を向けると、唇くちびるを舐められた。

「んっあ……あっ」

　身体を捻ひねる無理な体勢のせいで深く繫つながるキスは出来ない。

　それでも少しでも柊に触ふれたいと舌を伸のばせば、柊もそれに応こたえて舌を絡からめてくる。

　キスに夢中になる間に、ゆっくりと腰が進められていく。少しずつ柊の熱を飲み込んで、その分だけ身体の形が変わっていく。

　未知の感覚を固く目を閉じて耐えていると、やがて肌はだと肌が重なった。

「……はい、った……？」

「うん」

　自分の中に、自分とは違ちがう温度がある。不思議な感覚と妙みような達成感に息を吐はくと、柊が小さく笑う。

「なにを終わった気になってるのかな？」

「えっ……、あぁっ」

　ぜんぶ入ったと思ったのに、さらに奥を突つかれ身体が仰のけ反る。逃にがさないと腰を摑つかまれたまま奥へ奥へと突き入れられ、その度に嬌きよう声せいが上がる。

「ひっ、ひいらっ……あ、っ待って……」

　激しい腰遣づかいに息が詰まる。せめてもう少しゆっくりと抗こう議ぎしたいのに、前を摑まれて擦られると、口から出るのは甘い声ばかりだ。

　肉のぶつかる音と、濡ぬれた音と、耳を疑いたくなる程の自分の嬌声。逃げるようにシーツを摑むと、肩かたに嚙みつかれる。

「まって、……も、少し、ゆっくり……」

「ごめん。無理」

　余よ裕ゆうのない声。耳元で響ひびく掠かすれた声に粘ねん膜まくが疼うずいた。

　その瞬間、柊が苦しげに息を吞のむ気配がして、それにもまたぞくぞくと身体からだが痺しびれる。

「あっ、ひいらぎ、さんっ……」

　必死に顔を向けて口を開くと、察した柊がキスをしてくれる。

　満足に重ねられない唇から唾だ液えきが漏れ、頰を伝っていく。その感触にも過か敏びんに反応する身体をさらに追い詰めるように、下肢から卑ひ猥わいな水音が響く。

　もう無理だと喘ぐと、また身体をひっくり返された。

「やっぱり、ちゃんと顔を見たいからね……」

　ギラついた目に見下ろされ、つながったままの下肢に力が入る。

　その刺し激げきに僅かに眉まゆを寄せた柊が、明流の両手を一纏まとめにしてベッドに押さえつける。

「今はこれで我が慢まんしてね。次は、もっといろいろと教えてあげる……」

　次、の意味する言葉の心意が怖こわい。

　それでも。弱い場所を激しく突き上げられ、もう何も考えられなくなる。

「ひ、柊さん……、もうっ」

「うん。……俺も、限界」　>>>♥

　強い力で揺ゆさぶられながら、柊の手で何度も扱しごかれ、もう限界だ。

　腕うでを押さえられたまま、肩に首にと何度も吸いつかれ、その歯に乳ち首くびを齧かじられた瞬しゆん間かん、耐えていた熱が弾けた。

「ああっ」

「……くっ」

　びゅくびゅくと噴ふき出る感覚に全身が痙攣する。低く呻うめいた柊の熱を身体の奥で感じ、震ふるえる身体を抱きしめられた。

　全身から力が抜ぬけ、倒たおれるようにベッドに沈しずみ込む。

　汗で張り付いた髪を撫で、柊が優しく目を細める。

「明流、好きだよ」

「……俺もです」

　湧わき上がる愛しさのまま微笑みかけ、明流はキスをしてくれる柊の背中を抱きしめた。







（……役者の体力を舐なめちゃいけなかった）

　もう指一本動かす気力もないと倒れ込んだ明流は、小さく咳せき込んだ。

「明流、上向いて」

「ん……」

　転がるように顔の向きを変えると、柊の唇が重なる。流れ込んでくる冷たい液体を必死に飲み下すと、ぺろりと唇を舐められた。

「まだ飲む？」

「ん」

　無理に声を出すとまた咳き込んでしまうので、小さく頷うなずく。

　するともう一度、口移しで冷たい水を流し込まれた。

「いいね、これ」

「え？」

「明流が俺なしじゃ生きられないみたいで、すごくいい」

　楽しげに笑う柊とは対照的に、明流は頰を引きつらせる。

「冗じよう談だん、ですよね？」

「んー？」

　曖あい昧まいな返答をする柊が何を考えているか分からず、明流は乾かわいた笑いを浮かべるしかない。下手なことを言って四回目に火をつけてしまったら、もう生きていられない気がする。

　付き合うのだから、今回限りのセックスではないとは分かっていた。でも、二回目三回目がその日の内にやってくるとは思っておらず、いろんな意味で明流はもう限界だ。

「どうするんですか、これ。明日あしたも稽けい古こあるんですよ……」

　服でも隠かくれないような位置にまである痕に、思わず眉を寄せる。

　自分の身体に傷をつけるわけにはいかないと言ったくせに、明流の身体中には小さな赤い痕が無数に残っている。中には歯型が残っているものまであり、痛みがあってもおかしくないのに、それに気づかないほど感じさせられていた事を自覚して、頭がくらくらする。

「別に困らないよね。明流には相手がいるんだと周りに見せつけてやればいい」

「……柊さんは、困るくせに」

「そうだね」

　明流の隣となりに横になった柊に腕を引かれ、抵てい抗こうすることもなく広い胸の中に抱だき込まれる。

「俺は、これから先も明流との事は誰だれにも言わないだろうし、特別扱あつかいはしない」

「はい。分かってます」

　それは、劇団の代表を務める柊にとって必要な線引きだろう。そんなことは分かってますよ、と明流は微笑む。

「特別扱いしたりとか、好きだからなんて理由で作家に選ばれたら、俺は怒おこります」

「怒る？」

「はい。俺は、アルファを大事に想おもっている柊さんを好きになったんですから」

　だからこそ、自分の力でアルファの作家になりたい。

　アルファにとっても、柊にとっても、両方にとって必要な存在になりたい。自分は、結構欲よく張ばりなのだと明流は笑う。

「そこまで言われると、ちょっと困るね。明流が思ってるほど上手うまく隠せてないんだけどさ」

「そうなんですか？」

「まあね。蘇我に気づかれて、高岡を牽けん制せいするぐらいには、余裕がないよ」

　意外だと目を丸くすると、柊は明流の髪かみを撫なでながら自じ嘲ちようする。

「それじゃあ、第二公演の結果を楽しみにしておこうか」

「はいっ」

　軽く触れるようなキスを交かわし、明流は柊の背中に手を回した。




　　　　＊　＊　＊




　舞ぶ台たい初日。

　明流の不安を他所よそに、公演は初日から多くの観客で賑にぎわった。初日は平日ということもあり、さすがに満席とまではいかなかったものの、客の入りとしては上々。

（俺にとっての勝負は、今日の評価と明日からだ……）

　初日公演は、三味庵時代からのファンやそれぞれの役者についているファン、旗はた揚あげ公演でアルファに興味を持って来たという観客が多いだろう。そこからの評判が良ければ、次に動くのはおそらく観劇が趣しゆ味みだという新規客。

　つまり、アルファにとって次に繫つながる観客だ。

　舞台袖そでから観客席を眺ながめていた明流は、震えるほどの緊きん張ちよう感かんに拳こぶしを握にぎっていた。

「演者以上に緊張してるね」

　後ろから笑いかけられ、明流は慌あわてて振ふり返る。

「ひいらっ……んっ！」

「はいはい。大きな声出さないでよね」

　叫さけびそうになった口を、柊の手で塞ふさがれる。

（そうだ。観客が居るんだから……）

　唇くちびるの前で人差し指を立てた柊にこくこくと頷き返すと、ゆっくり手が外された。

（かっこいい……）

　立ち稽げい古こやゲネプロで何度も観みていたが、改めて衣い装しように身を包んだ柊の姿に見み惚とれる。

　和風ファンタジーをイメージした着物風の衣装は深い藍あい色いろ。武器である太た刀ちを背中に差し、普ふ段だんは下ろしている髪をかき上げた姿は、明流がイメージしていたイグニスそのものだ。

　何度も稽古を重ね、その度たびにより良くなるように意見を出し合い、仕上げてきた。どれだけ長い期間準備をしてきたとしても、観客に観てもらうまで舞台は完成しない。

　そして、その観客がこれまでやってきたことの評価を決める。

「柊さんも、少しぐらい緊張してください」

「してるよ。少しはね。でもそれ以上に楽しみの方が大きいかな」

「楽しみって……」

「当然だろ？　ようやく、明流の書いた脚きやく本ほんを人に見せることができる」

　さらりと呼び捨てにされ、慌てて周囲を見回す。すると、柊がくすりと笑った。

「大だい丈じよう夫ぶ。誰にも聞こえてないよ」

「……隙すきがなくて悔くやしいです」

　確かに周りには誰も居ない。開演まであと十分。皆みな、まだ控ひかえ室に居る時間だろう。

「それより、もう少し落ち着きなよ。作家が自信なさそうだと、演じる方も緊張するだろ」

「そうですね」

　自分一人ではない。皆で創つくり上げた舞台だ。誰一人として手なんか抜いてない。一人一人がいい物を創ろうと一丸となってやってきた。ここで弱気になってなんかいられない。

「いい顔つきになったね。明流は客席で観てなよ」

「いいんですか？」

「ああ。アルファの姿と観客の反応。その両方をしっかり観ておいで」

　どこよりも観客の反応が一番に分かる場所。覚かく悟ごを決めて頷くと、柊が背中を押してくれた。

　開演直前の、期待と緊張感に満ちた客席。全く知らない者同士が同じものを観て感動する、一体感と臨場感。

（俺の、一番好きな景色だ……）

　作り手側として観ることはもうないかもしれない。一度は諦あきらめた景色が、今こうして目の前に広がっている。舞台の内容とは関係なく、ただ涙なみだが溢あふれた。溢れて、止まらなくて、胸がいっぱいで苦しい。それでも、何度も涙を拭ぬぐって、明流は舞台を目に焼き付けた。

（この景色を、忘れたくない）

　迎むかえた千秋楽は、満員御おん礼れいだった。

　リピート客や評判を聞いて当日券を買い求めてきた観客で立ち見席まで完売。

　柊に言われ千秋楽を舞台袖で観ていた明流は、カーテンコールの際、柊に無む理り矢や理り舞台上に立たされた。

（な、何？　何？）

　パニックでただ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすことしかできない明流の背中を支えながら、柊は客席に向かって一礼する。

「本日は、ご来場いただき誠まことにありがとうございます。演劇集団アルファの第二公演『ライカンスロープ』をこれだけ多くのお客様に観ていただけたこと、心から感謝しています」

　深く頭を下げる柊に、明流も慌てて一礼する。

　舞台上から聞く拍はく手しゆの音は爆ばく発はつみたいに頭の中へ直接響ひびいてきて、目が回りそうになる。

　これだけの観客が観てくれた。こうして拍手を贈おくってくれている。夢みたいな光景に呼吸すら忘れてただ呆然と見渡していると、柊に背中を叩たたかれる。

「改めてご紹しよう介かいさせていただきます。今回、ライカンスロープの脚本を担当した、仁科明流です。そして、今後彼をアルファの座付き作家として迎え、これからもアルファは日々精しよう進じんしてまいります」

　柊の言葉に、思わず振り返る。

　すると、柊だけではなくアルファのメンバー皆が優やさしい顔で頷うなずいてくれ、溢れそうになる涙を慌てて堪こらえた。　>>>♥

「今後とも、演劇集団アルファをよろしくお願いいたします。本日は、本当にありがとうございました」

　柊の言葉にアルファのメンバーと共に深く頭を下げる。

　幕が完全に降りるその瞬しゆん間かん、堪えていた涙が頰ほおを伝った。







「柊さん！」

　舞台袖に下がってまっすぐに控え室に向かう柊を呼び止める。すると、控え室に入る直前で柊は振り返った。

「何？」

「何、じゃないですよ！　さっきの俺が座付き作家って……」

「言葉通りの意味だけど？　何か不満でもある？」

「不満、とかじゃなくて……」

　不満なんかあるわけがない。ただ、本当に自分がアルファの正式な作家になったと思っていいのか。急なこと過ぎて頭がついていかず、どう聞こうか言葉に迷っていると突とつ然ぜん背中を叩かれた。

「おつかれ、明流。これからもよろしくな」

「高岡さん！」

　大きな手に頭を撫でられ驚おどろいて振り返ると、今度は腕うでを引かれる。

「……高岡」

「おっと。すいませんね」

　明流の腕を摑つかんだ柊の低い声に、高岡の手がぱっと離はなれた。

「意外と心が狭せまいんですね、柊さん。あんま余よ裕ゆうないと愛想あいそつかされますよ」

「忠告どうも。どちらにしろ逃にがすつもりはないから、気き遣づかいは不要だよ」

「うーわー。明流、逃げたくなったらいつでも俺のとこ来ていいからね」

「え、いや、あの……？」

　長身二人に挟はさまれて、どうしていいか分からない。第一、聞きたい事がまだ聞けていない。

　どうしたらいいのかと視線をさ迷わせると、もう一人近づいてくる人ひと影かげが見えた。

「柊。本気で隠かくすつもりがあるなら場所を考えろ」

「これは不ふ可か抗こう力りよく。高岡が余計なちょっかいを出してきたせいだよ」

　近づいてきた蘇我に視線を向けると、柊の手がやっと離れた。

「……高岡も知っているのか？」

「俺は馬に蹴けられた感じで偶ぐう然ぜん、ですね」

「それは運が悪かったな」

　ふっと笑う蘇我に視線を向けられ、思わず背筋を伸のばす。すると、蘇我は手に持っていた紙の束を柊に渡わたした。

「頼たのまれ物だ。まだ席を立ってない観客も居るから、今の時点で集まった分だけだがな」

「……十分だよ」

　ざっと紙の束に目を通した柊が明流に目を向け、ふわりと笑う。

「高岡。これ以上ここに居ても邪じや魔まなだけだ。いくぞ」

「はいはい。じゃあね、明流。また打ち上げの時に」

「は、はい。おつかれさまです」

　用は済んだとばかりにすぐに去っていく蘇我と高岡に慌てて頭を下げる。すると、大きなため息が聞こえた。

「ほんと、あの二人に知られたのは失敗だったよね」

　自じ業ごう自得だけど、と呟つぶやく柊を明流は振り返る。

「あの、そんなことより聞きたいことがあるんですけど……」

「そんなこと、ね。まあいいけど」

　ここだと人目に付くから、と控え室に柊と共に入る。

　控え室も数人で共有しているので誰だれか来るのではと思ったが、「終演後、明流くんと今後の話をするから近づかないように」と事前に話をしていたらしい。どこまでも抜ぬけ目ない人だとひっそりと息を吐はくと、突然後ろから抱だきしめられた。

「ひ、柊さん!?」

「しっ。大きな声出したら、響くよ」

　ぎゅっと抱きしめられたまま耳元で囁ささやかれ、ドクドクと胸が騒さわぐ。

　身動きできずに硬こう直ちよくしていると、小さく笑われた。

「抱きしめてるだけなのに、そんなに緊きん張ちようする？」

「……経験値が違ちがうので」

「そう？」

「そうですよ……。って、そうじゃなくて、作家の事！」

「明流はせっかちだね。俺とこうしている以上に重要なこと？」

「……重要です」

「はいはい。うちの作家は仕事熱心で助かるよ」

　つむじに軽くキスをされてから、ゆっくりと柊の腕が離れた。

「でもさ、明流をアルファの座付き作家として正式に迎える。それ以上の説明って必要？」

「説明と言いますか、舞ぶ台たい上であんな風に言われたら、本当なのか噓うそなのか却かえって現実感がないと言いますか……」

「そう？　ああやって観客の前で宣言した方が、後には引けない感じでいいと思ったけど？」

　そんな理由で舞台上に連れ出したのかと目を丸くすると、柊が口元をつり上げる。

「今いま更さら、断る気なんかないだろ？」

「ないですよ！　でも、本当に俺でいいんですか？」

　アルファの作家になれる。またアルファの脚きやく本ほんが書ける。こんなにも嬉うれしいことはない。でも、あまりにも唐とう突とつすぎて実感がまるでない。

「公演の評価も上々。殺陣たてシーンの構成も蘇我は満足していたし、アルファメンバーとの関係も俺が嫉しつ妬とするぐらいに良好」

「……へ？」

「欲よくを言うなら、もう少し演出力をつけて、作演出の両方できるようになってくれれば尚なお良しってところかな。それは今後要勉強だね。他ほかに質問は？」

「質問、といいますか……」

　そこまで言われると、あとはもう自分で自覚するだけしかない気になってくる。自分がアルファの作家になる。ぼんやりとした目で柊を見つめ返すと、頭の上に紙の束を置かれた。

「それじゃあ、なかなか実感が持てず自信を無くしがちな明流にプレゼント」

「これは……」

「座付き作家発表後に集めた、観客からのアンケート用紙」

　柊の言葉にどくんと胸が跳はねる。恐おそる恐るそのアンケート用紙を受け取ると「見てごらん」と後押しされる。

　十数枚の紙の束がずしりと重い。明流は大きく息を吸い込み、その一枚目に視線を落とす。

　──殺陣がものすごい迫はく力りよくで感動しました

　──人じん狼ろう役二人の演技に泣きました。悪役なんか居ない。立場と境きよう遇ぐうの違いが切ない

　──高岡さん、かっこよかったです。テレビでしか観みたことなかったけど、舞台最高！

　一人一人違う筆ひつ跡せき。たった今舞台を観たばかりの生の声に目め頭がしらが熱くなる。

「役者への感想ばかりだけどね」

「十分です。ちゃんと、アルファを活いかす事が出来たって思えるので」

　熱い想おもいの籠こもった言葉が胸にじんわりと染しみ渡る。作家は云いわば裏の仕事。役者を活かし、舞台を創つくり、そして観客が何かを感じてくれたのならそれだけで十分だ。

　様々な感想が並ぶアンケート用紙を、明流は丁てい寧ねいに捲めくり一言一言を胸に刻む。

　その中の一枚に、明流は手を止めた。

　──三味庵の頃ころからのファンです。今までの舞台の中で、一番劇団メンバーの演技を観ることができ、嬉しかったです。作が仁科さんという事であまり期待していませんでしたが、次の公演も楽しみにしています

「……観劇ファンなんだろうね」

「はい……」

　三味庵の事だけでなく、おそらく自分の過去の作品も知っているのだろう。それでも、こうして観て、感想を残してくれている。胸が熱くなり、思わず顔を上げた。

「あ、あの。このアンケート用紙、もらったらダメですか？　コピーでもいいので……」

　自分を勇気づけてくれた一枚として、大事に持っておきたい。

　だが、アンケート用紙の束は柊の手に取り上げられる。

「ダメ。アルファの方で管理するから見たい時に好きに見ればいいよ。でも、コピーは禁止」

「な、なんでですか!?」

「明流のお守りは一枚あれば十分だろ？」

　それは、あの柊が書いてくれたアンケート用紙の事なのか。熱くなった頰ほおを押さえ、明流は小さく頷うなずく。

「……実は独どく占せん欲よく強い方ですか？」

「見た通りだと思うけどね。それで？　アルファの作家としての自信と覚かく悟ごはある？」

「はい！」

　こんな嬉しい観客の声を聞いて、弱気なことなんて言ってられない。力強く頷くと、柊に軽く頭を叩たたかれる。

「ちなみに、この後は打ち上げも兼かねた明流の歓かん迎げい会かいらしいから、明流は強制参加ね」

「え？　いいんですか!?」

「いいも何も、歓迎会だって言われたら主役が居ないのは問題でしょ？」

　歓迎会をしてもらえることを喜ぶ自分とは反対に、柊は不ふ機き嫌げんそうに視線を逸そらす。不思議に思って首を傾かしげると、柊が息を吐いた。

「嬉しい？」

「え、それは嬉しいですけど、柊さんは嬉しくないんですか？」

「劇団メンバーと仲がいいのは喜ばしいことだよ。でも、明流は好かれすぎてるから困る」

　歓迎会は高岡が言い出し、櫂と渉が中心になって準備をしているらしい。明流にとっては嬉しいことばかりなのだが、柊は不機嫌そうに眉まゆを寄せる。

「とりあえず、飲み会では明流は俺の隣となりね。移動したら許さないから」

「いや、それは無理じゃないかと……」

「飲み会が終わった後は二次会に誘さそわれても断って。まっすぐ俺と家に帰る。分かった？」

　一方的な柊の言葉に明流は思わず笑う。

「こ、子供じゃないんですから」

「悪いけど、舞台が終わったばかりで興奮してるから。今ここで押し倒たおさないだけでも褒ほめてほしいぐらいだよ」

　ぐっと抱き寄せられ目を見開くと、柊が耳元で囁く。

「帰ったら、覚悟してなよ」

「……は、い」

　舞台が終わった達成感と高こう揚よう感かんで胸がいっぱいなのは自分も同じだ。

　明流は、おずおずと柊の背に腕うでを回し、その大きな身体からだを抱きしめ返した。







　　　　＊　＊　＊




「あー、楽しかった……」

　程ほどよく酔よった身体でソファに飛び込み、そのひんやりとした心ここ地ち良さに目を閉じる。

「明流、そんなところで寝ねないでよ」

「わかってますー」

　間延びした声で応こたえると、柊はあからさまに息を吐いた。

「ほら。せめて上着は脱ぬいで」

「……脱がせてください」

　ソファに横になったままぶらりと両手を上げると、口元をつり上げた柊がその手を摑つかみ上に圧おし掛かかってくる。

「何甘えてるの？　それとも、このまま襲おそって欲しい？」

「……想像以上に柊さんに余よ裕ゆうがあって悔くやしかったので」

「拗すねてるんだ」

　酔ったせいで、するりと本音が出てしまった。その言葉に、柊は楽しそうに笑う。

　打ち上げ兼けん歓迎会の飲み会は大いに盛り上がった。飲み会開始時こそ明流は柊の隣に座ったものの、先に席を移動したのは柊の方。飲み会には関係者やスポンサーも参加しており、彼らへの挨あい拶さつに柊は自ら動いていた。明流も一人一人に挨拶をして回り、結局柊と並んで座っていた時間は十分程度だろう。

「お酒飲んでも、柊さんは俺の事一度も呼び捨てにしませんでしたよね」

「あの場で俺がボロを出すとでも思った？」

「……思ってませんけど」

　蘇我や高岡の前で見せた独占欲は、飲み会の席では一度も表に出ることがなかった。劇団代表と新入団の劇作家という関係以外を一いつ切さい表に出すことなく平然としていた柊の姿は、さすがとは思うもののやはり悔しいものは悔しい。

「そんな風に悔しがる割には、明流は高岡にも櫂にも随ずい分ぶん可愛かわいがられてたね」

「別にあれは面おも白しろがって揶揄からかわれただけで……って、見てたんですか？」

「あれだけ騒さわげば、嫌いやでも視界に入るよ」

　単なる飲みの席での悪ふざけだったが、柊に見られていたと思うと恥はずかしい。

　最初はアルファの役者達とあまりに体格差があるので、面白がって腕うで相撲ずもうをしてみようという話になった。近くの席に居た高岡と櫂を含ふくめた数名と勝負した結果、明流は最下位。さらに高岡が、明流ぐらいの体格なら抱かかえたままスクワットもできそうだ、なんてふざけてお姫ひめ様抱だっこをされてしまい、本当に恥ずかしかった。見かねた蘇我が止めに入ってくれたものの、あの一部始終を柊にまで見られていたと思うと、いたたまれない。

「高岡は、ちょっと悪ふざけが過ぎるね。どうせ、俺を挑ちよう発はつして楽しんでるんだろうけど」

「挑発、ですか？」

「うん。あの時蘇我が止めに入らなかったら、確実に俺が高岡から明流を奪うばってた」

　明流は本当に隙すきがありすぎて困る、とため息を吐つかれても明流としては柊が見せてくれた独占欲の方が嬉しくて、顔が熱くなる。

「明流が正式にアルファに入って、気苦労が増えるのは俺の方だろうね」

「モテるのは柊さんの方だと思いますけど」

「それは否定しないけど、俺は明流以外は眼中にないから」

　その言葉と共に額に口付けられ、明流は目を丸くする。

「まだ帰ってきてから、言われてないけど？」

「……おかえりなさい」

「うん。ただいま」

　言うと同時に小さくキスをされ、至近距きよ離りで見つめあう。

「それで、余計な気苦労を増やしすぎるのも嫌だから、明流はこのまま俺と一いつ緒しよに住もうか？」

「……は？」

「住もうといっても、この家じゃなくて俺の家の方ね。一度来て分かったと思うけど、俺一人で住むには広すぎるんだよね。広さとセキュリティは十分。アルバイト先までは少し遠くなるだろうけど、そこは許してよ」

　その代わり家賃は必要ないよと言われ、明流は慌あわてて首を振ふる。

「何？　嫌なの」

「嫌というか、本気なんですか？」

「心底本気だね。悪いけど、俺はもう明流がおかえりもいってらっしゃいも言ってくれない生活に戻もどれる気はしないんだ」

　一緒に住むよね、と念押しされ明流は慌てて目を閉じる。

（やばい。嬉うれしい……）

　正直、あまり考えないようにしていた。

　アルファの正式な作家になれるかも分からない。たとえなれたとしても、きっとこの家での柊との生活は終わる。今後の事を考えると不安の方が大きすぎて、とにかく考えない事で目の前の舞ぶ台たいに集中してきた。

　それなのに、思いがけない柊からの提案が嬉しくて堪たまらない。ファンで、憧あこがれで、どうしようもなく好きな人から求められることが、こんなに嬉しくて幸せだなんて思わなかった。

　まともに柊の顔を見ることが出来ず顔を伏ふせていると、ふと襟えり元もとのボタンが外される気配を感じ、慌てて目を開ける。

「えっと、柊さん。何してるんですか？」

「脱がせてるんだけど？」

「えっと、上着だけでいいんですけど」

「んー、なかなか素す直なおにならない明流は、身体に聞いた方が早いかと思って」

　覚悟してって言っておいたよねと耳元で囁ささやかれ、ぞくりと背中が震ふるえる。

「それとも、素直に言う？」

「……好きに、してください」

　緩ゆるめられた衣服の隙すき間まから肌はだを撫なでられ身をよじると、柊が喉のど奥で笑う。

「それじゃあ、そうさせてもらおうかな」







　せめてベッドに行きたいという希望は叶かなわなかった。

　我が慢まんできないと余裕のない声で言われれば、明流も抵てい抗こうなんかできない。脱がされて、触ふれられて、舐なめられて、執しつ拗ようなまでの愛あい撫ぶに涙なみだが浮うかぶほど乱れた。

「ん……あ、……」

　下か肢しに埋うずめられた二本の指が濡ぬれた音を立て、びくりと腰こしが跳はねる。

　狭せまいソファの上で不安定な身体からだが落ちそうになり、慌てて柊の腕を摑むと柊がくすりと笑う。

「そんなに、痕あとつけたかった？」

「え？　……あ」

　柊の腕に目を向けると、逞たくましい腕に指や爪つめの小さな赤い痕が点々と付いていて、思わず手を離はなす。

「ご、ごめんなさい……」

　何度もソファから落ちそうになったのと、逃にげ場のない刺し激げきに耐たえていたせいで、思わず柊の身体を摑んでしまった。剝むき出しになった胸むな元もとにまで小さな爪つめ痕あとが残っているのに気づき、その生々しさに息を吞のむ。

「いいよ。服で隠かくれる位置なら好きにすればいい。俺も、好きにさせてもらうから」

　頰ほおから首と、感かん触しよくを確かめるように大きな手に撫でられ、ぞくぞくと震える。その間も、絶えず響ひびく水音と腰が疼うずくような刺激に身体はどんどん熱を上げていく。

「っあ……」

　すでに見み抜ぬかれている弱い場所をぐっと圧され仰のけ反ると同時に、首筋に小さな痛みが走る。

「明流は肌が白いから綺き麗れいだね」

　痛みを感じた場所を舐められ、痕がつけられたのだと分かる。

「……そこ、隠れないと思うんですけど」

「うん。明流は隠さなくていいから。ちゃんと相手が居るんだって、見せびらかせばいいよ」

　僅わずかに眉まゆを寄せると、柊は微笑ほほえみながら優やさしくキスをしてくる。唇くちびるを舐められゆっくりと開くと、柔やわらかい舌を絡からめられ柊の肩かたに腕うでを回す。

　柊はずるい。柊の立場を考えれば、恋こい人びとが居るなんて、ましてやそれが同性だなんて、絶対に公言できない。明流自身、別に周りの人に知られたいとは思っていない。それなのに、相手を言えない所有印を柊はいくつも明流に刻みつける。

　甘やかすようなキスに応え明流も舌を絡ませながら柊の肩に爪を立てると、彼は喉奥で笑う。

「猫ねこみたいだね」

「……見えるところも引っ搔かきましょうか？」

「その時は、可愛い子猫を飼ったことにしようか」

　誰だれが子猫だ、と軽く睨にらみつけると、いきなりうしろの指を三本に増やされた。

「冗じよう談だんだよ。猫とはこんなこと出来ないしね」

「んっ、ああっ……」

　激しく指を抜ぬき差しされながら、弱い場所を何度も刺激された。柊との間で頼たよりなく揺ゆれている性器から先走りが溢あふれ、肌を伝う感触に震える。

「も、う……ひいらぎ、さんっ」

「限界？」

　声も出せず頷うなずくと、指でいいのかと確かく認にんされる。ふるふると首を振って目を合わせると、柊が口元をつり上げる。

「指じゃないなら、何？」

「ひ、柊さんの……」

「俺の？」

　言葉に出せずにいると指の動きがぴたりと止まった。絶頂寸前の快感を突とつ然ぜん逸そらされた反動で、内ない壁へきが震え柊の指を締しめ付ける。そんな自分の反応に驚おどろいて目を見開くと、柊の大きな手が髪かみを撫でる。

「欲しそうにしてるね。ね、何が欲しい？」

　言ってよと耳元で囁かれ、さらに身体の奥が震える。

「柊、さんの……、いれて、欲しいです……」

　何が欲しいのか、小さな声で呟つぶやくとずっと中に埋うまっていた指が、ようやく引き抜かれた。

「あ、あ……っ。……うわっ」

　抜かれる感覚に息を詰つめていると、いきなり身体を引き起こされる。軽々と抱だき上げられ、ソファに座った柊の上に座る体勢にされた。

「このまま、腰落として」

「やっ……」

「なんで？　明流が欲しいって言ったんだよ」

　硬かたく勃たちあがったものを尻しりの奥に押し当てられ、すでに柔らかくなっているそこが、受け入れようと広がる。それなのに、柊はそれ以上強く押し進めることはせず、明流の腰をしっかりと押さえたまま笑う。

「ほら。ゆっくり広げたから、簡単に入りそうだね」

「あっあ……」

　少しだけ腰を下げられ、先せん端たんが中へと入ってくる。それなのに、それ以上奥へは進んでこない。もどかしさで息を詰めると、先走りが溢れる先端を撫でられる。

「ひっ、あ……」

「ね。欲しいんだろ？」

　低い声で囁かれ、身体中が粟あわ立だつ。

　自分で、なんて恥はずかしくて堪らないのに、柊の手で柔らかく広げられた粘ねん膜まくが熱を求めて疼く。ぎゅっと目を閉じゆっくりと腰を落とすと、柊がくっと息を詰める。

「んっ……あ、ああ……」

「……そ、上手だね」

　腰を下げていくにつれ、身体の奥を穿うがたれていく。少しずつゆっくりと柊の熱を飲み込んでいくと、彼が苦しそうに息を吐はき、明流は思わず目を開けた。

「……痛い、ですか？」

「え？」

　額に汗あせを浮かべる柊に、明流は眉を寄せる。自分が慣れないせいでどこか痛むのだろうか。そう思って言った事だったが、柊は一いつ瞬しゆん目を丸くして苦く笑しようする。

「この状じよう況きようで、俺の心配する余よ裕ゆうあるんだ？」

「やっ……、まって、ああっ！」

　柊に腰を落とされ、一気に最さい奥おうまで穿たれ高い声が上がる。反射できゅっと窄すぼまった粘膜のせいで余計に柊の熱を感じ、がくがくと腰が震える。

「ひ、らぎさんっ……ま、って、あ、ひぁっ」

「……無理。明流が焦じらすから、俺も限界」

　腰を支えたまま上下に動かされ、視界がぐらぐらと揺れた。

　縋すがりつくものが欲しくて身体に抱きつくと、尻を摑つかまれ余計に激しく突つき上げられる。

「……あっ、あ、……こわ、こわい……」

「何が怖こわい？」

　囁かれながら、耳たぶを軽く嚙かまれた。

　その刺激にぶるりと震ふるえ、ジンと脳まで痺しびれるような快感に頭を振ふる。

「きもち、よくて……こわ、いっ」

　ひくひくと息を詰まらせながら柊に縋りつく。

　こんなに激しく揺さぶられているのに、リビングに響く濡れた音と肌はだと肌がぶつかる音が恥ずかしくて堪たまらないのに、おかしくなりそうなほど気持ちがいい。

　一度抱かれてから、自分の身体が全く別のものに変わってしまった気がする。二人の間で所在なく揺れている性器から白い物が溢れて止まらず、射精しているのかどうかさえ自分で分からない。

「こわ、いから……キスして、ください」

　頭がくらくらして、自分がどこにいるのかさえ分からない。

　身体の中で感じる柊の熱と肌と肌が触れ合う感触だけが頼りで、もっと柊が欲しくなる。

「……なにその理り屈くつ」

「ん、ふっ……んんっ！」　>>>♥

　望み通り嚙みつくようにキスをされ、さらに深く奥を穿たれた。

　何度も突き上げられるせいでうまく唇が重ならず、舌を伸のばしあって必死に絡ませる。唾だ液えきが溢れて肌を伝う感触も、熱い舌も、全部が気持ちいい。もっと、と強く柊に抱きついた瞬間、柊の熱に弱い場所を突かれ、視界が白く飛んだ。

「ああっ……！」

　震える先端から白い物が飛び散り、射精した。柊の形が分かるほど粘膜が収縮し、全身が壊こわれたように痙けい攣れんして止まらない。唐とう突とつな射精に驚いてじわりと目め頭がしらが熱くなる。

「すごいね。触さわってないのにいったね」

「ひっ、ひっ……」

「でも、まだ終わってないよ」

　低い囁ささやきと共にまた突き上げられ、揺さぶられる。

　射精したばかりなのに容よう赦しやなく快感を叩たたき付けられ、ただもう喘あえぐことしかできない。何度も名前を呼びながら柊の身体にしがみつく。離はなれたら、もう正気に戻もどれないような気さえして、柊の形のいい頭をかき抱いだいた。

「ほんと、可愛かわいいね」

「ひ、らぎさんっ……ひぁっ、あ、ああ」

「ね、明流。俺のだよね？」

　離れたりしないよね、と低い声で問われ、声も出せずただ頷く。

　自分を認め、引っ張り上げてくれた人。何よりも芝しば居いを愛するこの人に必要とされたくて、必要な存在になりたくて、自分はここに居る。人を好きになることも、好きになってもらえることも、こんなにも幸せで堪らないんだと教えてくれたのは柊だ。

　でも、だからこそ、それだけじゃ嫌いやだと思う。

「……ひい、らぎさんも、俺のじゃないと、やです」

　この人をおかえりなさいと迎むかえる人は自分だけでありたい。柊の出生の事を知ったとき、この事を柊の口から聞いたのは自分だけだと知ったときに自分が何を思ったか、たぶん柊には分からない。そんな独どく占せん欲よく、明流は柊と出会ってはじめて知った。

　役者として生きる柊は、彼を観みたいと思う全すべての人のものだ。それでも、彼が心を許してくれる相手は、自分だけでいたい。

「ほんと、明流には敵かなわない……」

「ひ、らぎ、さん？」

「これ以上溺おぼれさせて、ほんと、知らないよ？」

　汗で濡ぬれた肌を舐なめられ、尖とがった乳ち首くびを軽く嚙かまれた。その刺し激げきに腰こしが跳はね上がり、途と端たんに粘膜がきつく柊を締め付ける。

「やっ……、またっ」

「うん。俺も限界」

　うねる中の動きに合わせるように突き上げられ、ジンジンと痺れる乳首を舐められ、嚙まれる。

　その度たびに悲鳴のような嬌きよう声せいが上がり、身体からだがどろどろに溶とけそうになる。

　またいきそうだと息を詰めると、きつく性器の根元を握にぎられ目を見開く。

「なんでっ……はな、はなしてっ」

「大だい丈じよう夫ぶ。出さなくても、いけるから」

　片手で性器を縛いましめられ、もう片方の手で逃にげられないようにと背中を押さえられる。

　射精寸前の熱が逆流してくるようで、苦しさで涙なみだがあふれて止まらない。その涙を舌で拭ぬぐいながら、柊が口元をつり上げる。

「ね、俺なしじゃ生きられなくなりなよ」

「ひっ、ああっ……、はな、はなしてっ」

「無理。悪いけど、諦あきらめて。はじめて人を好きになったから、加減なんか分からないんだ」

　違ちがう。そうじゃない。指の縛めさえ解いてくれればそれでいい。柊から離れようなんて、自分は少しも思ってない。

「好き、です……、ひいらぎ、さん」

「……俺も、好きだよ」

　縋りつきながら言った言葉を受け取り、柊はふっと笑う。

　その笑え顔がおに身体の力が緩ゆるんだ瞬間、抉えぐるように奥を突かれ頭の中が白く弾はじける。同時に、中に放たれる柊の熱を感じ、明流はそのまま柊の身体を抱だきしめた。
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　第二公演『ライカンスロープ』が終演を迎えてから早くも二ヶ月。明流は変わらずアルファの稽けい古こ見学に参加していた。

　すでに耳に馴な染じんだ殺陣たて稽古に励はげむ役者達の声を聞きながら思いつくままノートにペンを走らせていると、ふとノートの隅すみに影かげができる。

「楽観クロニクルの脚きやく本ほんか？」

「違いますよ。アルファの次の公演に向けて思いついた事をメモしていただけです。ここで、他ほかの脚本仕事はしませんよ」

　声をかけてきた蘇我を振り返りそう告げると、彼は稽古中の役者に目を向けたまま、そうかと頷うなずいた。

　アルファの座付き作家に正式に決定してから、幸運が連れん鎖さするように明流の下もとには仕事が舞まい込んだ。藤倉から紹しよう介かいされたドラマの仕事が無事決まっただけでなく、他劇団からも脚本の依い頼らいを受けた。楽観クロニクルは、脚本依頼を受けた劇団の一つだ。

　まだまだ脚本一本で生活できるほどの仕事量ではないが、アルバイトと並行しながらなので収入も生活も随ずい分ぶん落ち着いてきたと思う。

「柊はどうしている」

「柊さんですか？」

　相変わらずです、と答えようとしたところで近づいてくる櫂が視界に入り明流は口を閉じる。

「そういえば、柊さん最近稽古に顔出さないっすね」

「大方、映画の撮さつ影えいが忙いそがしいんだろうな」

　蘇我の言葉に明流は曖あい昧まいに笑う。

　第二公演から数日あけて、柊が出演する映画の制作発表が行われた。柊が映画に出演、しかも主演というのはアルファメンバーにとっては寝ね耳みみに水で、柊は一時質問攻ぜめにあっていた。

　──大事な公演前だったからね。誰だれにも言ってなかったんだ

　と普ふ段だん通りの笑顔で答えていた柊の身に起こっていた数日間の出来事をすべて正確に把は握あくしているのは、明流だけだろう。小岩井は結局、自ら映画の出演を辞退した。そうまでして柊との共演を避さける小岩井の行動には正直複雑な想おもいがあった。それでも、せっかくの柊が初主演を飾かざる映画。余計な波風が起こらないに越こしたことはないと、明流は自分の感情を押し殺した。

「櫂。次はおまえの番だ。準備しておけ」

「はーい」

　蘇我に言われ、櫂はまた稽古の輪の中へ戻っていく。

　完全に櫂の意識がこちらから離れたことを確かく認にんし、蘇我はまた口を開く。

「それで、実際のところはどうなんだ？」

「……撮影は、かなり忙しそうですよ。でも、地方でのロケでもない限り、必ず毎日帰ってきてます」

「なるほどな。随分とまめなことをするようになったな」

　表情を変えないままの蘇我の呟つぶやきに、明流は苦く笑しようする。

　明流が柊と付き合い、さらに同どう棲せいまでしている事は当然周囲には隠かくしたままだ。

　映画撮影も佳か境きようを迎えている柊はアルファの稽古にほとんど顔を出せなくなり、その分蘇我が稽古に頻ひん繁ぱんに顔を出すようになっている。

　本当に、柊は休む暇ひまなく撮影に打ち込んでいる。主な撮影現場が埼さい玉たま県けんにあるスタジオらしく、多くの出演者は撮影現場近くのホテルを取っているらしい。だが、柊は帰宅できる時間に撮影が終わったときは、必ず帰ってくる。

　むしろ、ホテルを取った方がゆっくり休めるのではないかと話した明流に、柊は当然のように言った。

　──明流を抱いて寝た方がゆっくり休めるからね

　その言葉通り、深夜に帰宅してきても自分をベッドに誘さそい、それでいて自分より早く起きて出かけているのだから、本当にタフだと思う。

「今日は時間があいたら稽古に顔出すって言ってましたけど、まだ来ませんね」

　手元の携けい帯たいを確認したが、柊からの連れん絡らくはない。撮影が予定より長引いているのだろうか。

　他のメンバーに比べれば、自分は遥はるかに柊に会えていると分かっているが、それでも久しぶりにアルファの稽古に参加する柊を観みたかったな、と明流は視線を落とす。

　すると、突とつ然ぜん携帯が着信を告げて震ふるえる。

（……柊さん!?）

　発信者の名前を確認し、思わず蘇我に視線を向ける。

「外で話して来い」

「は、はいっ」

　促うながされるまま、明流は携帯だけを持ってそっと稽古場を出た。

　外に出て少し稽古場から離れてから、明流は通話ボタンを押す。

「もしもし」

『今どこ？』

「……稽古場を出て、外で話してます」

『よし。いい子』

　耳をくすぐるような優やさしい声こわ音ねで囁ささやかれ、明流は思わず顔を伏ふせる。

「撮影、終わったんですか？」

『もうすぐ終わるかな。残念だけど、アルファの稽古には間に合いそうにないね』

「そう、ですか」

　無意識に声のトーンが落ちてしまう。すると、電話の向こうで柊がくすりと笑った。

『何？　そんなに早く俺に会いたかった？』

「ち、違いますよ！　仮にもアルファの代表なんですから、たまにはちゃんと稽古に参加してくださいって思っただけです！」

『明流は噓うそつきだね。今、思いっきり寂さびしそうな顔したくせに』

「え……？」

　言われた言葉とやけに近くで聞こえた気がする声に明流は慌あわてて顔を上げる。すると、こちらに向かって歩いてくる柊が見えて、明流はため息と共に電話を切った。

「……タチが悪いですよ」

「否定はしないね」

　同じく電話を切った柊が、明流の前に立ちにっこりと笑う。

「稽古場に入るとこんな風に話せないからね。その前に少し明流と話したかっただけだよ」

「だったら、そう正直に言ってください。揶揄からかわれると俺が面おも白しろくないです」

「うん。そういう拗すねた顔も久しぶりに見たかったからね」

　くすくすと笑う柊に、何を言っても無む駄だだと明流は肩かたを落とす。

「ここに来たって事は、稽古に参加するんですよね」

「もちろんそのつもりだよ。でも、その前に明流にお願いがあってさ」

「お願い、ですか？」

　何かと問いかけると、柊が笑みを深くする。

「稽古に来るのは久しぶりだからね、蘇我と話すこともあるし、帰りは少し遅おそくなると思う」

「あ、はい」

「でも、いつもよりは早く帰れるだろうから、久しぶりに明流の手料理が食べたいな」

「……つまり、先に帰って作ってろって事でいいですか？」

「さすが。理解が早くて助かるね」

　満足げに微笑ほほえみ返され、明流は苦笑する。

「わかりました。柊さんの好きなもの作って待ってます」

「ありがとう」

　素す直なおなお礼の言葉を受け取ると、柊は周囲に目を向ける。

「よし。明流は先に稽けい古こ場ばに戻もどりな。俺は少し時間を置いてから入るよ」

「はい。分かりました」

　そう言って、明流は稽古場へと戻る。入る直前に振ふり返ると、すでにそこに柊は居なかった。

　稽古場に入れば、柊はいつも通りアルファの代表として稽古に参加し、自分の事は作家としてしか扱あつかわない。彼にとって大事なのは演劇集団アルファ。

　でも、それでいいと心から思える。そして、そんな柊だから自分は好きになった。

（それに、柊さんが恋こい人びととして見せてくれる顔は、俺以外誰も知らないからね）

　はっきり言って、ちょっとした優ゆう越えつ感かんだ。

　久しぶりに二人で取る食事なのだから、いつも以上に気合いを入れよう。

　そう心に決めて、明流は稽古場のドアを開いた。







　あとがき




　こんにちは。または初めまして。浅あさ海みゆいと申します。このたびは、『密約ルームシェア』をお手にとっていただき、本当にありがとうございます。

　本作が私にとって二作目の刊行となります。前作をお読みいただいた方はお気づきかもしれませんが、攻せめキャラの柊ひいらぎは、前作『エンカウント～共演者の誘惑～』に登場している人物です。前作はアルファの旗はた揚あげ公演の様子とアルファの殺陣たて師し、蘇そ我がの話になっています。それぞれ別の話として読んでいただけるかと思いますが、もし興味を持っていただけましたら、『エンカウント』の方もよろしくお願いいたします。

　と、早々に宣伝から入ってしまって、すいません。

　前々から「柊は絶対に腹黒執しゆう着ちやく攻め！」と思っていたのですが、「柊が同居するとしたらどんな状じよう況きようか」という担当様の言葉から妄もう想そうを膨ふくらませ、生まれたのが明あか流るという脚きやく本ほん家です。

　明流は脚本家という仕事をもっていますが、極ごく々ごく普ふ通つうの子というのが私のイメージです。普通の子だからこそ、柊は惹ひかれたのではないかと、そんな風に思っています。

　もっと大人で落ち着いた柊になる予定だったのですが、どうやら恋れん愛あい面では柊はあまり余よ裕ゆうがない様子……。きっと明流はこれからが大変です。脚本家としての仕事が徐じよ々じよに増えていく明流に対し、柊は表向きにはアルファの代表として祝福しつつも、二人きりになると「本当に、どこにも行けないように閉じ込めてあげようか？」なんて言って、嫉しつ妬と心を見せると思います。人前では抑よく制せいしている分、二人のときは激しくねちっこくいちゃついていればいい。攻めの独どく占せん欲よく大好物です！

　普通の家庭で愛されて育った明流より、はじめて特別な存在ができた柊の方が、感情のコントロールが難しそうですが、そこは演技力でカバーするでしょう。それでも、互たがいの活かつ躍やくや成長を喜びあえる二人なので、今後も支えあい、活躍の場を広げていけると信じています。

　本作を書くにあたり、本当に紆う余よ曲きよく折せつありました。関係者の皆みな様さま、特に担当様には大変ご迷めい惑わくをおかけして申し訳ありませんでした。こんなにギリギリの状況になるとは思っておらず、申し訳なさで電話をかける手が震ふるえるほどでした。ご尽じんり力よくいただき、本当に感謝しております。どうか、今後ともよろしくお願いいたします。

　そして、素す晴ばらしいイラストを描えがいていただいた高たか崎さきぼすこ先生。大変なお願いをしてしまう形となり、本当に申し訳ありませんでした。素敵なイラストに心から感謝しております。ラフを頂いたとき、思おもい描いていた柊と明流がそこに居て、嬉うれしさで涙なみだが出るほどでした。

　毎度迷惑をかけている姉、Ｎさん、励はげましてくれた友人たちにも感謝です！

　そして最後に、ここまで読んでくださった皆様。

　こうして本を手に取ってくださる方。そして、一作目を手に取ってくださった方が居なければ、生まれる事のなかった話だと思っています。本当にありがとうございます。

　また次のお話でお会いできる事を願って──。

　二〇一五年十月


浅海　ゆい　　
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